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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　一、魔ま力りよく剣けん　探して今日も西東









　静せい寂じやくが──

　朽くち果てた遺い跡せきによどむ闇やみを満たした。

　あたしとガウリイの二人は、息さえひそめて気け配はいを探る。

　沈ちん黙もくの中に刻ときがうつろう。

　頭上に固定した、光量を絞しぼった魔ま法ほうの明りがかすかにゆらいだ。

　そして──

　気配が生まれたのは、長いような、短いような刻が流れたそのあとだった。

　──ガウリイ！

　あたしが声をかけるより早く。

　剣を手にしたそのままで、ガウリイは、壁かべから生まれ出た気配の方をふり向いていた。

「はぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに刃やいばが閃ひらめく！

　一いち撃げきは、風を切る音と同時に、壁から生まれ出たもの──一体の悪ゴー霊ストを薙ないでいた。




　ひぎいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！




　脳のうミソにこびりつくような絶ぜつ叫きようを残し、霞かすみにも似た白い姿は、闇の中へと霧む散さんする。

「……やった……のか……？」

　構えは崩くずさぬそのままで、問うガウリイに、あたしはこっくりうなずいた。

「そうか！　やったのか！」

　うれしそうにそう言うと、ガウリイは、手にした剣けんを高々とさし上げる。

　……いや……たかが悪ゴー霊スト倒せたくらいで、そこまで盛り上がってもらっても困るんですけど……

　おーげさにはしゃぐガウリイを横目に、あたしはひとり、リアクションに困って佇たたずむのだった……



















「……だからぁ……悪ゴー霊スト一匹へち倒したくらいで満足してどーすんのよ」

　ひとしごとをカルくかたづけたそのあと。

　とある小さな町のメシ屋で、夕食のテーブルを囲みつつ、あたしはぽつりとそう言った。

「けどよ、今までの剣だと、その悪ゴー霊ストも斬きれなかったんだから……そう考えると、けっこースゴいかなー、なんて思うんだけど。オレは」

　運ばれてきた小魚のフライをかりこりかじりつつ、のんきな口調で言うガウリイに、あたしは重いため息をつき、

「……あのねぇ……

　その前には光の剣持ってたのよっ！　まさか忘れたとは言わないでしょーねっ!?」

「いや……そりゃあまあ、おぼえてるけど……」

　あたしの問いにガウリイは、カケラも気のないあいづちを打つ。

　……ったく……

　──光の剣──

　あまたある伝説の魔力剣の中でも、その知名度はトップ・クラス。吟ぎん遊ゆう詩し人じんの語る伝サ承ー歌ガの中にも名前を出していたりするから、魔道士ならずとも、その名を耳にしたことのあるひとはいるだろう。

　実は、その伝説の剣を持っていたのが、ほかでもない、このガウリイだったりするのである。

　しかし、なんだかんだといろいろあって、光の剣は失われ、かくてあたしとガウリイは、かわりになるような魔力剣を探して、あちこちいっしょに旅をしているのだった。

　なにも魔力剣でなくっても、ふつーの剣でいーじゃないか、などと思ったりする人は、まだまだ世の中甘く見ている。

　この世の中、ふつうの剣では、どうにもできない奴もいるのだ。

　弱い奴やつなら悪ゴー霊ストクラス。強い奴なら純魔族。悪ゴー霊スト程度が相手なら、ガウリイは見物していて、あたしが攻こう撃げき呪じゆ文もんで吹っ飛ばす、というのでもいいのだが、相手がこと魔族となれば、そういうわけにもいかない。

　実際しばらく前、ある事件で魔族を相手にしたのだが、ふつーの剣しか持たないガウリイの、まぁ、役に立たないこと立たないこと。

　そーいうことで、業ごうを煮にやしたあたしは先日、とある町の魔マジ法ツク道・具シヨ屋ツプで、安ものの魔力剣を買ってガウリイに渡したのだ。

　廃はい墟きよに住まう悪ゴー霊スト退治、なんぞという地じ味みなしごとをセコい賃金で請うけ負おったのも、白状すれば、この剣の試し斬ぎり、という意味が強かった。

「……あのね、ガウリイ。よく聞いて」

　あたしは、指先につまんだフォークを無意味にぴこぴこ振りながら、

「たしかにその剣でなら、悪ゴー霊ストくらいなら斬れるわ。

　けどしょせんは、ふつーの剣を銀で覆おおって宝ジユエ石ルズの・呪タリス符マンくっつけただけ。

　悪ゴー霊ストぶった斬る、くらいのことはできるけど、魔道士の放った炎ほのおの矢はじいたり、純魔族斬ったりはできないから。

　それと──

　当たり前だけど、変な力の入れ方したりすると折れるから」

「ふーん」

　ガウリイは、手にしたナイフとフォークの動きを止めて、テーブルに立てかけている剣にまじまじと目をやると、ぼそりっ、と一言、

「……安物なんだ……」

「悪かったわねっ！　安物でっ！

　だぁぁれがお金払はらったと思ってんのよっ!?　その剣のっ!?

　……そりゃあまあ、魔力剣の中じゃあ、たしかに安物だけど……

　それでもこの剣一本だけで、ふつーの剣がン十本は買えるくらいの値段するんだからっ！」

「へー。高いんだ」

「そーよっ！

　……とにかく、そーいうことだから、使い方には注意してね。

　基本的に、ふつーの剣と同じ、くらいのつもりで使うのよ。

　わかったわね？」

「……うーん……」

　困った顔で頭をぽりぽり搔かきながら、唸うなるガウリイ。

「……言っとくけど……『聞いてなかった』とか『聞くそばから忘れた』なんて言ったらはり倒すわよ。問もん答どう無む用ようで」

「いや──聞いてたしおぼえてる。

　魔法や魔族は斬きれない、へたに使うと折れる、だろ？」

　ををっ!?　珍しくガウリイがひとの言うこと聞いてたっ！

「ンじゃあ、何うなってたのよ？」

「いやぁ。

　話はわかったけど、実際に使う時まで、このことおぼえてるかどーかは怪あやしいかなー、とか思って」

「『あやしいかなー』ぢゃないっ！　おぼえときなさいよっ！　これくらいのことっ！」

　叫さけんであたしは、目の前のチキンのてり焼きに、どがっ！　とフォークをおっ立てる。

　そのままそれをひと口に頰ほおばり、飲み下してから、

「もっといい剣見つけるまでの、あくまでも間に合わせなんだから。

　だいじに使うよーにっ！　わかったわねっ！」

「……お……おう……」

　あたしのいきおいに圧おされてか、エビのフライを刺さしたフォーク片手に、ガウリイは、こくこくうなずいたのだった。

　口うるさい、とは言うなかれ。なにしろ値段が値段である。中古でたたき売るにしても、魔力剣、という形で売るのと、呪タリ符スマンだけバラして売るのとでは、かなりの差額が出るのである。

「……けどよ、リナ、ほんとうに、そんな『すごい魔力剣』なんて見つかるもんなのか？　なんか、ここひと月ふた月探しても、噂うわさは聞いても、単なるデマかニセモノばっかりだったし……」

「……ま、たしかに、そうほこほこ簡単に見つかるもんじゃあないけど、いつかは必ず見つかるはず──

　あたしはそう信じてるわ。

　可能性は、いつだって残っているはずだから──」

　かつて、黄ゴールデ金ン・ド竜ラゴンの長老に言われたことばをつぶやくと、あたしは熱い香こう茶ちやをひと口、喉のどの奥へと流し込んだ。




　どんっ。

　その日。

　あたしが宿で夜中に目をさましたのは、その物音のせいだった。

　……んむ……？

　ベッドに横になったまま、耳をすませることしばし。

　聞こえるのは、窓の外を過ぎゆく風の音。どこかで鳴いてる虫たちの声。

　……気のせいかな……

　思ったその時。

　どんっ。ごとっ。

　物音は、今度こそはっきりと、隣となりの──ガウリイの部屋から聞こえてきた。

　ベッドからすっ転げ落ちた音──というのではない。たとえて言うなら、誰だれかと誰かの争うような──

　ばっ！

　あたしは無言で毛布をはね上げ、ショート・ソードだけをひっ摑つかむと、パジャマのままで部屋から飛び出す。

　ガウリイの部屋の扉とびらの前で、身構えながら、

「ガウリイ!?　どうしたの!?」

「おー。リナ。

　ちょっとお客さんでな」

　あたしの問いに返ってきたのは、いつもののん気なガウリイの声だった。

　……って、お客さん……？

「入れよ。開いてるから」

「……？……」

　うながされるまま、あたしは部屋の扉を開けた。

　さして広くもない部屋の中は、うす暗いオレンジ色のランプの灯あかりで、ぼんやりと照らし出されていた。

　獣じゆう脂しの焼ける、独特のにおい。

　部屋の中には、ガウリイと──そしてもう一人、見知らぬ男が、気を失って転がっていた。

「よ。リナ」

　ガウリイは、片手を上げて、カルい口く調ちようであいさつをする。

「……これって……」

　あたしは、鞘さやにおさめたままの剣の先で、倒れた男の頭をつんつこつつきながら、

「ドロボー、ってやつ？　ひょっとして？」

「おー。よくわかったな！」

「こいつの顔と状じよう況きよう見ればだいたいそーぞーつくわよ」

　言いながら、あたしは男の服を探り、見つけたロープで男を後ろ手にしばり上げる。

　……押し入った先の相手をしばるつもりで持ってきたのだろうが、ガウリイをターゲットに選んだことが運の尽つき。ケダモノ並のカンの鋭するどさを誇ほこる彼に、気配を感じ取らせず盗みを働くことなど、並のドロボーには不可能である。

「……さて、と……よっ……！」

「……うっ……ぐ……」

　あたしが活かつを入れてやると、男は、小さく呻うめいて目を開けた。

「……あ……!?　ちくしょっ……！」

　自分の置かれた状況に気づいて、男はいきなりもがきはじめるが、むろんンなことでどーにかなるようなしばりかたはしていない。

「やめた方がいーわよ。暴あばれるだけムダだから」

「……くっ……！」

　あたしのことばに、男は、きっ！　とこちらをにらみつけ、動きを止める。

「……さてさて……聞かせてもらいましょーか？　一体どーいうつもりでこの部屋に盗みになんて入ったのか？」

「………………」

　あたしの問いに、男はただ、無言でそっぽを向いただけだった。

　──わざわざンなこと聞かなくても、とっとと役所につき出せばいい──などと思うのはシロウト考え。

　こういった、町で盗みを働くよーな連中の後ろには、たいてい、盗品の売ばい買ばい組そ織しきがあったりするのだ。

　そこのアジトを聞き出して襲えば、まさにひと粒つぶで、二度、三度とおいしい、という寸法である。

「話さない気なら……こっちにも、考えってもんがあるんだけど」

　言ってあたしは、鞘に差したままのショート・ソードを、ちゃきっ、と、男につきつけた。

　しかし男はあわてずさわがず、

「……ケッ……パジャマ姿の小娘にすごまれて、べらべらしゃべったとあっちゃあ、男がすたる、ってもんだ」

　……お。

　そーいえばあたし、パジャマ姿のままだった……

　たしかにこれですごんでみせても、あんまし迫はく力りよくはないわな……

　おーしっ！　ならばっ！

「ほほぉう……パジャマ姿の女に脅おどされても怖こわくない、と……？」

「当たりめーだ」

「それじゃあ……」

　あたしは、そばにいるガウリイを、びしぃっ！　と指さし、

「パジャマ姿の男に言い寄られる、ってのはどうっ!?」

「ひぃぃえェェェェェェェェェっ!?」

　さすがにこの攻撃はヤだったか、まともに男は悲鳴を上げた。

　……横でガウリイが、何やら言いたげな表情のまま、顔を引きつらせているが、とりあえず無視。

「……ひ……ひょっとして……そこの奴……」

　男は、恐きよう怖ふの色をたたえまくったまなざしを、ガウリイの方にちらりっ、と向けて、

「そヽーヽいヽうヽシヽュヽミヽの奴なのかっ!?」

「そーよ」

　男の問いに、あたしは迷わずきっぱり答えた。

「……をい……」

　ガウリイが、後ろで抗議の声を上げるが、むろんこれまた無視である。

「……わ……わかったっ！　話す！　話すからっ！　それだけはかんべんしてくれっ！」

　あたしの脅しに、男は、ほとんど半泣きであわてて言った。

　……ひょっとして……ヤな思い出でもあるのか……？　そーゆーのに……

　こいつの過去はさておいて、ともあれ、これでどうやら、話はしてくれそうである。

「──まず。なんでここを狙ねらったの？

　言っとくけど──『たまたま』なんてつまんないゴマ化しかたしたら──わかってるわね？」

「ひぃぃぃぃぃっ！　わかってますわかってますっ！」

　あたしのことばに、男はふたたび恐怖のまなざしを、一瞬ガウリイに向け、

「……き……聞いちまったんだよ……食堂で……

　あんたら、話してただろ？　魔力剣持ってる、って。

　盗めばいい金になる、と思ってよ……」

「なるほど……

　──ってぇことは、あんた、盗んだ剣を、そこそこいい傾段で買ってくれる相手を知ってんのね？」

「……ま……まあ……アテはなくもない、といったところだな……」

　あたしの問いに、男は、歯切れの悪いことばを返す。

「ンで？　そのアテってぇのは？」

「……………………」

　あたしの問いに、男は、しばし沈ちん黙もくしていたが、

「……話しても……いいけどよ……

　そのかわり、頼たのみがあるんだ。聞いてくれるか？」

「頼み？」

「ああ。それを言っちまうと、俺は、同おな類かまを売ることになっちまう。そうなるともう、この世界じゃあ生きていけねぇ。──いや、ヘタすりゃあ本当に殺されちまうかもしれねえ。

　俺おれが捕つかまって、同時に、どこかに手入れが入るようなことになりゃあ、俺が売った、ってこと丸わかりだ。

　だから──よ。

　話してもいいけど、そのかわり、な。俺を役人につき出すのはかんべんしてくれねえか？　な？」

「──見み逃のがせ──ってこと？」

「……ま……まあ……ひらたく言やあそうなるけどよ……

　──そうだ！　ここで見逃してくれたら、あり金全部置いてってもいいぜ！」

　あたしの顔色をうかがいながら、男はやたらと弱気なセリフを吐く。

　……うーむ……『見逃せ』と言われて、はい、そーですか、とうなずくつもりはさらさらないが、ここであっさりきっぱり断って、『なら絶対話さない』などとヘソを曲げられるのもめんどくさいし……

　──おしっ！

「わかったわ。その話、考えてもいいわ」

「本当かよ!?」

「おいおいっ!?」

　ガウリイの抗議の声は、やっぱり無視して、

「──ンで？　どーいう相手なの？」

　あたしは男に、話の先を促うながした。

「──実はよ。俺の知り合いの一人に、いつも、けっこう金に困ってる奴がいてよ。

　そいつがしばらく前、どういう風の吹ふき回しか、俺たちに、酒をおごってくれる、なんて言い出したんだ。

　どうしたんだ、って聞いたら、ひょんなことから手に入れた魔力剣を、あるところに売っ払ったら、いい金になったんだ──って……」

「あるところ？」

「ああ……

　ここから西に、ちょいと行ったところに、ソラリア、って町があるのは知ってるか？」

「まーね。このあたりじゃあ大きい町だし」

　あまりくわしく知っているわけではないが、名前くらいは聞いたことがある。

「けっこう大きな城下町なんだが、町の中心にあるのが、このあたりを治める、ロード・ラングマイヤーの城、ってわけさ」

「……長い話になりそーね……」

「いやいや。じきに終わるさ」

　あたしのツッコミに、男はぱたぱた手を振って、

「なにしろ──その、ロード・ラングマイヤーだ、って話なんだよ。魔力剣を高値で買いあさってる奴、ってぇのは」

「ロード自身が？」

「そういうこと──らしいぜ。そいつの話によれば、よ。

　な？　長い話にゃならなかったろ？」

　……ふぅむ……

　たしかに、実際よくあったりするのだ。そーいうケースは。

　魔力剣のコレクション、などという真ま似ねができるのは、よほど財力がある奴か、でなければ、ドロボーくらいのもんである。

　特に、領りよう主しゆとか将軍とか、権力を持っている奴が、このテの趣味に走る場合が結構多かったりするのである。

　しかしそれが本当なら、どつき倒して剣ぶん取る、という手段は使えない。へたなことすれば、こっちがおたずね者にされる。

　……そーするとここは……

「……な……なあ！　納なつ得とくしてくれたんならよっ！　とっととこの縄なわほどいてくれよっ！」

　男に言われて、あたしは腕を組み、小さく首をかしげて、

「……うーん……もし逃がしたら、ほかの人が被ひ害がいにあうかもしんないし、またまたあたしたちを狙ねらってくるかもしんないし……

　やっぱ役人につき出すわ」

「ちょ……ちょっと待てぇぇぇぇいっ!?」

　あたしのことばに、男は顔をまっ赤に染そめて、

「話が違うじゃねーかっ！　逃がしてくれるって約束しただろーがっ！」

「人の話はよく聞くのね」

　あたしは、ちっちっちっ、と、右の人さし指を振り、

「『考えてもいい』って言ったのよ。あたしは。

　で、考えた結果、やっぱし役人に渡そう、ってことになっただけで」

「てめえっ!?　騙だましやがったなっ！」

「だから、だましてないってば[image: ]」

　言ってにっこりほほえむあたし。

「このアマっ！　オニ！　アクマ！　ペテン師！」

　悪口を並べ立てる男に、あたしはつめたいまなざしを向け、

「……どーでもいーけど……ンな子供でも言えるよーな悪口言われても、こっちはちっともこたえないわよ。

　単に、あんたのバカさかげんをさらけ出すだけで」

「……な……なんだとぅっ！

　なら……！

　ちびっ！　ずん胴っ！　胸なしっっ！」

　ぴぴぴぴぴぴくぅぅぅぅぅっ！

　……い……今のは……ちょっぴりムカッと来たかな……

　とはいえ、ここで男をどつき倒せば、向こうに『口では勝った』と思わせるだけ。

　ここは一番、がまんのしどころ。ここでカルく受け流せば、男がくやしがることうけあいである。

　思わず火フア炎イアー・球ボールあたりの呪じゆ文もんを唱となえたくなるのを、ぐっ、とこらえて、

「闘とう志し燃やしたわりには、やっぱし芸のない悪口ね」

「……うっ……！　ぐっ……！」

　つめたく言い放ったあたしのことばに、男は顔をまっ赤にして沈黙した。

　──ふっ。勝った。

　内心ほくそえんだその時。

「……ふっ……」

　しかし、男は、引きつった笑みを浮かべたのだった。

「……よーし。ひでえ悪口が聞きてぇんなら聞かせてやるよ。……知り合いにこの悪口言って絶交されて以来、使わなかった、史上最低の悪口をな」

「ほー。おもしろい。言ってみなさいよ」

「……てめぇなんかなぁ……」

　傲ごう然ぜんと見下ろすあたしを、ひたっ、と見すえて、男はきっぱりと言った。

「てめぇなんか……あのリナ＝インバース以下だっ！」




　ぷっちり。




「ぬぁぁんですってぇぇぇっ!?　どーいう意味よっ!?」

「のひぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?　やっぱり怒ったぁぁぁぁぁぁっ！」

「うああああっ！　落ち着けっ！　竜ドラグ破・ス斬レイブはやめろっ！」

　あたしとガウリイとドロボーと。三人の声が夜の宿に響ひびいた。




「……うーん……やっぱしたいしたお金にはなんなかったわねー」

　小さな革かわ袋ぶくろの中身をたしかめ、あたしはゆーうつにつぶやいた。

　昨ゆう夜べ盗みに入ったドロボーを、役人につき出し、もらった金一封である。

　例のドロボー、あちこちで盗みをたびたび働く常習犯だったらしいが、それで出た礼金は、わずかに銀貨が五枚のみ。

　……まあ……相手は別に凶悪犯でもないんだし……お役所なんぞこんなもんだとわかってはいたが……それにしても……銀貨五枚とは……

「やっぱし、地じ道みちに盗とう賊ぞくいぢめとかやって、アジトからおたからぶん取った方がもうけは大きいわねー……」

　町の通りを行きながら、あたしはぼやく。

「けどよ。タダよりはましじゃねーか」

「いやまあ……たしかにそうだけど……

　おーしっ！

　ここはやっぱし、ソラリア・シティまで行って、なんとか、って領ロー主ドから、魔力剣の二、三本もぶん取るしかないわねっ！」

「──ちょっ……ちょっと待てっ！　リナっ！」

　決意を込めて言うあたしに、横からガウリイが水を差す。

「……何よ？」

「何……って……、それだけはやめてくれっ！　考えなおせっ！

　いーかっ！　相手はかりにもロードだぞ！　そんなの魔法でふっ飛ばして、おたからぶん取ったりしたら、問答無用でオレたちおたずねもんになっちまうんだぞっ！」

　……っくはぁぁぁぁぁぁ……

　ガウリイのことばに、あたしは疲つかれたため息をつき、

「……あのねぇ……あたしがンな乱暴なことすると思う？」

「お前が乱暴なことしなかったことって……

　──いや。いい。オレが悪かった。話続けてくれ」

　あたしの視線に混じった怒ど気きに気づいたか、あわててぱたぱた手を振るガウリイ。

「あたしだって、ンなことしておたずね者にされるのはごめんよ。

　ここは一発、民主的に、『盗品売買のこと国王にチクられたくなかったら、魔力剣の一、二本もさし出してもらいましょーかっ！』とかって交こう渉しようするのよっ！」

「……民主的とゆーのか……？　そーゆーのを……？」

「あたしの郷く里にじゃあ言ってたわっ！」

「……お前の郷く里にって一体……？」

「郷く里にの話はさておいて。

　もちろん、あのドロボーが口から出まかせ言ってた、って可能性はあるから、ちゃんとウラは取ってから動くけどね。

　……ま、とにもかくにもそーいうことで。

　行くわよっ！　ソラリア・シティへっ！」




　大きくなりつつある町ほど、活気と──それに比例した歪ゆがみが生まれるものである。

　ここ──ソラリア・シティもまた、そういった歪みを抱えていた。

　と、言っても、とことん治安が悪い、とかいう意味ではない。言葉そのまんまの意味で、ソラリア・シティは『歪んで』いた。

　町全体を壁が囲む、というつくりになっている城下町は、決して珍しいものではないが、ここもまたそういったスタイルの町だった。

　しかし──

　町が大きくなれば住民が増える。町を囲む壁に、住居や施し設せつがおさまりきらなくなれば、当然それらは壁の外へと建てられる。それを囲んで壁を巡めぐらせ、そこが一杯になったら、また同じことのくり返し。

　結果。

　ソラリア・シティは、ぐねぐねと不規則に走る壁によって、いくつもの区ブロ画ツクに分断されていた。

　慣なれていない人間にとっては、動きにくいことこの上ない。

　たとえば、城の尖せん塔とうを目ざして歩いていると、いきなり目の前に現れた壁に行く手を塞ふさがれる。

　壁ぞいに進んで通れるところを見つければいいのだが、どれが最短コースなのかはわからない。へたをすれば、全然関係のない区ブロ画ツクを行ったり来たりするハメになる。

　──と、まあ、そーいうわけで。

　あたしとガウリイは、いきなり町の中で迷っていた。

「……なあ、今通った宿屋だけどよ……」

「……何よ……？」

　暮れなずむ町の通りを行きながら、問うガウリイに、あたしは不ふ機き嫌げんな返事を返す。

「……さっきも同じ名前の宿屋の前通ったような気がするんだが……」

「通ったわよ」

「………………」

　あたしの答えに、ガウリイは、しばし何やら考えて、

「チェーン店かな？」

「迷ってんのよっ！　道にっ！　あたしたちがっ！　思いっきりっ！」

「おー。なるほど」

　ガウリイは、納得顔で、ぽんっ、と手を打ち、

「それなら説明つくな」

「……そ……そぉね……」

　もはやどなりちらす気力も失せて、あたしは疲れた口調でつぶやいた。

　町に着いたのが、昼をかなり過ぎた頃。目についた食堂でかるく午後のおやつをとって、とりあえず、城の近くに宿でも取ろうと、町を歩きはじめたのだが──

　たどり着けなかったりするのだ。城の近くまで。
















「──けどリナ、こんなことなら、最初のメシ屋あたりで道聞いとけばよかったな」

「……まーね……けどまさか、この町がこぉぉんなくそややこしいつくりになってるとは思わなかったし……」

　ほとんど無目的に歩みを進めながら、あたしは力無くつぶやいた。

　立ち並ぶ家々からは、夕ゆう餉げのしたくをするにおいが立ちこめてくる。

　じっくり煮込んだお野菜のにおい。夕食はたぶんシチューだろうか。隣の家からは、脂あぶらの乗った魚の焼けるいいにおい。お肉を焼く、たまんない香かおりを漂ただよわせている家もある。

　……おなかへった。

　ひたりっ、とあたしは足を止め、重いため息ひとつつき、

「……とりあえず今夜は、てきとーにそこらに宿取って、本格的に動くのは明日からにしましょーか……」

「そーだな。それがいいと思うぞ。うん」

　なんにも考えていない口調でそう言って、ガウリイはこくこくうなずいた。

　──町の空は、はや夜の藍あい色いろに染そまりつつあった──




「ほえー。なんか知んないけど、デカい建物いっぱいあるわねー」

　城のある区ブロ画ツクをふらふらぶらつきながら、あたりを見回し、あたしは言った。

　迷ったあげく、適当な宿で一いつ泊ぱくしたその翌日。

　宿のおやじさんに道を聞き、あたしとガウリイはあらためて、町へとくり出したのだった。

　町の中心に鎮ちん座ざする、ロード・ラングマイヤーの城は、規模から言うと、大きくもなし、小さくもなし。

　つくりにもそれほど特色があるわけではない。明めい灰かい色しよくの石を組み上げ、装そう飾しよくの方も、華か美びすぎず地味すぎず、可もなく不可もなく、といったところか。

　ミもフタもなくひとことで言うなら『平へい凡ぼんな城』という奴である。

　しかし──

　特とく徴ちよう的てきなのは、城のまわりに点在する施し設せつの方だった。

　町が大きくなるにつれ、中心部分には役所だの神しん殿でんだのが増え、ふつーの家が少なくなるものだが、最近、このあたりにできた施設の数々は、少々怪あやしかった。

　一見すると、ただの役所のようだったり、神殿のようだったりするのだが、なぜか敷しき地ちには塀へいが巡らされ、始し終じゆう兵士が警けい戒かいに当たり、一般人の入場は、適当な名目で拒きよ否ひされる──

　宿のおやじさんの話によれば、そういった建物が、ここ最近の間にいくつもできたということらしい。

「……けどよ、リナ、こんなふうにあちこち歩き回ってるだけで、何かわかるのか？」

「わかるわけないでしょ。見ただけで」

「……おい……」

　ただついて歩くのにも飽あきたのか、ガウリイがあたしに問いかける。

「けど──いろいろ想像できることは確かね」

「想像？」

「今まで歩き回ったあたりにも、宿のおっちゃんが言ってた、『普通のフリして普通じゃない施設』って、いくつかあったの、気づいた？

　建物塀で囲まれて、入り口に兵士立ってたりしたけど」

「おー。そー言えば、あちこちに、ぎすぎすした空気まきちらして立ってた奴いたなー」

「でしょ？

　たぶん、あれ、みーんな軍事施設よ」

「軍……!?」

「しーっ！　大声出さないのっ！

　どこで誰が聞いてるかわかんないんだから」

「……け……けどよ……それって、どういうことだ？」

「最近こっそりと、次々完成する軍事施設。そして、魔力剣を買いあさっているという噂うわさ……

　単純に考えて、出てくる答えは反乱、ね」

「…………！」

　あたしのことばに、ガウリイは声を失った。

「つまり、戦争準備、ってことだけど、一地方領主が、いきなり他の国に攻め込んだりするわけはないだろーし、そーすると、まず第一に戦う相手は、自分の上にいる者──つまり国王なんじゃないか──ってことよ」

「……なるほど……それで『反乱』か……」

「もちろん、ほかにも可能性は考えられるけどね。武器なんかの研究開発や製造をして、その技術やモノを、どこかの国に売りつけよーとしてるとか」

「……け……けどよ……

　そーなると、お前さんが言ってた、剣をぶん取る計画って……ヤバくないか？　あれ」

「……たしかに……ね……」

　反乱起こそう、なんぞと考えてる奴のところに乗り込んで、『盗品売買のこと、国王にバラされたくなければ……』なんぞと言うのは、『この場で私の口を封じてください』と言っているようなもんである。

　……まあ、それでおとなしく殺されるよーなあたしとガウリイではないが、無意味にことを面倒にする必要もない。

「となれば逆に……反乱の証しよう拠こつかんで、国王にチクって礼に魔力剣、ってのがベストの方法ねっ！」

「……何にしても……やりかたエグいのな……お前……」

「何言ってんのよ!?　反乱なんて起これば無関係のひともケガしたり死んだりすんのよっ！

　それを防ふせいでお礼もらうんだから、どこにも問題ないでしょーが！

　それとも──

　反乱が起こる可能性があるとわかってて、見過ごした方がいい？」

「……うっ……いや、それは……」

「でしょ？

　となればやっぱし善は急げ！

　今夜あたり、そこいらの施設に忍び込んで、証拠集め開始よっ！」




　夜の町を支配するのは、ただ、風の音だけだった。

　近くに酒場でもあるならば、ざわめきくらいは聞こえて来るのだろうが、ここ、町の中心部近くには、どうやらそういうものはないようである。

　明ライテりイングの術をかけられた街がい灯とうが、あちこちに、ほつりほつりと佇たたずんで、弱々しい光を放ってはいるが、圧倒的な闇やみにかなうはずもない。

　天にかかった半月が、雲の間に隠かくれれば、街灯のそばを除のぞくすべては闇に包まれる。

　その闇にまぎれ──

　あたしとガウリイは、夜の通りを駆かけ抜けて、昼間の下見で目をつけておいた施設の方へと近づいて行った。

　もちろん、相手に見つかった時のことも考えて、黒いマスクとターバンで顔を隠し、服装も、いつもとは違う暗い色のものを身につけている。

　──目ざす施設は、昼間見て、いちばん警戒が厳重そうだった場所。

　建物自体は、一見、神殿ふうのつくりになってはいるが、まわりをとり巻く高い塀と、この時間になってなお、門に佇たたずむ警備兵たちが、事実は違う、と物語っていた。

　ここに目をつけた理由はひとつ。一番警備が厳げん重じゆうそうだったからである。

　警備が厳重ということは、すなわち、そこにあるものもそれだけ重要なのだ、ということである。

　警備の薄うすいところを狙って、入るの楽だが証拠なし、では話にならない。

「……浮レビテー遊シヨン……！」

　声を殺して呪文を唱え、あたしはガウリイとともに、闇空へと舞い上がる。

「……うわー……けっこう警備兵いるな……」

　あたしの首根っこにしがみついたまま、小さな声でつぶやくガウリイ。

　たしかにこうやって、上から見ればよくわかる。

　塀で囲まれた敷しき地ちの中に、ドーム状の屋根を持つ、どこから見ても神殿ふうの建物ひとつ。まわりには、あちこちに庭木が植えられている。

　しかし──庭木の陰かげに。あるいは庭園の石柱の陰に。いく人もの警備兵たちが佇んで、油断なくあたりを見回している。

「……けどよ、リナ、この警備じゃあ、へたなところに降りたら、すぐに見つかっちまうぞ」

「まーね。

　なら、へたなところに降りなきゃいーのよ。

　近づくから、ちょっとの間、おしゃべりはストップよ」

　あたしは術をコントロールして、建物のま上まで行くと、ゆっくりと──屋根の上、ほぼまん中あたりに降り立った。

　警備の連中の注意は、もっぱら外の方へと向いている。

　浮レビテー遊シヨンで一旦高く舞い上がり、上から進入を図はかる。この方法をとれば、たいていの場合、ほとんど見つかるおそれはない。

　あたしは、持ってきたザックの中から、細いロープを取り出すと、屋根の頂点に佇む大だい理り石せきの神像に結びつけ、それを手にして屋根をすべり降りる。

　ロープには、ちゃんと魔力強化がほどこしてある。見た目は細いが、小こ柄がらなドラゴンくらいなら、ぶら下げられるほどの強度はある。

　屋根の端へとたどり着くと、警備兵たちの目がないことを確かめてから、下の方をのぞき込む。

　左右に視線を巡らせて、あたしは、すこし離れた場所にある、小さな扉らしきものを見つけた。

　ガウリイに目で合図して、ロープを片手に場所移動。扉の上にたどり着く。

　近くを歩く警備兵たちの、巡じゆん回かいパターンを観察し──

　──おしっ！　今だっ！

　ころあいを見み計はからって、たっ！　と地面に飛び降りて、扉の鍵かぎをチェックする。

　ふつうの鍵ではない。おそらくこれは──『封ロツ錠ク』の魔法で扉を開かなくしているのだろう。

　あたしは小声で呪文を唱え、右手人さし指を、ドアのノブに当て──

「封アン除ロツク」

　最近おぼえた鍵あけの術を使う。

　……き……

　何かのきしむ小さな音。

　扉が開いたようである。

　あたしの目くばせに、ガウリイも屋根の上から降りて来る。

　間を置かず、二人は扉をくぐり、建物の中へと潜もぐり込んでいた。

「──暗いわね……」

　隣にいるガウリイにだけ聞こえる声で、あたしはぽつりとつぶやいた。

　外ならば、月が雲間に隠れても、かすかに星の明りはある。

　しかしここの内がわには、ランプの一つもついてはいない。ほとんど真の闇と言ってもいいだろう。

　ただ、雰ふん囲い気きというか、空気の流れで、ここが、かなり広い空間の中だということはわかった。

　ガウリイの他に人の気配は全くない。

「……なんか……がらんとしたとこだなー」

「見えるの？　ガウリイ、この暗さで」

「ま、少しくらいならな」

　……そーか。こいつ、目も異常にいいんだっけ……

　などと言ったりするうちに、あたしの方も、すこしずつ、闇に目が慣なれてきた。

　──どうやら、屋根の一角にあるステンド・グラスから、月だか星だかの光が、ほんのごくわずか、漏れ入っているようだった。

　まずわかったのは、やはりここが、あたしの受けた印いん象しよう通り、かなりだだっ広い空間だということである。

　そして、えんえんと規則正しく床に並ぶ影かげ。

「……ただのイスだぞ……これ……」

　手近な影の一つを指して言うガウリイ。

　近寄って触さわってみれば、確かに──

　床に並んだ無数の影は、なんのことはない、それこそ普通の礼れい拝はい堂どうとかに並んでいるのと同じような、木の長いすだった。

「…………？」

　足音を殺して、しばらく中をうろついてみたが、結局それでわかったことは、ここのつくりは、ふつうの礼拝堂とかと全く変わらない、ということだった。

「……ふつーの礼拝堂だな……」

「ここは、ね。

　けど、敷地のまわりに塀巡らせて、警備の兵士をダース単位で動員して、あげくにドアに、魔法で鍵かける──

　ここが本当にふつーの礼拝堂なら、そこまで警備すると思う？」

「……神経質な奴なら……」

「しないって。警備にどれだけ費用かかると思ってんのよ」

「……じゃあ……一体どーいうことなんだ？」

「つまり──本当の施設は、たぶんここの地下かどこかにあるのよ。

　あたしたちみたいに、誰かがここまで進入してきても、中を見て、単なる礼拝堂だと思うかもしれない。

　それにもしもこの礼拝堂がカムフラージュだと見やぶっても、これだけ広いと、どこかにあるはずの隠しドアや、開閉スイッチを探すのは無理ね」

　たとえばの話、やたら並んだ長いすの、どれか一つの肘ひじかけとか足とかがスイッチになっているのかもしれないのだ。

　明るい場所で、時間をかけて探せばともかく、この状況ではンなものを見つけ出すのは不可能である。

　──などといろいろ考えていると。

　ぐいっ！

　──を!?

　ガウリイは、いきなりあたしの片手を摑つかんで引っぱった。

　同時に。

　[image: ]ぉんっ！

　いきなり闇に生まれた光が、あたしの頭のすぐ脇わきをかすめて過ぎる！

　光はそのまま闇を薙なぎ、床に当たって砕くだけ散る。

「……ただのネズミにしては、なかなか鋭するどいな……」

　どこからともなく聞こえてきたのは、低くかすれた男の声。

「──あんたもたいしたもんだぜ。全然気配感じなかったもんな」

　言うガウリイの視線の先に目をやれば、そこには、うっすらと月明りの漏もれ入るステンドグラスが──

　──いや！

　よく見れば、ステンドグラスのその前に、ぼんやりにじむ影ひとつ！

　空中に、一人の人間が浮かんでいるのだ。

　そう思ったのも一いつ瞬しゆんのこと。影はまっすぐ落下して、わだかまる闇と同化する。

「来るぞっ！」

「わかってるっ！」

　ガウリイとあたしは剣を引き抜き、身み構がまえる。

　同時に──

　視界の端で、何かが動いたような気がした。

　しゃっ！

　とっさに体をひねったあたしのすぐそばを、何かが通り過ぎてゆく。

　おそらくは、ナイフか何かを投げたのだろうが──

　このままでは、こちらが断然不利である。相手は闇を問題にしていないようだが、少なくとも、あたしにとってはかなり不利な条件になる。

　──となれば──

　あたしは口の中で呪文を唱え、

「明ライりテイよング！」

　光量を抑おさえた魔法の明りを生み出し、頭上へと放る。

　それほど明るいわけもないが、暗さに慣れた目には十分な光が空間を満たした。

　侵入がバレた以上、明りを灯さないのは無意味。逆にこうすれば、こちらの視界の確保と相手への目くらまし、二つの意味を持つことになる。

　光に照らし出されたのは、えんえん並んだ木の長いすと白い壁かべ。そして──黒い人影ひとつ。

「!?」

　その姿に、あたしは見み覚おぼえがあった。

　顔に──ではなく、その服装に。

　相手は顔を、全身を、黒い布ですっぽり覆おおい隠し、ただ二つの目だけを、布のすき間から覗のぞかせていた。
















　典型的な暗アサ殺ツ者シンスタイル──というのとは、どことはなしに雰囲気が違う。

　──かつてあたしとガウリイは、ベゼルドの町で、一本の剣を巡って、正体不明の一団と対立したことがあった。

　その連中が、同じ黒ずくめの姿をしていたのだ。

　しかし今はとりあえず、相手の正体を探るより、なんとかこの場を切り抜けるのが先っ！

「逃げるわよっ！」

　目をおさえ、無言でうずくまる黒ずくめに背を向けて、あたしは入ってきた扉の方に向かってダッシュをかける。

　が。

「──逃がさん──」

　声と同時に、あたしとガウリイのゆく手をさえぎり、長いすの陰から出てくる黒ずくめ！

　まだ他にもいた!?

　ゆく手の影は、あたしたちに向かって手にしたナイフを投げ放つ！

「なんのっ！」

　声と同時に前に出て、ガウリイは剣を一いつ閃せんさせる！

　きっ！　きぃんっ！

　飛び来たナイフのそのことごとくが、ガウリイのその一撃ではじき落とされた。

　投げナイフは通用しないと悟さとってか、相手は腰の剣を抜き放つ。

　だがしかしっ！　あたしの存在を忘れてもらっては困るっ！

　目の前の黒ずくめとの間合いが詰まるのを待って──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　あたしは呪文を、至し近きん距きよ離りから解とき放った！

　よけられる間合いではないっ！

　──が──！

　ばじゅっ！

　必殺のはずの一撃は、いともたやすくはじき散らされた。

　黒ずくめがかざした左ヽのヽ手ヽのヽひヽらヽでヽ。

　──ばかなっ!?

　まともに当たれば、ちょっとした壁くらいなら、あっさり砕くだく術である。ンなもの素す手でで受け止めたらどうなるか、言うまでもないだろう。

　防ぼう御ぎよ呪文を唱えていた様子もないし──

「はっ！」

　あたしのとまどいを断ち切るように、ガウリイが気を吐はいた。

　ぎんっ！

　ガウリイの剣と黒ずくめの剣、二すじの光がぶつかり、火花を散らす。

　同時に、背後に生まれる殺気！

　ふり向くまでもない。さっき、明りで目くらましをかけた奴が、立ち直って、何かをしかけようとしているのだ。

　しかし──もしも相手が飛び道具で攻撃かけてきたならば、あたしがよければガウリイに当たる。

　となればここはっ！

「うりゃっ！」

　気合いとともに、あたしは力いっぱい床を蹴けり、後ろからガウリイにとびついた！

「うわわわわわっ!?」

「なっ……!?」

　ガウリイと、つばぜり合いをやっていた黒ずくめ。いきなりのあたしのぶちかましに、二人はまともにバランスを崩くずし、三人まとめて床にすっ転ぶ。

　同時に、頭の上を何かがかすめて過ぎる気け配はい。

　おしっ！　かわしたっ！

「こらリナっ！　あぶねーだろっ！」

「文もん句くはあとよっ！」

　立ち上がったガウリイの手を引いて、あたしは入ってきた扉とびらに向かって突っ込んだ。

　だむっ！

　扉の外には夜の闇やみと──そして、集まりつつある警備兵たち。

　一見突破するのはむずかしそうにも見えるが、地上はともかく、空はがらあき。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　ガウリイの片手をひっ摑つかみ、増ブー幅ストをかけた高速飛行の術で夜空へ舞い上がった。

　警備兵たちの頭上を飛び越えて、塀へいの上を過ぎ、なおもしばらく飛びつづける。

「──おいっ！　リナっ！」

　ガウリイが声を上げたのは、しばらく飛んだあとのこと。神殿からは、もうかなり離れている。

「何よっ!?」

「宿に帰る気か!?　ひょっとしてっ!?」

「ほかに行くとこないでしょーがっ！」

「ちょっと待てっ！　連中、ついて来てるぞっ！」

「なっ!?」

　言われてあたしは、あわてて後ろをふり向いた。

　しかし、夜の暗さと、二人を包む風の結けつ界かいのゆらぎのせいか、それらしきものは何も見えない。

　考えてみれば、あたしは今、増幅版の翔レイ・封ウイ界ングで、家越え屋根越えかっ飛ばしているのである。追えるはずはない。普ヽ通ヽなヽらヽ。

「ほんとなの!?　ガウリイ!?」

「間ま違ちがいないっ！　見えねーけど、ずっと、気配が二つ、ついて来てるっ！」

　野性のカンのガウリイが、ここまではっきり言い切るとゆーことは、やはり本当か……

　気配が二つ、ということは、建物の中であたしたちを襲おそった黒ずくめ二人か。

　それが本当だとすれば、このまま宿に向かうのはとことんマズい。

　あたしは飛行の進路を変えて、比ひ較かく的てき、建物が密集しているあたりで高度を下げて術を解とく。

　あたりには、闇と静せい寂じやくがあるばかり。

　追つい跡せき者しやの姿はどこにもない。

　──しかし──

　平へい穏おんを装よそおう夜の空気の中には、たしかに、何か、張りつめたものがあった。

　何かが──いる。

　気配を殺して。闇の中に。

「リナっ！」

　ゅんっ！

　ガウリイの声と、後ろからの風を裂さく音は同時に聞こえた。

　ざすっ！

　とっさに身をひねったあたしの覆ふく面めんを、飛来した、小さな何かが薙なぎ裂さいた！

　投げナイフか!?

「──くっ!?」

　退がりざまにふり向けば、ゆらりっ、と、人影一つ、闇の中からにじみ出る。

　やはり──黒ずくめか。

　……はらり……

　裂かれたマスクが舞い落ちて、あたしの顔は、月の明りに晒さらされる。

「……ほう……」

　黒ずくめは、あたしの顔を見て、小さく声を漏もらした。

「……やっぱし……あそこは、なんかあるのね」

「我われ々われは不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやを始し末まつしに来ただけだ」

　あたしのかまかけに、声は、後ろから聞こえた。

　肩越しに視線を送れば、建物の陰かげから姿を現す、もう一人の黒ずくめ。

　──挟はさまれたか──

「ガウリイ、剣で突破口開いて。逃げるわよ」

　背中と背中を合わせたまま、ささやくあたし。

「戦わないのか？」

「できれば騒さわぎを大きくしたくないのよ。今は」

　ここで一発、派は手でな攻こう撃げき呪じゆ文もんでもぶっ放して、騒ぎを起こして逃げ延びる、ということは可能である。

　しかし──へたにことを大きくすれば、騒ぎはみーんなあたしたちのせい、などということにされかねない。

「……なんか知らんがわかった！　行くぞっ！」

　言うなりガウリイは、彼の正面にいる相手に向かってダッシュをかけた！

「!?」

　ひと息遅れて続くあたし。

　黒ずくめとガウリイ、二人は同時に剣を抜き放つ！

　ぎぅんっ！

　刹せつ那な、刃やいばと刃がぶつかり、闇夜に皓しろい火花を散らす。

　ガウリイは、相手の剣の力をうけ流すように剣をすべらせ、そのまま黒ずくめの横をすり抜け、走る。

　ガウリイを追うか、走り来るあたしを迎むかえ撃うつか、一いつ瞬しゆんのためらいを見せた後、黒ずくめは、あたしに向かって剣を構える。

　──だが。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　至し近きん距きよ離りで発動した翔レイ・封ウイ界ングの風の結界が、月光に閃ひらめく剣もろとも、黒ずくめをはじき飛ばす！

　ガウリイのそばまで行って術を解き、そのままいっしょに走りながら、あたしは次の呪文を唱となえる。

　通りを駆かけ抜け、路ろ地じを征ゆき、横道があれば必ず曲がる。

　へたにまっすぐ走っていれば、おそらく飛び道具の攻撃が来る。逆に、ぐねぐねコースを変えていれば、相手の目もくらませやすい。

　……まあ、あたしの増ブー幅スト版・翔レイ・封ウイ界ングについて来たよーな連中が、道を曲がって走った程度でふり切れるとは思わないが。

　走るうち、細い路地を見つけて、あたしはしぐさで合図を送り、ガウリイを先に入らせる。

　そこをいくらも走らぬうちに、路地の後ろに現れる黒い影ふたつ！

　おそらく連中は、後ろから飛び道具を使ってくるだろう。ここでそう来られれば、こちらとしては逃げようがない。

　しかし──

「魔デイム風・ウイン！」

　黒ずくめたちが、飛び道具を使おうと、路地の入り口で足を止めたその瞬間を狙ねらい、あたしは、唱えておいた、増幅版の強風の術を発動させた！




　こぅっ！




　路地に生まれた強風は、烈れつ風ぷうとなって黒ずくめたちを吹ふっ飛ばす！

「おしっ！　今のうちにダッシュ！」

　ガウリイの背を押すようにスピードアップ。相手を吹き飛ばしはしたが、すぐさま追って来るだろう。ゆっくりしてはいられない。

　やがてあたしとガウリイは、路地を抜ぬけ──

「……うっ……！」

　思わず一瞬、あたしは呻うめいて立ち止まる。

　目の前には、ひたすら長い塀が左右に伸びていた。

　そう。町をいくつもの区ブロ画ツクに仕切る、あの塀である。

　まさか引き返すわけにもいかない。かといって塀ぞいに走れば、身を隠す場所は少ない。

　となればやはり、塀越えあるのみ。

　あたしはいそぎ、呪文を唱え──

「リナっ！」

　しかし、呪文が完成するより早く。ガウリイが、叫さけんであたしをつき飛ばす！

　ごぅっ！

　同時に風の唸うなる音。

　路地から飛び出た見えない何かが、正面の塀に当たって砕くだけ散る。

　おそらく、術によって生まれた圧あつ縮しゆくされた風、といったところだろうか。

　それとほとんど間を置かず、現れ出る人影二つ。

　──もう追いついて来たか!?

　あたしたち二人と、二人の黒ずくめ。四人はふたたび対たい峙じした。

「……逃げられると思うな」

　勝ち誇ほこるでもなく、ただ淡たん々たんと、黒ずくめの片方が言葉を吐はいた。

　──たしかに──どうやら戦わず逃げる、ということなどできる状況ではなさそうである。何よりこちらに、地の利が全くないのがイタい。

　……やっぱし……戦うしかないか……

　あたしが思った、まさにその時。

「──騒がしいな。夜の夜中に──」

　声は、塀の上から聞こえた。




　いきなり降ってわいた声に、思わずそちらに目をやれば、夜空に散らばる星を背に、塀の上に、静かに佇たたずむ影ひとつ。

　声からすると、男のようだが、これまた布を巻きつけ、顔を隠している。

　黒ずくめたちの仲間、というわけではなさそうだが、とりあえず怪あやしいことは確かである。

「何だ!?　貴き様さま!?」

「夜中に騒ぐな。迷めい惑わくだ──と言っておるのだが」

　黒ずくめの誰すい何かの声に、塀の上の覆ふく面めんは、静かな口く調ちようで答えた。

「貴様もそいつらの仲間か!?」

「そういうわけでもないのだがな──」

「なら、余計なことに首を突っ込むな！

　我々は、施設に忍び込んだ曲くせ者ものを捕とらえようとしているだけだ！」

　何の脈みやく絡らくもない五人目の乱入に、よほど動どう揺ようしているのか、黒ずくめは、焦あせりすらにじむ口調でまくし立てた。

　対照的に覆面は、ふっ、と小さな笑いさえ漏もらし、

「曲者？　私の目には、お前たちの方がよほど曲者に見えるがな？

　……まあ私も、他人のことを言える姿ではないが。

　少なくとも、お前たちの姿が、賊ぞくを捕らえる役人に見えないことだけは確かだな」

「………………」

　黒ずくめたちは、しばし沈ちん黙もくし──

　しゅんっ！

　その片方が、いきなり右手をふるった。

　塀の上の覆面男の右手がかすむ。

　次の瞬間。

　覆面の右手には、小さなナイフが出現していた。

「なにっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる黒ずくめ。

　おそらく──しびれを切らした黒ずくめがナイフを放ち──それを覆面が受け止めたのだろう。

　しかし、暗闇から飛び来るナイフを受け止めるとは……どーやらこの覆面も、ただの変な奴やつ、とゆーわけではなさそうである。

「……なるほど。これがお前たちの答えか……」

　覆面は、手の中のナイフを投げ捨てて、

「やはり曲者はそちらのようだな。となれば、見過ごすわけにもいかんか。

　……ここで今派手に戦えば、少々騒ぎは大きくなるな。

　噂うわさはほかの町にもすぐ伝わるだろうが……

　それで別に、私ヽがヽ困るわけではないからな」

「……くっ……！」

　何が言いたいのかよくわからん覆面のことばに、しかし黒ずくめたちは、まともに動揺の色を浮かべた。

「それでは──始めるか」

　言って、覆面が呪文を唱えはじめたそのとたん。

「──退ひくぞ」

　ぽつり、とひとことつぶやくと、黒ずくめ二人は、大きく後ろに跳とび退すさり、いともあっさりと、もと来た路地の奥へと姿を消す。

「……な……なんか……あっさり行っちまったぞ。あいつら」

「そ……そーね……

　──って……」

　黒ずくめたちを見送って、あたしが視線を塀の上へと戻もどした時──

　そこからはすでに、あの覆面男の姿は消えていた。




「……なあ……こんなところで落ち着いて、朝メシ食ってていーのか？」

　ガウリイが、声をひそめて問いかけたのは、その翌日の朝のこと。

　宿の一階の食堂で、テーブルに満まん載さいされた朝食セットを、二人でつつきながらのことである。

「連中、オレたちのこと探してるんじゃないか？」

「……かもしんないけど……よくわかんないのよね。はっきし言って」

　言ってあたしは、ベーコンとレタスのサラダをひと口。

「あの黒づくめ連中が、ここのロードとつながってるなら、まず間違いなくそう来る、って思ってたのよ。

　あたしたちを捕つかまえる理由なんて、いくらでもでっち上げられるし。

　──ただ確かなのは、連中が、なぜか、騒ぎを大きくするのを嫌ってる、ってことね。

　あたしたちはきのう、あの施設に入ったわけだけど、結局、何の証しよう拠こも見つけられずじまい。

　だから連中、あたしたちを必死に探して、ことを大きくするよりも、証拠を摑つかんでないならほっとく、って方を選んだのかもしんないわ」

　実際きのうの事件のあとも、警備兵たちに動きはない。

　となれば、あたしたちをほうっておく、という判断が下された可能性が大きいのだが……

「……安全策を採とるなら、この町逃げ出す、ってのが確実なんでしょーけど……

　一体何がどーなってるのか……このままじゃあすっきりしないわ。

　──きのうの覆面男なら、何か知ってたみたいだったけど」

「あー。あいつな。

　けっこういいウデしてるみたいだったよなー。

　声からすると、そこそこの歳としみたいだったけど……」

　甘みをおさえた生クリームをはさんだクロワッサンをほおばりながら言うガウリイ。

　あたしは食事の手を止めて、指先で、フォークをぴこぴこ揺ゆらせつつ、

「……それと、問題なのは……

　連中が、以ま前えに戦った奴らと同じ連中なのかどうか、よ」

「前に戦った奴ら？」

「ほら。前に、ベゼルドって町で、剣巡めぐって戦ったことがあったでしょ？　ルークとミリーナって、わけわかんない二人組といっしょになって！　最後に、いくらやっつけても、ほこほこ再生しちゃう奴出てきたりして！」

「おー。そーいえば。

　なんとなく、そんなこともあったような気がするぞっ！」

「あの時に戦った、黒ずくめの連中がいたでしょ。

　あの連中と、きのう、建物の中にいた連中と、服装がまるっきり同じだったのよ」

「……ってことは……」

「そーゆーこと」

　ガウリイに、あたしはこっくりうなずいて、

「あちこちで剣を探して手段を選ばず──

　あの連中が、この町の中ちゆう枢すうにももぐり込んでいるのか。

　それとも──

　連中の黒くろ幕まくが、この町のロード・ラングマイヤーなのか──

　……どっちにしても……」

　たむっ！　とフォークを厚切りハムにつき立て、あたしは小さくつぶやいた。

「なんかまた……めんどーなことになりそーね……」

　ひくりっ。

　ガウリイの表情がこわばる。

「……なんか、もう面めん倒どうなことになってるような気がするんだが……

　言ってあたしの後ろ──店の入り口あたりを目で指した。

「……？」

　眉まゆをひそめてあたしは振り向き──

　ひききききっ！

　顔が引きつるのが、自分でもはっきりとわかった。

　店の入り口あたりには、佇たたずむ町の警備兵二人。

　手にした紙に、ちらりっ、と目をやり、あたしの顔と見比べる。

　ずげげっ!?　捕まえる方の手段テで来たかっ!?

　二人の警備兵たちは、迷まようことなくまっすぐに、あたしたちのテーブルへと、ずかずか歩み寄って来た。

　がたんっ。

　思わずいすから腰を浮うかし、身み構がまえるあたしとガウリイの前で、しかし二人の警備兵は、真立不動の姿勢を取って、

「失礼ですが──リナ＝インバース殿どのですね」

　一瞬、人違いです、とか言ってやろうかとも思ったが、相手が手にしている紙切れは、こちらの特とく徴ちようか似に顔がお絵えでも書いてあるのだろう。ンなもの持っている以上、まず噓うそは通じない。念のために、と、宿やど帳ちようでも調べられれば、いともたやすくボロが出る。

「──そうよ──」

　警けい戒かいを崩さぬままに、あたしが答えたそのとたん。

　兵士二人は、ぴしぃっ！　といきなり敬礼をして、

「我々は、この町の領ロー主ド、ラングマイヤー配下の警備の者でありますっ！」

　かしこまった口調で、どデカい声をはり上げる。

「ロード代行からのご要望で、ご高名なリナ＝インバース殿と、ぜひとも一度話がしたい、よければ一度、食事にご招待したい、ということなのですが」

「……は……？」

　あたしとガウリイは、全く同時に、間の抜けた声を出していた。




「……なあ……何がどーなってるんだ？」

　その日の夕刻──

　城へと向かう道すがら。夕日に染そまった町の通りを行きながら、ガウリイはあたしにそう問いかけたのだった。

「知らない」

　ミもフタもなく答えるあたし。

　まさかいきなり、お二人様お食事にご招しよう待たい、などとゆー展開になるとは、あたしも思ってもいなかったのだ。

「可能性はいくつかあるわ。

　まず、単なるぐーぜん。

　ロード代行が、たまたま何かであたしのことをよく知っていて、たまたまあたしがこの町に来たことを知って、たまたまこのタイミングであたしを探さがした──」

「……そんなわけないだろーが……」

「まーね。

　ほかの可能性としては、二つ以上の勢力があって、ひとつは黒ずくめたち、もう一つはあたしたちを招待したロード代行の勢力。代行は、黒ずくめたちの動きを抑おさえるために、なんとかあたしたちとつなぎを取ろうとしている──」

「なるほど」

「もう一つ──

　ロード代行と黒ずくめたちはやっぱりグルで、この招待は罠わな」

「……なんか……それが一番ありそうだよなー」

「でしょ？　あたしもそう思う」

「そう思う……って……

　それじゃあなんで、こんな招待受けたんだよ？」

「なんとなく」




　だしゃぁぁぁっ！




　あっさりと答えたあたしに、ガウリイはまともにひっくりこける。

「『なんとなく』で受けるか!?　罠かもしれねーのにっ！」

「けど、あの時あたしがあそこで『やっぱり招待断る』とかって言ったとして。もしも代行が、黒ずくめたちと対立してるのなら、見捨てることになるじゃない」

「……ま……まあ、たしかに……」

「逆に、代行が黒ずくめたちとグルなら、あたしがあそこで招待断って、『そーですか。ならいーです』ってことで、すべてが丸くおさまったと思う？」

「……いや……そーゆーことにはならんと思うけど……」

「でしょ？

　何にしても、ことをはっきりさせるには、このご招待、受けるのが得とく策さく、ってもんよ。

　ワナだったらワナだったで、ンなワナなんてはねのけりゃあいいのよっ！」

「……乱暴だぞ……それは……今にはじまったことじゃないけど……」

「なぁぁぁに言ってんのよっ！　それくらいの根性なくってどーすんのよ!?

　──それに──」

「それに？」

　問うガウリイに、あたしはウインク一つ送って、

「何よりも、ぜんぶ謎なぞのまんまじゃあすっきりしないでしょ？」

「……ったく……物好きな……」

　あたしのことばに、ガウリイは苦笑を浮かべ、ぽんっ、とあたしの頭に手を置いて、

「……ま、いーか。

　何にしても、お前さんにはとことんつき合ってやるつもりだしな」

「ありがと。自称保護者さん。

　──さてと。それじゃあ──」

　あたしは、行く手に見えてきた城に、きっ！　と視線を送り、

「乗り込むわよっ！　ガウリイっ！」




「──お待たせしました」

　折り目正しい礼をして、あたしたちの待っている小部屋へと入って来たのは一人の老ろう執しつ事じだった。

　あのあと──

　腹をくくって城へと乗り込んだあたしたちは、丁てい重ちように迎えられ、食事の用意が整ととのうまで、と、控ひかえの間に通された。

　──すくなくともここまでは、何のトラブルもなく、対応に出た面々には、敵意のかけらも見えなかった。通されたこの控えの部屋も、そこそこ立りつ派ぱなものだったりする。

　待つことしばし。そして今。

「お食事の用意が整いました。代行もすでにお待ちです」

　老執事のことばに、あたしとガウリイは、無言で顔を見合わせ、うなずいた。

　いよいよこれから、である。

「──わかりました──」

　答えて席を立つあたしとガウリイ。

　扉をくぐり、老執事の案内するまま、長い廊ろう下かを歩いてほどなく。

「──こちらです」

　老執事が足を止めたのは、一枚の扉とびらの前だった。

　……さてさて……相手は一体どう出てくるやら……

「どうぞ──」

　老執事は、一礼と同時に扉を開き──

「──!?──」

　あたしとガウリイは、思わずその場に立ちつくした。

　部屋の中には、白いテーブル・クロスのかかった長テーブル。壁かべの燭しよく台だいには魔法の明り。テーブルの上には、銀の燭台に灯ともるキャンドル。

　向かいには、まだ若い、男が一人。

　としの頃なら二は十た歳ち過ぎ。よく言えば上品、悪く言えばキザな白い服が、燃えるような赤い髪かみと、目の覚さめるようなコントラストを生み出していた。

　にこやかな笑みを浮かべる、整った顔立ち。

　おそらくは、彼がロード代行なのだろう。

　しかし、あたしたちが驚おどろいたのは、彼に、ではない。

　原因は、その後ろに控える、護ご衛えいとおぼしき二人のせいだった。

　黒い髪の男と銀ぎん髪ぱつの女──

　見まごうはずもない。それは、かつて、ともに黒ずくめたちと戦った、ルークとミリーナの二人だった。











　　　二、こそこそとするのは好みじゃないけれど……









「──ようこそ。リナ＝インバース殿どの。

　お待ちしていました」

　あたしたちの硬こう直ちよくを解といたのは、赤い髪の男のことばだった。

「──さあ。どうぞ。遠えん慮りよなくお入り下さい」

　彼は席を立つと、あたしたちを迎むかえ入れるしぐさをした。

「……あ……はい……

　ほ……本日は、お招まねきにあずかり、ありがとうございます」

　まだ多少面くらったまま、あたしは一応あいさつを返し、部屋の中へと足を踏ふみ入れる。

「いえいえ。こちらこそ。

　ご高名なリナ＝インバース殿と、こうしてお目にかかれる機会が持てて幸いです」

「……高ヽ名ヽ……ですか……」

　つぶやきながら、あたしとガウリイは席に着く。

　……どーせ、ロクでもない噂うわさしか聞いてないのだろーが……

　あたしたちが席についたのを待って、彼もふたたび席につき、

「まずは──自己紹介をさせて頂いただきます。

　私の名はラーヴァス＝ネクサリア＝ラングマイヤー。

　このウェルギス城の城主代行をしております。

　父のクラインは、ここしばらく、病やまいで伏せっておりまして。

　それで私が、代行として、領りよう主しゆとしての責務を全うしております」

　ガウリイは、やはりルークたちの存在が気になるのか、ラーヴァス代行の後ろに佇たたずむ二人に視線を送っている。

　一方、ルークの方も、やはり気になるのか、ちらちらとこちらを見ているが、ミリーナは、以前会った時と同じ、あいかわらずの無表情。

　そんなガウリイたちの視線に、気づいているのかいないのか、ラーヴァス代行は、かまわず話を続ける。

「実は私、こう見えても、魔道には少々興味がありまして。

　──いえ、正確に言いますと、魔道に関する逸いつ話わを聞くのが好きでして」

　代行の後ろの扉から姿を現したウエイターが、テーブルに、ポタージュ・スープを並べ、去ってゆく。

「……魔道士に関する逸話も様さま々ざまありますが、最近耳にしたそういった話の中でも、特に私の興味を引いたのは、リナ＝インバース殿、あなたに関する話の数々です」

「けど、こいつに関する噂って、ロクなのないでしょ？」

　ラーヴァス代行のことばに、いきなり横からチャチャを入れるガウリイ。

　こらっ！　そーゆーとこだけ、ちゃんと聞いてるんじゃないっ！

　こーゆー場所じゃあなければ、問答無用で蹴けりのひとつも入れるところだが……

　ガウリイのセリフに、代行は苦笑を浮かべ、

「……確かに……正直申し上げて、よくない噂も耳に入っては来ますが、功績が大きければ大きいほど、知名度が上がれば上がるほど、それを悪あし様ざまに言う、口さがのない人たちも出てくるものですからね。

　人の噂に関しては、悪い噂は話半分──と思っています。

　──失礼とは存じましたが、貴あ方なたに関する様々な噂を集めさせて頂きまして。

　なんでも、アトラス・シティの魔道士協会やセイルーン・シティの王室などでの権力争い解決にも、かなり深く関わっておられたとか。

　カルマートで、邪じや教きよう集団を壊かい滅めつし、暗アサ殺ツ者シンの・中オブの・暗アサ殺ツシ者ンズと呼ばれたズーマを倒し──

　ディルスの王都壊滅や、サイラーグ・シティ壊滅にまで何らかの形で関わっておいでになった、などという噂さえあります。

　いずれにしても、貴方が並々ならぬ魔道士である、ということには疑うたがいをさしはさむ余地もありません」

　……ほう……

　あたしは内心、感かん嘆たんのつぶやきを漏もらしていた。

　どーやら、あたしに関して、かなり本格的に調査しているようである。

「しかし噂はあくまで噂。よろしければ、是ぜ非ひ、ともにお食事でもしながら、ご当人の口から武ぶ勇ゆう伝でんをお聞かせ願おうかと思った次し第だいでして……

　と、少々話が長くなりすぎましたかな。

　とりあえず、スープの冷さめないうちにお召めし上がりください」

　言ってラーヴァス代行は、自らスプーンを取ったのだった。



















「いやー。食った食った」

　食事も済すんで城を出て。宿へと帰るその道で。

　夜道を二人、行きながら、ガウリイは満足そうな声を上げた。

「……よく食べたわねー」

「いやぁ。なんと言ってもうまかったからなー。さすが領主さんは食ってるモノが違うよなー。

　けどリナ、お前、今日はあんまり食が進まなかったみたいだけど……

　どうしたんだ？

　城に行く前にがまんできなくって、オレに隠かくれて定食三、四人前食ったとか？」

　……はぁぁぁぁぁ……

　あたしは疲れたため息ひとつつき、

「……あのねぇ……

　あたしが『よく食べた』って言ったのは、そーゆー意味じゃなくって……

　ひょっとしてあんた、ラーヴァス代行があたしたちの敵だったかもしれない、ってこと、すっかり忘わすれてるでしょ」

「忘れてなんかいないって。けど結局、何もしかけて来なかったな」

　……ふぅぅぅぅぅ……

「……そーね……

　あたしは、ひょっとしたら料理に毒どくでも入ってるんじゃあないか、って心配してたんだけど」

「……どっ……!?」

　あたしのことばに、ようやくその可能性に気づいたか、ガウリイは声を上げて立ち止まる。

「ど……毒って……あの料理の中にか!?」

「その可能性があった、って話よ。

　ま、あれだけぱかぱか食べたガウリイが無事なんだから、結局入ってなかったみたいだけど」

「みたいだけど……って……それなら食事の時にひとこと言ってくれてもよかったじゃないかっ！」

「言えるかぁぁぁぁっ！

　ラーヴァス代行が敵と決まったわけじゃあないのよっ！　なのにそのテーブルで『あ。ガウリイ。このお料理毒入りかもしんないから気をつけてね』なんて言えるわけないでしょーがっ！」

　……まあ……城に行く前にガウリイに注意しておけばよかった、という説もあるにはあるが……その……注意するのを忘れていたのである。ここだけの話。

「あたし、ゆっくりじっくり味わえば、毒が入ってるかどうか、くらいはわかるのよ。……急いで食べたら無理だけど……」

「へー。だから食うのが遅かったわけだ」

「そーゆーこと」

「けど、よく『毒の味』なんてわかるな」

「まーね。昔、郷く里にの姉ねえちゃんにみっちり仕込まれたから」

「……………………」

　あたしの答えに、ガウリイはしばし沈ちん黙もくしてから、

「……前々から疑問に思ってたんだけど……お前の郷く里にの姉ねえちゃんって……？」

「聞かないで。お願い。そのことだけは」

「……わ……わかった。聞かない」

　あたしの瞳ひとみの奥にひそむ、恐きよう怖ふの色に気づいてか、ガウリイは、小さく身をふるわせ、沈黙した。

「──けど結局──

　今日の招待って、何の意味があったんだろ？」

　話題と空気を変えようと、あたしは話をもとに戻す。

「そう言えば、城に行く前、敵だの味方だのって言ってたけど、あの代行、単にお前さんの武勇伝聞いてうなずいてただけだもんな」

「そーなのよ。

　案外、護衛に雇やとったルークとミリーナから、あたしたちの話聞いて……って単純な話だったりして。

　……ま、それにしては、やっぱしタイミングが良すぎる、って話になるんだけど」

「まーな。

　けどよリナ、あの二人がいきなりいたのにはびっくりしたけど、代行が二人を雇った、ってことは、黒ずくめたちの味方じゃあない、ってことか？」

「……うーん……」

　ガウリイの問いに、あたしは眉まゆをひそめて唸る。

　たしかに──

　かつてのベゼルドの事件で、ルークとミリーナの二人は、あたしたちと手を組む形で、一本の剣を巡めぐって黒ずくめたちと対立した。

　今となっては、ルークたちと黒ずくめたちとが戦う理由はどこにもないが、かつて敵対していた連中を、すんなりあっさり護衛に雇ったりするだろうか。

「──けど、ともかく。

　今はとりあえず、後ヽろヽのをどうにかするのが先みたいね」

「まーな」

　歩みは止めぬそのままで、あたしとガウリイは視線を交かわした。

　二人が城を出て以来──

　気け配はいがひとつ。あたしたちのあとをずっと尾つけて来ていた。

　相手がこっちの味方なら、とっくに声をかけてきてもいいはずだが、それがないところを見ると──

　敵。

「仕掛けるか？　こっちから」

「そうね……とりあえず、このまま宿まで案内する、ってのはナシね」

　ガウリイの問いにあたしは言って、その場でひたりっ、と足を止めた。

　近くに民家や酒場はない。日が暮くれてから、それほど時が経たったわけでもないのだが、あたりに人の姿はなく、ただ、夜と、静せい寂じやくだけが、町の通りに満ちていた。

　こちらが立ち止まったのに気づいてか、後ろの気配は、ためらうように一いつ瞬しゆんだけ動きを止めたが、やがてふたたび動きだす。

　──あたしたちの方へと向かって。

　そして。

　殺気とともに、闇やみの奥に光が生まれた！

　光は呪じゆ力りよくの槍やりとなり、あたしたち目がけてつき進む！

　しかしこれだけ遠えん距きよ離りからなら、身をかわすことは造ぞう作さもない。あたしとガウリイは左右に跳とんで──

「!?」

　吹きつける殺気に、あたしは半なかば反射的に腰の剣に手をかける。

　その目の前に、闇の中からにじむように、現れ出る黒い影かげ！

　──なっ！

　ぎんっ！

　引き抜きかけたショート・ソードの柄つかが、かろうじて、影の放った横よこ薙なぎの一いち撃げきを受け止めていた。

　あ……あぶねーっ！

　タイミングがわずかにでもズレていたら、脇わき腹ばらを薙がれていたか、柄をつかんだ指を斬きられていたか。

　しかし、術を放った奴が、闇にまぎれて駆かけてきたにしては、いくらなんでも早すぎる。

　ならばやはり、敵は二人!?

「リナっ！」

　後ろに跳んだあたしと、黒ずくめとの間に、剣を抜き放ちざま割って入るガウリイ。

　ゅぎぃぃぃんっ！

　横薙ぎのガウリイの一撃を、黒ずくめの、闇色に塗ぬられた刃やいばが受け止める。

　黒ずくめは、そのままの体勢で、いきなりガウリイ目がけて呪じゆ文もんを放つ！

　いつの間に呪文唱となえてた!?

　普通なら回かい避ひ不可能の、至近距離からの一撃を、しかしガウリイは、身をひねってなんなくかわし、その動きをも利用して、次の斬ざん撃げきをくり出した。

　黒ずくめは、今度は剣で受けようとせず、大きく後ろに跳び、かわす。

　ガウリイから距離を取り──いきなり、くるりっ、と背を向けると、黒ずくめはそのまま走り出す。

「逃げる!?」

「違うわよ！」

　言ってあたしは、その背を追って走り出す。

「誘さそってるのよ！　あたしたちを！　ついて来い、ってね！」

「ンでついて行くわけか!?」

　隣となりに並んで走りながら、不満げな口く調ちようで言うガウリイ。

「とーぜんよっ！　誰だれがどう見てもワナだけど、それを突とつ破ぱしてこそ道がひらけるってもんよっ！」

「なるほどっ！」

　逃げる影の背を追って、あたしとガウリイは、夜の通りを疾しつ走そうする。

　──しかし、敵は二人かと思っていたが、もう一人が姿を現す様よう子すはない。あたしの考えすぎだったのだろうか？

　それとも、これも何かの罠わなか。

　とりあえず、目の前の相手を追えば、答えはおのずと出るはずだった。

　角を曲がって通りを駆け抜け、やがていくらも走らぬうちに、黒ずくめは、とある建物の門をくぐって、敷しき地ちの中に入って行った。

「……ここって……」

　あたしとガウリイ、二人は一瞬、塀へいの前で足を止めた。

　そこは──いつか見た、正体不明の立入禁止施し設せつの一つだった。

　見た目は図書館か美術館、といったつくりだったが、塀が巡めぐらされ、警備の兵がひしめいている、というあれである。

　しかし──

　今、施設の近くには、警備の兵の姿はなく、門も開けっぱなしだった。

「……おい……リナ……」

　ガウリイに声をかけられて、建物の方に目をやれば──

　追っていたあの黒ずくめが、玄げん関かんのそばに佇んで、じっと、こちらに視線を送っている。

「……なるほど……『とっとと来い』ってことね……」

「行くーんだろ？　どーせ？」

「そーゆーこと」

　答えてあたしはウインクひとつ。

　二人はふたたび、黒ずくめの方へと駆け出した。

　あたしたちが追ってくることを確かめてから、黒ずくめは、建物の玄関の扉から中へと姿を消した。

「……えらく挑ちよう戦せん的てきな奴だな！」

「それだけ自信があるってことよ。自分のウデだか。張りめぐらせた罠だか。

　あるいは──その両方だかに」

　二人は黒ずくめに、しばし遅れて玄関口にたどり着く。

　わずかに開いた扉のすき間から、うっすらとした光が漏もれ出してはいるが、中に人のいる気配はない。

　──とはいえむろん、そんなわけはない。気配を殺して潜ひそんでいるのだろうが──

　口の中で呪文を唱え、ガウリイに目で合図を送り──

　だむっ！

　油断なく剣を構えて、ガウリイは扉を蹴けり開ける！

　──が──

「……いねーな……」

　中をざっと見渡して、ガウリイはつぶやいた。

　ひと息遅おくれてあたしも中を覗のぞいてみる。

　──そこは、大きな玄関ホールになっていた。

　丸い部屋の奥には通路。左右に、二う階えへと続く階段。

　壁に並んだ燭しよく台だいのいくつかは、魔法の明かりがうすぼんやりと灯されている。

　たしかに一見したところ、あたりに人の姿はない。しかし──

　奥の通路の入り口左右に、グリフォンをかたどった彫ちよう像ぞう二つ。

　その像のうち、向かって右側にある方が、本来の位置からズレて、床に開けられた、地下への入り口を明かりのもとに晒さらしていた。

「またロコツに誘ってるぞ」

「行くっきゃないわね。ここまでごていねいに誘われたんじゃあ」

　腹をくくってホールを横切り、あたしとガウリイの二人は、地下へと続く階段を踏みしめた。

　まっ白な──なんのかざり気もない通路。

　天てん井じようそのものに魔法の明りでもかけてあるのだろうか。無機質な光が、あたりをつめたく照らし出していた。

　通路は、ほんのすこし伸びたところでとぎれており、そのつきあたりにあるのは一枚の扉。

　この奥に罠があるぞ！　と言わんばかりの雰ふん囲い気きだが、まさか今さらここまで来て、引き返すわけにもいかない。

　通路を進み、ドアのノブに手をかけて──

　……がちゃりっ。

　開いたドアからはい出した冷気があたしにまとわりつく。

　ドアの向こうは──闇。

　通路から漏れ入る明りに、部屋の左右に立ち並ぶ、何かの影が見てとれる。

「明ライりテイよング！」

　あたしの唱えた呪文が闇を照らし出す。

　そして──

「……これは……」

　あたしは思わずつぶやいた。

　部屋の左右に立ち並ぶのは、天井まで届とどくクリスタルの筒つつ。その中に、眠るように漂ただよっているのは、人とも、モンスターともつかぬ異い形ぎようの生き物たちだった。

「……おいリナ、これって……」

「合キ成メ獣ラ工場ね……かなり大だい規き模ぼな……」

　クリスタル筒の連つらなりは、あたしが放った明かりが届くさらに向こう、闇の奥へと伸びている。その数は、おそらく百をかるく越すだろう。

「そうすると──この奥か？　あの黒ずくめは」

「たぶん、ね」

　クリスタルの円えん筒とうは、半なかばを壁に埋うめ込まれている。その陰かげに人が隠れることなどはできない。

　おそらく、あたしたちが奥へ進めば、円筒からキメラたちがぞろぞろはい出して、黒ずくめとのはさみうちで襲おそって来る──とかいう趣向になっているのだろうが、それならばこちらにも対策はある。

　あたしは口の中で呪文を唱えつつ、円柱の間を縫ぬうように伸びる、細い通路を歩みゆく。

　そして、いくらもいかぬうち──

「──また会ったな──」

　声と気配は、後ろで生まれた。

「!?」

　あわててそちらをふり向けば、入ってきたドアのあたりに、通路からの光を背にして佇たたずむ影ひとつ。

　言うまでもない。あの黒ずくめである。

　……まあ、かっこうがかっこうなだけに、さっきの奴やつと同一人物なのかどうなはわからないが。

「覚おぼえているか？　俺おれの声を。

　この俺──ザインの名を」

「ザイン!?」

　呪文を唱えていたことさえ失念し、あたしは思わず声を上げていた。

「誰だ？」

「ベゼルドの事件でっ！　戦った黒ずくめの一人よっ！　最後の最後で姿を消した、あいつよっ！」

　問うガウリイに答えるあたし。

　そこそこ腕は立つ奴だったが、油断さえしなければ、勝てない相手ではない。

「きのうは別の施設に入り込んだそうだな。仲間から、お前たちの名前を聞いた時には、正直言って驚いたぞ」

「……やっぱしこの町が、あんたたちの本ほん拠きよ地ち、ってわけね」

「俺の口からは答えられんな。その質問には」

「へーえ。以前はこっちのかまかけに、あっさり引っかかってくれたのに。少しは成長してるのねー。あんたも」

「好きなように言うがいい」

　あたしのことばに、しかしザインは、つき放すようにつぶやいただけ。

　……こいつ……以前となんか印いん象しよう違うな……

　前はもーちょっとノせやすい奴だったと思ったけど……

「いずれにしろ、貴き様さまらには死んでもらう」

　ことばと同時に、ザインの全身に殺気がみなぎる。

　あたしはあわてて呪文を唱え──

　その時。

　ぎっ！　ぎぎっ！　ぎぎぎぃんっ！

　あたしたち二人とザインの間にある、左右に並んだクリスタル筒が、全く何の前ぶれもなく、いきなり音を立て、ひび割れる！

　ぎあっ！

　中からふき出した『生命の水』──キメラ製造用の培ばい養よう液えきが、一瞬、あたしたちの目からザインの姿を隠し──

　次の瞬間。

　殺気は、あたしたちの後ろに生まれた。

「!?」

　ふり向きざま、ガウリイは、抜き打ちに剣を一いつ閃せん！

　ぎぃんっ！

　その一撃は、もののみごとに、後ろにいた黒ずくめの剣を受け止めていた。

　──やっぱしもう一人いたかっ！

　ならば、正面のザインはあたしが──

　思ったその時。

「──やるな。あいかわらず」

　つぶやいた、後ろの黒ずくめの声は、ほかでもない、ザインのものだった。

　……なっ……!?

　ドアの方に目をやれば、そこにはもはや、黒い人影はない。

　──ンな馬ば鹿かな!?

　たとえ隠し通路か何かがあったとしても、あの、ごく短い時間で、あたしたちの後ろにまわり込むことなど不可能である。

　しかし今はとりあえず、詮せん素さくしているヒマはない。

　割れたクリスタル・ケースの中から通路へと。

　封じられていたキメラたちが、次々と這はい出して来ていた。




「氷フリー結ズ・ブ弾リツド！」

　ま近にいる一匹に、あたしは、唱えた呪文を解き放つ。

　その名の通り、冷気の塊かたまりをぶつけ、相手を氷づけにする術である。さして広くもないこの通路で、先頭の一匹を凍こおらせれば、後ろの奴らは身動きが取れなくなる。

　──しかし──

　ざふっ！

　あたしの放った呪文の一撃は、しかし、先頭の一匹に当たると、相手を凍りつかせることもなく、いともあっさり吹き散らされる。

　効きかないっ!?

　と、いうことはまさかこいつ、デーモンを利用したキメラかっ!?

　相手は目の前。次の呪文を唱えている余よ裕ゆうはない。

　あたしあわてて腰のショート・ソードを引き抜き、構える。

　あたしは実はこう見えて、けっこう剣も使えるのだが、いかんせんパワー不足は否めない。もしも目の前のキメラが、人とデーモンの合成物なら、一撃でしとめるのはむずかしい。

　なら──

　ぐぉうっ！

　迫せまるキメラが右手を大きくふりかぶり──

　だっ！

　瞬間、あたしは床を蹴けり、しゃがみ込むように、相手のふところに飛び込んだ。

　おそらく、キメラの目からみれば、あたしが消えたようにも見えたのではないだろうか。

　伸のび上がるように、全身のバネを使って、剣をま上につき上げる！

　ぞすっ！

　あたしの剣の切きっ先さきは、キメラのあごを、下からまともに貫つらぬいていた。

　ぐがろぉぉぉぉうっ！

　血けつ泡ぽう混じりの悲鳴を上げて、苦痛にもがき、暴あばれるキメラ。

　あたしはあわてて、剣の柄つかから手を離し、後ろに退さがると、唱えておいた呪文を放つ。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」




　どぅむっ！




　もがくキメラは、後ろにいた一匹ごと、あたしの呪文をまともに受けて、黒い塵ちりと化し、消しよう滅めつした。

　命あるもの、意志あるものを塵と滅する黒魔術である。通路の壁や、あたしの剣には全くなんの影えい響きようもない。

　床に落ちたあたしの剣に飛びつき、拾うと、やって来るキメラたちに向かってふたたび構えを取る。

　キメラたちは、まだまだ通路にひしめいている。見たところ、ざっと十数匹といったところか。

　今の調子で、数匹ずつ倒していくことはできるが、めんどうくさいし危リス険クも大きい。

　……たとえば、魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆アのような、魔族にも効きく、貫かん通つう力りよくのある術が使えれば、一撃で全滅させることも可能だが、あの術は、いろいろあって使えなくなったし……

　ガウリイの手が空あいているのなら、『それ行けガウリイ』とか言って突つっ込こませて、あたしは後ろで見物、というテもあるのだが……

　後ろを眺ながめる余よ裕ゆうはないが、剣と剣とのぶつかる音が、いまだ聞こえてくるということは、どうやらガウリイは、ザイン相手にかなり手間取っているようである。

　ならばやっぱし、このキメラたちはあたしがなんとかするしかない。

　先頭の奴を、なんとか足止めできればいいのだが……

　──そうだっ！

　あたしは、口の中で呪文を唱えはじめた。

　警けい戒かいするキメラを剣で牽けん制せいし──

　ぎおおおっ！

　先頭のキメラが意を決し、突っ込んできた時には、あたしはすでに呪文を唱え終えていた。

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　ぎぃんっ！

　今度こそ。

　先頭のキメラの体は、その場で完全に凍りついた。

　この術で生み出されるのは、魔まをも凍らせる魔力の氷。たとえこのキメラたちが、多少、魔力への耐たい性せいを持っていようとおかまいなし。

　本来この術、相手を凍らせ、そのまま粉こな々ごなにうち砕くだく術である。

　その呪文を少々変更して、相手を砕かず、凍らせるだけにしたのだ。

　呪文の意味としくみを、しっかり把は握あくしていさえすれば、これくらいのことは十分可能。

　おーし。これで、後ろのキメラたちは、氷づけの仲間の体に邪じや魔まされて、こちらには来れないはずである。

　ならば、ガウリイに手を貸して、先にザインをぶち倒すっ！

　あたしは、呪文を唱えつつふり向いた。

　ぎっ！　ぎっ！　きぃんっ！

　二人の戦いは、やはりいまだ続いていた。

　別に、ガウリイが手を抜ぬいているわけではない。ザインのくり出す斬ざん撃げきが、以前に戦った時よりも、数段鋭するどさを増しているのだ。

　こいつっ!?　この短期間で、ここまで腕を上げたか！

　しかし──あたしとガウリイ、二人を同時に相手にしたのは間違いである。

　あたしはガウリイの後ろに立つと、唱えた術を解き放つ。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　瞬間、十数本の炎ほのおの矢が虚こ空くうに出現した！

　斬り結ぶガウリイとザイン、二ヽ人ヽのヽ間ヽにヽ。

「──なにっ!?」

　きゅごごごごごごごごぅっ！

　驚きよう愕がくの声を上げるザインの全身に、炎の矢が降りそそぐ！
















　本来ならばこの術、術者の前に炎の矢を生み出し、放つものなのだが、これまた呪文をアレンジしたのだ。

　おーし。これであとは、キメラたちをぶち倒して──

　ふり向こうとしたその矢先。

「くぅっ!?」

　ガウリイが驚愕の声を上げた。

　そして、剣と剣とがぶつかりあう音。

　ガウリイに向かって斬撃をくり出したのは、ほかでもない──

「残念だったな！　お嬢じようちゃん！　効かんよ！」

「ザイン!?」

　あたしは一瞬、自分の目と耳を疑った。

　たしかにザインの身につけている黒い服は、フレア・アローの直撃に、あちこちコゲているようだが、見たところ、ザイン自身は、全くと言っていいほど、ダメージを受けた様子がない。

　あたしの攻撃あることを予想して、耐たい火かの術でも唱えておいたか!?

　それとも──

「──しまったっ！」

　いきなり何の前ぶれもなく。

　動どう揺ようの声を上げたのは、そのザインだった。

　ふたたびガウリイと切り結びながらも、彼の視線は、あたしの──いや、あたしの後ろの方へと向けられていた。

　ザインの動きを警戒しつつもふり向けば、そこには氷づけのキメラが一匹。

　……別にさきほどと変わったことは……

　──あった。

　氷づけになった奴の、後ろにひしめいていたはずのキメラたちが、いつの間にやら姿を消している。

　……と……いうことは……

　まさか、外に出た!?

　ひょっとして、あのキメラたちって、まだ制せい御ぎよが不完全!?

　剣けん戟げきの音が消えたのに気がついて、またまたガウリイたちの方に目をやれば、ザインは後ろに退って、大きくガウリイとの間を取った。

　そのまま、くるりっ、と背を向けて、闇やみの奥へと駆かけてゆく。

「──また誘さそいか？」

「違うわよっ！」

　ガウリイのつぶやきに、声を上げるあたし。

「キメラたちが、外に出ちゃったかもしんないのよっ！　もしそうだったら、町、パニックよっ！」

「なにぃぃぃぃっ!?」

　あたしはあわてて呪文を唱え、

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　ぎぃんっ！

　通常版の覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レスで、凍りついたままのキメラをうち砕く。

　その向こうには──

　やはり、予想した通り、通路がまっすぐ伸びるのみ。群むれていたはずのキメラの姿はどこにもない。

「どうする!?　リナ」

「どうする……って、キメラたちが本当に地う上えに出たんなら、ほっぽっとくわけにもいかないでしょーがっ！

　とりあえず、上に行って状況確かめるわよっ！」

　ガウリイの答えも待たず、駆かけ出すあたし。

　通路に戻り、階段を駆け上がり、あたしたち二人は玄関ホールへと戻ってくる。

「いたっ！」

　玄関ホールにキメラが一匹。あたしたちのことに気づくと、威い嚇かくするようにひと声吼ほえた。

　あたしが呪文を唱えるより早く──

　ざしゅっ！

　ダッシュで飛び出したガウリイが、そのキメラを、一刀のもとに斬り伏ふせる。

　さすが──強いぞ！　ガウリイ！　これであと、脳ミソがあれば完かん璧ぺきだっ！

「こいつか？　そのキメラって？」

「そーよ。まだ他にもいるはずよっ！」

「全部で何匹だ？」

「はっきりとはわかんないけど──十匹くらいはいたよーな……」

　このホールには、他のキメラたちの姿はない。建物の中をうろついてる奴もまだいるだろうが、とりあえずは、外に出たのがいるならば、そちらを片づけるのが先決である。

「ともかくっ！　まずは外よっ！」

「おうっ！」

　あたしとガウリイ、二人は玄関の扉から外に飛び出して──

「……[image: ]っ！」

　思わず呻うめいて足を止める。

　──塀の外では、すでに、あちこちに火の手が上がっていた。




「わかんないわね──」

　町から宿に帰ってくるなり。

　食堂のテーブルについて待っていたガウリイに、あたしは言った。

　きのうの夜──

　町に出て暴れていたキメラたちを、とりあえず片かたっ端ぱしからぶち倒し、そ知らぬ顔で宿に戻ってそのまま寝たのだが──

　さすがに状況が気になって、あたしは、朝食をすませたあと、町に偵てい察さつに出かけたのだ。

「わかんない……って、噂うわさになってないのか？　きのうの事件」

「噂にはなってるわよ。

　正式な発表もあったみたいでね。

　きのうの事件、あれ、手配中の魔道士が起こした騒ぎで、犯人はもう捕まった、ってことになってるのよ」

「……どういうことだ？」

　あたしのことばに、ガウリイは眉まゆをひそめる。

「つまり。黒ずくめたちの一派が、事実をもみ消した、ってことよ」

　連中としては、本ほん拠きよ地ちのここで、余計な騒さわぎは起こしたくないはずである。事実、きのうの夜も、暴れ出したキメラたちの始し末まつに黒ずくめたちも動いていたらしく、あたしたちが駆けつけた時には、すでに誰だれかに倒されていたキメラも何匹かいた。

　当然、騒ぎになったいきさつを、町のひとたちに正直に発表するはずはない。そこまでは納なつ得とくがいくのだが──

「けど──よ。

　きのうのあの騒ぎ、みんなあたしとガウリイが悪いんだ、って話にもできたはずなのよ。

　なにしろ、連中が権力と情報網握にぎってるんだから。

　ところがそうはしなかった。

　だから、わかんない、って言ってんのよ」

「ふぅん……」

　あたしの言葉に、困った顔で、ぽりぽり頭を搔かくガウリイ。

「──教えてやろうか？」

「へ？」

　横手から、いきなりかかった声に、そちらに目をやれば、そこには見知った顔ひとつ。

「ルーク!?」

　そう。

　一体いつの間にやって来たのか、あたしたちのテーブルのそばに佇たたずんでいたのは、目ツキの悪い黒髪戦士、ルークだった。

　今日は一体どういうわけか、そのそばにミリーナの姿はない。

「よ」

　気さくに言って、空いているいすに腰かける。

　なぜかゆーうつな表情で、頭をがじがじ搔きながら、

「……本当はよ……俺もこーゆー使いっ走りみてーなことは嫌きらいなんだがよ……

　依い頼らい人にんに頼たのまれちゃあ、イヤだ、とは言えねーからな。

　……だから他ひ人とに雇やとわれるのはイヤだったんだけどよ……」

「いきなり出てきて、なぁぁにを一人でぶつぶつ言ってんのよ。あんたは。

　第一、傭よう兵へいが、ひとに雇われるのいやがってどーすんのよ」

「だぁぁれが傭兵だっ！　誰がっ！

　こう見えても俺とミリーナは、立派な宝トレ探ジヤーし・ハン屋ターなんだぞっ！」

「……そーなの……？」

「そーだっ！」

宝トレ探ジヤーし・ハン屋ター、というのは、その名の通り、遺い跡せきだのなんだのを探り、おたから見つけて売りさばき、生計を立てている連中のことである。

　……まあ……あたしたちが日頃やってることと、ほとんど違いはない、とゆー説が世間さまでは有力だが、当人が、違うと言い張るのは自由である。

「そーいえば、ベゼルドの事件の時も、あんたたちのお目当てって、剣だったわね」

「そう。

　古いにしえの秘ひ宝ほうを求め、数々の苦難を乗り越え、見つけ出す！　これこそまさに男のロマンっ！

　ヒマな金持ちにシッポ振ってコキ使われる、そこいらの傭兵とかといっしょにするなよな」

「とか言って、今は立りつ派ぱなラーヴァス代行の飼かい犬」

「……しくしくしくしくしく……」

　あたしのツッコミに涙なみだするルーク。

「お……俺だってなぁっ！　好きであんな奴に雇われてるわけじゃねえっ！

　ただ……」

「路ろ銀ぎんが尽つきたとか？」

「違うっ！　……その……ミリーナが、俺の知らねー間に、この仕事受けちまったんだから、しかたねーだろ」

「……ヤならはっきし断ればいーでしょーが……」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ！　俺の愛するミリーナに、『お前の受けてきた仕事が気に入らん』なんて言えるかっ！」

「……男のロマンだの何だのと、えらそーに言ってるわりに、ミリーナにはとことん弱いのね……」

「ふっ。俺はミリーナの愛の奴ど隷れいなのさっ[image: ]」

　……ただのドレイのよーな気も……

「愛のドレイ、って、お前なー」

　ルークのたわごとに、ガウリイは、困った顔で、

「それじゃあ単に尻しりに敷しかれてるだけじゃないか。情けないぞ。同じ男として」

「……あんたにだけは言われるすじあいはねーと思うが……」

　ジト目であたしとガウリイを、交互に眺ながめて言うルーク。

「おいおい。かん違いするなよ。

　オレは別に、リナの尻に敷かれてるわけじゃあないぜ。

　単に、自分で考えて動いてないから、そういうふうに見えるだけで」

　…………あんたら…………悲しすぎるぞ…………どーでもいーけど…………

「──と──ところで──」

　このままほっぽっておくと、話がどんどん情けなくなる危険を察知して、あたしはルークに目をやると、

「話もとに戻すけど、ルーク、あんた結局、何の用で来たわけ？

　なんか、裏で何がどう動いてるか、知ってるみたいな口ぶりだったけど？」

「おー。そうそう」

　ようやく我われに返ったか、あたりにちらりっ、と、警戒の視線を走らせ、声をひそめて、

「きのうの夜、町ン中でキメラが暴れるさわぎがあったのは知ってるよな、当然」

「いちおー噂は聞いたわ」

「とぼけなくてもいーぜ。

　代行は、あんたらが事件に関わっているんじゃないか、って思ったらしくてな。

　なんとかもみ消したのが、ラーヴァス代行なんだよ」

「代行が？」

　同じように声をひそめ、おうむ返しに問うあたし。

「そーゆーこと。

　代行はな、あんたらの力を借りたがってるんだ」

「ふむ」

　あたしは一瞬、考えて、

「ひょっとして──お家いえ騒そう動どう、とかそういう奴？」

「──ほ。いいカンしてるじゃねーか」

　あたしの問いに、ルークは、にっ、と小さく笑って答えた。

　そう難しい推すい測そくでもない。対立する二者がいて、その片方がロード代行ならば、もう片方も、同じ程てい度どの力を持っている者、と考えるのが普通である。

　そして、一番よくあるのが、対立する相手は血縁者、というパターンなのだ。

「なんでもよ。ラーヴァス代行には、ベイサムとかって兄キがいるらしいんだけどよ。

　そいつがなかなかの野心家で、一地方領主、って地位に不満で、いろいろよからぬことを企たくらんでる、って話だ。

　父親が寝込んでるのをいいことに、ロード代行のしごとは、弟のラーヴァスの旦だん那なに任まかせて、自分は金と権力にモノ言わせて、な」

「兄さん……ね……」

「ああ。けど、もしも兄キのやってることが表ざたになって、国王の耳にでも入ったら、もちろんロードの地位は剝はく奪だつ。へたすりゃあ、一族郎党全員死刑、なんてことにもなりかねねえ。

　だからよ。代行としては、なんとか兄キを止めたいらしいんだ。

　しかもなるべく穏おん便びんに、な。

　となれば、力を持った人間を集める必要がある。

　で──兄キのところに忍び込ませてる部下から、あんたらがこの町に来てることを知って、雇う気になった、ってわけだ」

「……なるほど……」

　たしかにそう考えれば、話は通る。

「けど、だ。

　きのうの事件のことで、あんたらが捕まれば計画はパア。

　そこでいきなり『犯人逮たい捕ほ』なんてデマを発表して、俺をあんたらのところに使いによこした、ってわけだ。

　そーいうことで──

　俺は、あんたたちの答えを聞かなきゃなんねーんだよ。

　代行に手を貸すかどうか、な」

「…………んー…………」

　あたしは、ぽりぽりと、うしろあたまを搔かきながら、

「──聞くけどルーク、あんた、そのベイサムお兄さんとかっていう人、見たことある？」

「いや。ねーけど。

　なんでも、城からは姿をくらましちまったらしいけどな」

「なるほど。

　じゃ、この話パスね」

「わかった。そう伝えとくぜ」

　あたしの答えに、ルークはいともあっさりうなずき、席を立つ。

「……ち……ちょっと！　パスする理由とか聞かないの!?」

「言っただろ。こーゆー使いっ走りみてーなことはイヤだ、って」

　逆にあわてて問うあたしに、ルークはめんどくさそうに、

「正直言って、俺としちゃあ、あんたらが代行に手を貸そうが断ことわろうが、知ったこっちゃあねーんだよ。

　だから、あんたらが何考えて、この話を断るのかも、知ったこっちゃあない、ってわけだ」

「──で、城に帰ってから、ミリーナに、『なんで理由聞いてこなかった』とかって怒られたりするわけね」

　──ぴくっ。

　あたしのひとことに、ルークの体が小さくふるえる。

　ふたたびいすに腰かけて、

「……ま……まあ……理由くらいは聞いといた方がいいかな。やっぱ」

「……あんた……とことんミリーナには弱いわねー」

「と……とにかく、だ。

　とっとと教えてもらおうか。その理由とやらを」

「やだ。」

「………………」

「………………」

「なあ……ひょっとしてあんた……」

　ルークは、がじがじ頭を搔きながら、

「からかってるだろ。俺のこと」

「まーねー[image: ]」

「………………」

「あ。でも、『理由は話さない』ってのには、それなりのわけがあるのよ。

　ま、代行やミリーナには、『いくら聞いても話してくれなかった』とかって言っといて」

「わかった」

　不ふ機き嫌げんな声で言い放つと、ルークは席を立ち、背を向ける。

「──なあ、リナ、なんで断ったんだ？　今の話」

　ガウリイがそう問いかけてきたのは、ルークが宿の外へと出ていったあとのことだった。

「代行も困ってるみたいだし、受けてもよかったんじゃないか？」

「ルークの──と、言うか、代行の話が本当ならね」

　あたしは言った。

「たしかに話のつじつまは合ってるわ。

　けど、だからって、それが真ほん実とうだとは限らない。

　たとえば、役割が逆転してる、って可能性もあるわけだし」

「役割が逆転？」

「つまり、『よからぬこと』とやらを企んでるのは、実は代行の方で、止めようとしているのはベイサムとかいう兄さんの方。ベイサムは、暗殺の危険を感じて城から逃とう亡ぼう。代行は、あたしたちを雇うことによって、動きを封じ、なおかつベイサムの暗殺要員として利用しようとしている、って考え方もできるわ。

　ま、何にしても、動くのは、ちゃんとウラを取ってからよ。

　それに──」

「それに？」

「おぼえてるでしょ？　おとといの夜、黒ずくめ二人に追っかけられた時、割って入った覆ふく面めん男おとこのこと。

　あいつが一体何者か、ってことよ」

「まさか──そいつがベイサムとかって奴なんじゃあ!?」

「その可能性は薄うすいと思うけど……」

「正義かぶれでお前について来た王族だっているんだ。覆面かぶって夜中に塀へいの上に立ってる領りよう主しゆの一族がいたって変じゃあないだろ？」

「……う……うーん……たしかにそう言われると……」

「だろ？」

「──ともかく。

　今は、ウラを取るのが先決よ。

　そうと決まれば、早さつ速そく聞き込み開始よっ！」




「──なあ、リナ」

「何よ？」

「ウラを取るため──ったって、いきなり城に忍しのび込む、ってのは乱暴なような気がするんだが……」

　黒服、黒覆面に身を包み、物もの陰かげにこそこそ身をひそめたまま、ガウリイは、小声でぽそりとつぶやいた。

　そう。

　あたしたち二人は、いろいろあって、城へ潜せん入にゆうする決意を固めたのだった。

　時は真夜中。通りの向こうに目をやれば、月と満天の星を背に、くろぐろと佇む城のシルエット。

「なぁぁに言ってんのよ、今さらっ！　忍び込む、って言った時、ガウリイ、二つ返事でオーケーしたじゃないっ！」

「忍び込むとは聞いたけど、行き先が城とは聞いてねーぞっ！」

「当たり前よ。言ってないもん」

「…………なるほど…………」

　あっさり言ったあたしのことばに、疲つかれた口調でつぶやくガウリイ。

　今日の昼。

　ルークがスネて帰ったあのあとで、あたしは町のひとたちに、いろいろ聞き込みをして回った。

　そこで、わかったことがいくつか。

　ひとつ。たしかに、ロードのところに、ベイサムという人物が存在すること。

　ひとつ。ラーヴァス代行がこの町に現われたのは、最近になってからだということ。

　それまで町の人たちは、ラーヴァスのラの字も聞いたことがなかったとか。

　そんなわけで、町には、ラーヴァスはロードのかくし子だったのでは？　などという噂も流れていたりするのだが。

　それはさておき──

　ベイサムの姿が消えたのも、ロードが病床についたのも、町の中心におかしな施し設せつが増えはじめたのも、ラーヴァス代行が、表に姿を現しはじめてからのことだという。

　となればやはり、彼のことも疑うたがってかからざるを得ない。

　むろん逆に、ロードのかくし子、ラーヴァスの出現をきっかけに、ベイサムがつまんない野望を抱いだいた、という可能性もあった。

　……まあ……いろいろ聞き込みしたわりには、肝かん心じんなことはちっともわかってない、とゆー説もあるが……

　ともあれ、どっちが悪党だとしても、そうでない方の味方について、魔力剣の二、三本とか、金貨の二、三百枚とかをお礼にいただく、というのもまた一いつ興きよう。

　いずれにしても、敵と味方を、なるべく早く見み極きわめる必要はある。

「……けどよ、リナ、城に忍び込んで、手がかりとか証しよう拠ことかが見つかるのか？」

「知らない」

「……おい……」

「すくなくとも、あちこちの怪あやしい施設に、無目的に忍び込むのに比べたら、そういったモノが見つかる可能性は、ずっと高いと思うけどね。

　たとえば、きのうの施設にしたって、たしかに隠し階段があって、地下にキメラが並んでたけど……

　だからって、それが、反乱を起こそうとしてる証拠になるわけでもないし、キメラ製造の後ろにいるのがラーヴァスなのか、ベイサムなのかもわかんないわ。

　けど、もしも、反乱たくらんでるのがラーヴァス代行の方なら、たぶん何かの手がかりがあるはずよ。

　たとえば──

　あたしたちが城に忍び込んだのがバレた時点で、黒ずくめたちが襲ってくる、とか」

「……またそーゆー乱暴なことを……」

「たとえば、の話よ。あくまでも。

　あたしだって別に、わざと連中に見つかったりするつもりはないわよ」

「……なら、いいけどよ……

　ともかくそれで、逆に、城を探しても何もなかったら、反乱をたくらんでるのは代行じゃなくて、いなくなった兄キの方だ、ってことになるわけか」

「あるいは、ラーヴァスがかなり用心深い性格か、ってことになるわね。

　ま、なんにしても──

　行くわよ。そろそろ」

　あたしはガウリイの手を取ると、浮レビテー遊シヨンの呪じゆ文もんを唱となえはじめた。




　城への潜せん入にゆうそのものは、そうむずかしいことではなかった。

　いつものとおりの手口で、浮レビテー遊シヨンで上から塀を越え、城の本館の屋根へととりつく。封アン除ロツクの術を使って、人のいない部屋の天てん窓まどを開けて中へと入り込む。

　──だが問題なのはここからである。

　もしも代行が黒幕で、この城のどこかに証拠があるとするならば、一体どこに、どんな証拠が隠されているか。

　外の見張りはたいしたこともなかったが、城の中には巡じゆん視しの兵士もいるだろうし、重要な場所は、当然、かなりの警備が敷しかれているはずである。

　そういった警備の目をくぐり抜け、事実をつかむ、というのは、決して楽なことではない。

　……むかしの英ヒロ雄イツ伝ク・承サ歌ーガなんかにあるみたいに、忍び込んだその先で、悪役が、仲間といっしょに、いきなり自分の悪事の解説をしている、などという展開があれば、とことん楽ではあるのだが……

　確実に……何かの証拠が得られるところ……

　天窓から漏もれ入る月の光の中で、しばし佇たたずみ、頭をひねり──

「──おしっ」

　あたしは小さくつぶやいた。

「行き先が決まったわよ」

「どこだ？」

「この城のどこかにいるはずの──病気で寝てるロードのところよ」

「……おい……」

「とーぜん警戒はきびしいでしょうけど、くわしい話は聞けるはずよ」

「話してくれると思うのか!?」

「そこはまあ──話のもっていきかた次し第だいよ。

　ちゃんと考えはあるんだから。まかせて」

「……まあ……それなら……」

　あまり乗り気ではなさそうだが、とりあえず納なつ得とくしてくれたようである。

　外の音と気配を探さぐりつつ──あたしとガウリイは、扉を開けて、部屋を出た。




「……なんか……ハズれた方に来てねーか？　オレたち」

　それからいくらもしないうち。

　人気のない、薄うす暗ぐらい通路に身を潜ひそめながら、ガウリイは、ぽつりとつぶやいた。

　あのあと──

　探たん索さくをはじめたのはいいのだが、やはり警備の兵たちが、あちらこちらを巡回している。

　自然、手て薄うすな方、手薄な方へと進むうち、あたしとガウリイの二人は、いかにも使われていそうにもない、へんぴな場所にやって来ていた。

　見張り、どころか、見回りの兵士もおらず、壁かべに灯ともされている明りの数も少なく、通路のほとんどは闇である。

「……ま……まあ、多少そんな気もするけど……

　しかたないでしょーがっ！　この場合っ！」

「見回りの兵士たち、片かたっ端ぱしから、お前さんの術で眠らせちまう、ってのはどうだ？」

「……ひとのこと乱暴呼ばわりするわりには、あんたもじゅーぶん乱暴なこと言うわね、ガウリイ。

　たとえ、目の前にいる見回りの兵士眠らせて、その場を突とつ破ぱしたとしても、よ。

　あたしたちが立ち去ったあとで、別の兵士がやって来て、寝てる仲間を見つけたら、そこでいきなしおーさわぎ。あたしたちは、シッポを巻いて退散、よ。

　それじゃあ話になんないでしょーが」

「……いや……そうだけど……

　ひとけのない所うろうろしてるだけ、っていうのも、それはそれで話にならないような気がするんだが……」

　……[image: ]っ！　ガウリイにしてはスルドいツッコミ！

「……そ……そーね……ともあれ、とりあえず場所を移うつしましょ」

　言って、二人はふたたび移動を開始した。

　もと来た方に戻れば見回りの兵士たちがいる。安全そうな、こっちのルートをしばらく進んで、別の道を見つけるテでいくか……

　暗い通路を、でたらめに進んでしばし。

「──？」

　ひたりっ、と足を止めたのは、あたしとガウリイ、二人同時にだった。

　二人が進む通路は、しばらくいったところで左右に分かれている。

　そのうち、向かって右の方──

　そこに、人の気配があった。

　もしも人がいるのなら、あたりが明るくなっていてもよさそうなものではあるが、やはり通路は薄暗いまま。

　待まち伏ぶせ──ということばも、一瞬頭をよぎったが、それにしては、相手は、気配を殺している様子もない。

　……ふむ……

　闇の中で、あたしは頭を巡めぐらせる。

　誰かがいる──と、いうことは、当然そこには、人がいるべき理由がある。

　まさか、あたしたち以外の侵入者が、偶ぐう然ぜん同時に忍び込み、気配も殺さず、こんな場所でじっとしている──などということはないだろうし。

　誰かが密談をしているにしては、話し声も聞こえない。

　となれば一体──？

　むくむくと、頭をもたげる好奇心。

　となれば行って、確かめるっきゃないっ！

　へたに近づけば、そこにいる誰かに気づかれるおそれはあったが、幸いこのあたりまでは、巡視の兵がまわって来る様子はない。となればあのテは使える。

　あたしは、口の中で小さく呪文を唱え──

「眠スリーりピング！」

　小声で呪文を解き放つ。

　ほどなく──

「……う……あ……」

「む……」

　通路の先、気配のある方で、小さな呻うめき声ふたつ。そして、何かの倒れる音。

　──おーし。

　ガウリイに目で合図して、二人は通路を先へと進む。

　角を曲がったその場所には、あたしの術で、床に倒れて眠りこけてる兵士が二人。

　その二人の兵士のすぐそばには、小さな、一枚の扉。

　場所と、扉の貧ひん相そうさから、がらくた置き場、といったふうだが、ンなものを、たとえ二人だけとはいえど、兵士が守っているとは思えない。

「……何だ？　この部屋？」

「……さーて……ね……

　一体何をこそこそ守ってるのか知んないけど……入ってみればすぐわかる、ってね」

　言って、あたしはドアのノブに手をかけた。

　カギは──かかっていなかった。

　……きぃっ……

　小さくきしんで扉が開く。

　よどみ、病やんだ空気のにおい。

　部屋の中には、薄暗い明りを灯すランプがひとつと、古ぼけた、天てん幕まくつきのベッドがひとつ。

　そして、そのベッドには、かわいて瘦やせた老人が一人、眠っているだけである。

　あたしたちの侵しん入にゆうにも、目を覚さます様よう子すすらなく、弱っている者独特の、不規則な寝息を立てている。
















　しかし……なんで病人をこんなところに？

　伝う染つる病気だとしたら、見張りなんぞ置くわけないだろうし……

「……ん……？」

　あたしは、そのじーさんの顔色に、あるものを感じて近づいた。

　脈みやくを取り、肌はだの具ぐ合あいを調べ、口もとに鼻を近づけてにおいをかいで──

「おい、何やってるんだ、リナ？　じーさん調べて何がわかる？」

「……とりあえず……このひとが、毒を盛られてる、ってことはわかったわ」

「……な……!?」

　あたしのことばに呻うめくガウリイ。

「じわじわと効きいてくる奴を、少しずつ、ね。

　モロにその症状なのよ。

　──毒を盛られて、誰も近づかないような部屋にほうり込まれて、扉の前には見張りが二人。

　──と、いうことは……」

「と、いうことは？」

「想像でしかないけど……この人が、『病気で寝ている』今のロードじゃないか、ってことよ」

「……ち……ちょっと待てよ！」

　あわてた声を上げるガウリイ。

「もしこのじーさんがロードなら……それって一体、どういうことだ!?」

「ラーヴァス代行は噓うそをついてる、ってことよ」

　あたしは低い声で言った。

　もしもラーヴァスの言うように、反乱をもくろんでいるのがベイサムの方なら、ラーヴァスは、ロードに毒を盛るわけはないし、弱ったロードを、城のへんぴな場所に押し込めたりもしないだろう。

　──とはいえ、この仮定はあくまでも、このじーさんがロードならば、の話である。

　とりあえずそれを確かめるには──

　当人に聞くのが一番早い。

　あたしはじーさんの肩に手をかけ、体を小さくゆり動かす。

　目を覚まし、騒さわがれてはめんどうだが、相手を黙だまらせる方法は考えてある。

　国王の密みつ偵ていを名乗り、反乱の噂を聞いて調査している。へたに騒ぐとためにならん、とか言って黙らせるのだ。

　もちろん大うそではあるが、あたしの知ってる、どこぞの国のプリンセスが、もしもこの場にいたならば、『正義のためには手段選ばず！』とか言ってくれたことだろう。たぶん。

　しかし──

　そんなことに頭を悩なやませるまでもなく、じーさんは、いくら揺すっても、目を覚ます気配さえない。

「……だめだわ……こりゃ……」

　どうやら、単に寝ているのではなく、衰すい弱じやくしきって昏こん睡すいしているようである。

「どうするんだよ」

「この場は、そっとしときましょ」

「そっとするのはいいけど……そうするとこのあと、どこで何を調べるんだ？」

「そうね、とりあえず、この部屋の見張りのひとりをたたき起こして、事情を聞く、ってのはどう？

　かまかけてみて、ほんとにこのおじーさんがロードなら、ラーヴァスの方こそ、ロードの地位を乗っ取って、軍備増強してる張本人、ってことになるわ」

「なるほど。それじゃあ早速……」

　あたしとガウリイは、扉をくぐって廊下に出て──

「──てめえらっ!?」

　そのとたん、廊ろう下かの向こうから聞こえたのは、聞きおぼえのある声だった。

　げっ!?

　あわててそちらをふり向けば──

　一体なんで、こんなところまでやって来たのか。そこには、ルークとミリーナ、二人の姿があった。











　　　三、ソラリアの夜に戦いの華はなが咲さく









「何者だっ！　そこ動くなっ！」

　言うなりルークは剣を引き抜ぬくと、こちらに向かってダッシュをかけた！

　し……しえぇぇぇぇぇっ!?

　思わず反射的に、反対の方へと駆かけ出すあたしとガウリイ。

「逃げるなぁっ！　てめーらっ！」

　ムチャなことを言いながら、あとを追っかけて来るルーク。

　抜き身の剣持ってる奴やつに、ダッシュで走って来られたら、ふつー、たいていの人間は逃げるぞっ！

　とはいえこちらも、じゅーぶんに、怪あやしいことは事実である。

　あたしたちは二人は、顔を隠かくし、いつもと姿を変えている。鎧よろいは身につけていないものの、一応剣は持っている。

　兵士が二人倒れていて、そばには、そんな格かつ好こうの人物二人。

　ルークがいきなり剣抜いたのも、あながちわからないではない。

　しかし問題は、このあと一体どうするか。

　このままとっとと逃げるべきか、それとも正体明かして説得するべきか──

　──逃げよう──

　あたしはあっさり心を決めた。

　ルークがこれだけ大声出して走り回っている以上、ほどなく、ほかの兵士たちも、ここへとやって来るだろう。

　そのさなかに、ルークとミリーナにえんえんと事情説明をしているひまはない。

　ここは一いつ旦たん逃げ延びて、明日にでも、なんとか二人と接触し、事情の説明をすればいい。

　さてと、逃げる方法は──

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ、

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ふり向きざまに呪文を一発！




　どごがらっ！




　狙ねらい通りに一いち撃げきは、あたしとルークのほぼ中間の、天てん井じようをぶち破る。

「おわっ!?」

　落ちてきた、砕くだけた天井材を避さけ、ルークは数歩、後ろに退る。

　その間にあたしは呪文を唱え、ガウリイの手を取り、

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　高速飛行の術で、屋根に開いた穴を抜け、屋根の上に出て着地する。

　一気に逃げられればいいのだが、この翔レイ・封ウイ界ング、スピードと高度、運うん搬ぱん重量の総和が、術者の魔力量に比例する。ガウリイを連れている以上、たとえ気力をふりしぼっても、屋根の上まで上がるのがせいいっぱいだったのだ。

　増ブー幅スト版の翔レイ・封ウイ界ングなら、楽々運ぶこともできるが、さっきの状況では、増ブー幅スト用の呪文まで唱えているヒマはなかった。

　ともあれ、屋根の端で、一旦術を解除して、あたしは増ブー幅スト呪文を唱えはじめる。





　──四し界かいの闇やみを統すべる王

　　　汝なんじの欠かけ片らの縁えにしに従い

　　　汝ら全すべ員ての力もて

　　　我われにさらなる魔ちか力らを与えよ──






　ごくかんたんな呪文に応えて、あたしの首と、両手首。そしてベルトのバックルについた、魔デモン血・ブ玉ラツドの呪タリ符スマンが光を放つ。

　それとはっきりわかるほど、あたしの全身に魔力がみなぎる。

　続いて、翔レイ・封ウイ界ングの呪文。

「──待ちやがれっ！」

　しかし、その呪文の詠えい唱しようが終わるより早く。

　浮レビテー遊シヨンか何かを使ったのだろう。屋根の上へと姿を現すルークとミリーナ。

　うひいっ！　しつこいっ！

　ルークは屋根の上をダッシュで駆けて──

　あたしたちのところに届とどく、その直前。

　あたしの呪文が完成した！

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　さきほどとは、比べものにならないスピードで、あたしとガウリイは夜空に舞まった。

　このまま一気に逃げ切って──

「リナ！　追ってくるぞっ！」

「あにぃぃぃぃっ!?」

　ガウリイのことばに、あたしは思わず声を上げていた。

「うそでしょっ!?　この前も黒ずくめたちに追いつかれて、今度はルークたちにまでっ!?」

「あんまり早くねーんだな。この術」

「じょーだんっ！　ふつーの魔道士が使う翔じ封ゆ界つじゃあ、絶対追いつけないはずよっ！」

「けど現について来てるぞ。あいつら。

　……そうか！」

「何よっ!?」

「きのうの夜は、黒ずくめに、お前の術が効きかなかったし！　さてはお前、あの日だなっ！」

「違うわぁぁぁぁっ！」

　思わず絶ぜつ叫きようするあたし。

　たしかにガウリイが言ったように、逃げられるはずの場面、倒せるはずの場面で、あたしは何度か逃げそこね、敵を倒しそこねている。

　では、あたし自身の魔力が落ちてきているか、というと、そうでもない。

　翔レイ・封ウイ界ングの速度にしても、さきほど天井に放った振ダム動・ブ弾ラスの威い力りよくにしても、いつも通りのものである。

　つまりは──相手が強いのである。

　たとえば普通の翔レイ・封ウイ界ングで、今のあたしの増ブー幅スト版・翔レイ・封ウイ界ングに追いつくことは、たしかに不可能ではあるが、呪文のアレンジなど、何らかの方法で、術そのものを強化していれば、できないことはないかもしれない。

　実際、ルークやミリーナなど、まだまだいくつも隠かくし技持っていそうだし……

　ま、そのあたりのことは、あとでルークたちに聞いてみるか。

　とりあえず、とっととルークたちに事情を説明するべし。

　城からは、かなり離れた、町を仕切る塀へいのそば。人気のなさそうな場所で、術を解かい除じよし、降り立つあたし。

　やがてほどなく。

　ついて来たルークとミリーナは、あたしたちのそばへと着地した。

　見たところ、ミリーナが、ルークに手を引かれるようなかっこうで飛んで来ていたが、おそらく二人は、両方ともが翔レイ・封ウイ界ングを使えるのだろう。術と術とをうまくかけ合わせ、速度を強化したのではないだろうか。

　──とまあ、そんなことはともかく。

　待って！　二人ともっ！

　あたしがそう声を上げるより早く。

　ルークのかざした右手のひらに、魔力の光が生まれ出る！

　おいこらっ!?

「覚かく悟ごしやがれ！　てめーらっ！」

　問答無用で言い放ち、ルークは光を投げ放つ！

　光は虚こ空くうで分ぶん裂れつし、無数の小さな光こう弾だんと化し、あたしとガウリイ目がけてふりそそぐ！

『あうあどわああああああっ！』

　きゅっ！　きゅむきゅむきゅんっ！

　あわててダッシュでその場を離れるあたしとガウリイ、二人の足もとに、無数の光がはじけて散った。

　一発一発の威力は、さして大きくもなさそうだが、もちろん、あえて我わが身で受けてみるつもりはない。

「逃げるなぁっ！」

「ちょっと待ったぁぁぁっ！」

　言ってあたしはルークたちの方をふり向くと、自分の顔を隠した布をむしり取る。

「あたしよっ！　あたしたちっ！」

「な……!?」

　さすがに驚おどろいた表情で、一いつ瞬しゆん動きを止めるルーク。

　かたやミリーナの方は、あたしたちの顔を見ても、いつも通りの無表情。

　あるいは彼女、すでに気づいていたのだろうか？　あたしたちの正体に。

「お前ら……！」

　一方、こちらはちっとも気づいていなかったらしく、驚きよう愕がくの声を上げるルーク。

「とうとう悪の道に走ったか!?」

「なんでそうなるのよっ!?」

「問答無用っ！　くらえっ！」

　ルークはふたたび手のひらに光球を生み──

「人の話くらいは聞くものだぞ」

　聞きおぼえのある声が割り込んで来たのは、ちょうどその時だった。




「何だ!?」

　あたしたちへの攻撃を中断し、あたりに視線を巡めぐらせて──

　ルークのその目が、ひたりっ、と、ある一点で静止した。

　そちらの方に目をやれば、塀にほど近い屋根の上、ひっそり佇たたずむ影ひとつ。

　あれは──いつかの覆ふく面めん男！

「そこの黒くろ髪かみ。お前のその行動、ラーヴァスの野望を承しよう知ちの上でのことか？」

「──なにっ!?」

　覆面に、いきなりそう言い放たれて、動どう揺ようの色を浮うかべるルーク。

「ラーヴァスの野望……って、どういう意味だ!?」

「ベゼルドで戦った、黒ずくめたちの黒幕が、ラーヴァスかもしれない、って話よ！」

　今度はあたしが横から口をはさむ。

「本当なのかっ!?」

「それがはっきりしないから、忍び込んで調べてたのよっ！」

「言っておくが、ラーヴァスのやっていることは、ただの軍備増強ではないぞ」

　覆面は、ちらりっ、とあたりに視線を走らせ、

「しかし今は……どうやら、説明をしている場合ではなさそうだな」

　……ざわりっ……

　覆面のことばと同時に、あたしたち一同を囲んで、いくつもの気け配はいが生まれ出る。

　──なるほど。あたしとガウリイのあとをつけて来たのは、ルークとミリーナだけじゃあなかった、ということか……

　まるで、月影が形を持って這はい上がるかのように、あちこちに、ゆっくりと身を起こしたのは、見み慣なれた黒ずくめの姿。その数ゆうに十を越える。

「油断はするな」

　あたりに警戒の目を向けたまま、覆面男は言う。

「この中の何人かは、おそらく、人とデーモンとの合成体だ」

　……えっ……!?

　いきなりな発言に、思わずあたしは、覆面の方をふりあおぐ。

　動揺の色を浮かべたのは、あたしだけではなかった。

「……きさま……！　何者だ!?　何をどこまで知っている!?」

　焦あせって問いかける、黒ずくめの一人のことばが、覆面のことばの正しさを証明していた。

　……そうか……！　ひょっとして、ザインが以前に会った時と比べて、いきなりパワー・アップしていたことや、あたしの増ブー幅スト版・翔レイ・封ウイ界ングが、あっさり追いつかれたことは……デーモンと合成されていたせいか!?

　しかし、もしそれが本当なら、なかなかシャレにならない相手ということになる。

　以前連中は、不意に呪文を放ったり、こちらの術を素す手でで受けたりしているが、あれが、あたしの気づかないうちに呪文を唱えていたのではなく、並の呪文が効かない、ということならば──

「覆面は生かして捕とらえろ。あとは──殺せ」

　ことばと同時に黒ずくめたちが動く！

　中の一人が、塀の上へと跳とび乗ると、光の槍やりを手のひらに生み、解き放つ。

　狙いは──屋根の上の覆面！

　しかし覆面はあわてず騒さわがず、右手をしずかに前にさし出し、

「霊ヴアス光・グル壁ード」

　相手がそう来ることを読みきっていたかのように、小さな盾たてほどの大きさの、魔ま力りよく障しよう壁へきを生み出した。

　きゅんっ！

　黒ずくめの放った一撃は、それにぶつかり、いともあっさり消失した。

「なにっ!?」

　動揺し、一瞬動きを止める黒ずくめ。

　注意一秒ケガ一生！　その一瞬が命取り！　あたしはすでに、呪文を唱え終えている！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　ざぁっ！

　悲鳴を上げるいとますらなく。塀の上の黒ずくめは、一瞬にして、黒い塵ちりと化す。

「相手を甘く見るなっ！」

　黒ずくめの一人の叱しつ責せきが飛んだ。

　この声は──ザイン！

「まず貴き様さまからだ！　リナ＝インバース！」

　ザインとおぼしき黒ずくめが、こちらに向かってダッシュをかける。

　しかしっ！　あたしのいる場所までは少し距離がある。あたしの早口をなめてもらっては困るっ！

　こちらの呪文が完成したのは、ザインがまだ、剣の間合いにも入らぬうちのことだった。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　相手の走る軌き道どうを読んで、あたしは術を解き放つ。

　なんとかの一つおぼえではあるが、効果範はん囲いが広く、ある程度の耐魔能力を持った相手に効く術といえば、あたしの使えるもののうちでは、これか、竜ドラグ破・ス斬レイブくらいしかない。

　しかしいくらなんでも、町の中で、竜ドラグ破・ス斬レイブなんぞをぶっ放すわけにはいかない。

　一瞬、黒い何かが目標の空間を包み込み、ひろがる黒が消えたあとには、その空間内にいた相手は、黒い塵となり、崩くずれ去る。

　ザインのいた空間に、『黒』がひろがり、それが消え去ったそのあとには──

　──何も──なかった。

　──!?──

「リナっ！」

　ガウリイの声とほとんど同時に、背すじにひやりとしたものを感じ、あたしはとっさに前に跳ぶ。

　ざずっ！

　背中を、何かがかすめて過ぎた。

　あわてて間合いを取り、ふり向けば、そこには剣を構えた黒ずくめの姿。

　伏ふく兵へいであるはずはない。黒ずくめのいる場所は、あたしたちやルークたちの囲みの輪の中である。

　とすると──まさか──

「こいつ……いきなり出てきたぞ！」

　ルークの叫びが、あたしの想像を裏付けていた。

「それがあんたの能ちか力ら!?　ザヽイヽンヽ！」

「そういうことだ」

　あたしのことばに、黒ずくめは静かに答えた。

　──やはり──

　ザインは、あたしが術を発動させると同時に、あたしの後ろに出現し、ふり向きざまに後ろから切りつけたのだろう。

　空ヽ間ヽをヽ渡ヽっヽてヽ。

　あのうの夜の戦いで、ザインの見せた、おかしな動きも、この能力があってのことなら説明がつく。

　この、空間を渡る、というのは、そこそこの力を持った純魔族が、時々見せる芸である。

　しかし……いくらデーモンと合成されているとはいえ、生身でこれができるとは！

　おそらくは、合成によって身につけた魔力と、人としての魔道技術を合わせて、はじめて可能となった技なのだろうが……

　とことんやっかいだぞ。これは。

　今の後ろからの一撃は、かろうじて、服をひっかけた程度でよけられたが、次もそううまくよけられるとは限らない。

　それに、覆面のことばを信じるなら、このテの芸が使えるのは、ザイン一人ではない、ということになる。

　なおかつ数は、相手がこちらの倍以上。敵の半分以上は普通の人間だとしても、外見から、それを見分ける術すべはない。

　どうやらこれは……ちょっと苦しい戦いになりそうである。

　ザインの能力に、あたしたちがうろたえている間にも、ほかの黒ずくめたちも、こちらとの距離を詰つめている。

　こちらの五人が、うまく連れん携けいをすればなんとか──

　思ったその矢先。

　たむっ！

　覆面は、いきなり屋根を蹴けると、塀の上へと跳び移り、さらにもうひと跳びで、塀の向こう、別の区ブロ画ツクへと姿を消す。

　ああっ！　いきなり一人で逃げるかっ!?

　しかし、覆面の行動に焦あせったのは、あたしだけではなかった。

「……なにっ!?」

　ザインもまた、驚きの声を上げ、一瞬その動きを止める。

「雷ラザ花・滅クロ撃ウ吼ヴア！」

　その一瞬に、ミリーナが攻撃呪文を解き放つが、ザインは地を蹴り、あっさりかわす。

「四人は奴を追え！　残りはここの始末！」

　ザインのことばに応じ、黒ずくめの姿がいくつか、覆面を追って塀の外へと消えた。

　──なるほど。黒ずくめたちにとっては、何かを知っていそうな覆面の方が、どちらかといえば気になる存在。覆面は、逃げることによって、この場の敵の戦力を殺そいでくれたわけか。

　とはいえまだまだ、数の上ではあちらが有利。油断のできる状じよう況きようではない。

　この場に残ったザインがふたたび、あたしを目ざしてダッシュをかける！

　ぎぃんっ！

　銀ひか光りと銀ひか光りがぶつかりあって、鋭するどく澄すんだ音を夜空に響ひびかせた。

　割って入ったガウリイの剣を、ザインの剣が受け止めたのだ。

　まるで、きのうの夜の決け着りをつけようとでもしているかのように。激しい斬ざん撃げきの応おう酬しゆうがはじまった。

　こちらも、それをゆーちょーに見物しているヒマはない。この場に残った、ほかの黒ずくめたちが、あたしたちに向かって殺さつ到とうした。

　あたしも剣を抜き放ち、向かって来ている一人の方を向き、構える。

　むろんこの間、呪文は唱えはじめている。

　きゅいんっ！

　走ってきた黒ずくめの一撃を、剣で受けたその時、あたしの呪文は完成した。

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　[image: ]ぁっ！

　あたしの『力あることば』に応こたえ、数十本の氷の矢が、目の前に出現した。

　普通に術を唱えたなら、出現する氷の矢の数は、十数本がせいぜいだが、増ブー幅ストの呪文をかけるとこうなる。

「!?」

　これにはさすがにビビったか、切り結んでいた黒ずくめが、あわてて大きく後ろに跳ぶ。

「ＧゴＯー！」

　黒ずくめたちが集中しているあたりに向かって、あたしは術を解き放つ！

　ざぁっ！

　音さえ立てて、虚こ空くうを無数のきらめきが疾はしる。

　これだけ数があると、ほとんど氷の雨である。少々体術に長たけていようとも、すべてをかわせるわけはない。

「がっ!?」

「ぐあっ！」

　驚きよう愕がくにか、はたまた苦痛にか。いくつかの悲鳴が上がり、黒ずくめたちのうち二人ほどが倒れ伏した。

　今の攻撃──たしかに、デーモンと同化した相手には通用しないかもしれないが、黒ずくめたちの中には、そうでない者も多いはず。そういった連中をふるい落とすためのものだったのだが、どうやら少しはうまくいったようである。

　あたしは続いて呪文を唱え──

　きっ！　きぃんっ！

　鋭い金属音は、すぐ後ろで聞こえた。

　一体いつの間に近づいたのか、ミリーナが、あたしと背中を合わせるかっこうで、抜き身の剣を手にしてそこに立っていた。

　その向こう──かなり離れた場所には黒ずくめ二人。

　あたしを狙って、黒ずくめたちの放ったナイフか何かを、ミリーナが剣ではたき落としてくれた──と、いったところか。

　その黒ずくめたちは、何かを投げるようなしぐさで右手をふりかぶり──

「セコい戦いかたしてんじゃねえっ！」

　気合いとともに、ルークの剣が一いつ閃せんする！




　[image: ]んっ！




　魔力剣が生んだ烈れつ風ぷうが、黒ずくめたちにたたらを踏ふませる。

　そのタイミングを見計らったかのように──

「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

　ミリーナの放った、白く渦うず巻まく光弾が、うち片方をなぎ倒す！
















　なかなか息の合った連れん携けいである。

　仲間の数人をあっさり倒され、ビビったか、黒ずくめたちの何人かの動きがにぶくなる。

　しかし──動きに変化を見せないものもまた数人。

　無む謀ぼうなだけか、それとも──デーモンの能力を与えられたゆえの自信か。

　たしかに黒ずくめたちの数は減ったが、本当に手ごわい相手は丸々残っている、と考えた方がいいだろう。

　だが──こういうテはどうだっ!?

「火フア炎イアー・球ボール！」

　あたしは唱えた呪文をま上に解き放った！

　ふつうはこの術、何かに当たってはじめて爆発するのだが、これは多少、アレンジを加えてある。

「ブレイク！」

　ぱちんっ！　と、あたしが指を鳴らしたその瞬間。




　ぐごぅおんっ！




　あたしの頭上はるかで、火フア炎イアー・球ボールは、ド派手な音とともに炸さく烈れつし、夜空に紅あかい華はなを生む。

　二日前、覆面男と出会ったとき、黒ずくめたちは、『騒ぎを大きくする』と脅おどされ、いともあっさり退却している。

　ここでわざと、騒ぎを大きくしてやれば、覆面たちは退かざるをえなくなるのではないか。そうあたしは読んだわけである。

「てめえっ！　ヒマなことやって遊んでんじゃねえっ！」

　そんなあたしの考えも知らず、文もん句くをたれるルーク。

　だが、確実に、あたしの一撃は、黒ずくめたちに動揺を引き起こしていた。

　──中の一人を除のぞいて。

「きゅしゃぁぁぁぁっ！」

　動揺の色を全く見せないその一人は、獣けものにも似た叫さけびと同時に、ミリーナ目がけて斬きりかかった。

　まるで狂バー戦サー士カーのように、しかし、ムダのない動きで、絶たえ間まのない斬ざん撃げきをくり出す。

「──っ！」

　その連続攻撃を、なんとか剣で受け流し、ミリーナはすこしずつ後ろに退る。

「てめえっ！　俺のミリーナにっ！」

　どさくさまぎれに勝手なことを言いながら、ルークが彼女の援えん護ごにまわる。

「誰が『あなたの』よ」

　この状況下でも、なおかつ冷静にツッコむミリーナ。

　むろんあたしはこの間に、次の呪文の詠えい唱しように入っている。

　なんとかガウリイかミリーナを、呪文で援護したいところだが、斬り合いをやっているところに、へたなちょっかいなんぞを出せば、ガウリイやミリーナを巻き込むおそれもあった。

　ならばここは堅けん実じつに、その他の奴をぶち倒すか。

　あたしは唱えた呪文を──

「──なんだっ!?」

　場違いな声が聞こえたのは、その時だった。

　見ると、通りの端の方に、姿を見せているおっさん一人。

　おそらく、騒ぎに気づいて見物に来た、近所の住人、やじ馬その一、とでもいったところだろう。

「……！」

　ガウリイと斬り結んでいたザインも、モロに動揺の色を見せ、大きく後ろに跳んで間合いを外す。

　おーしっ！　計算通りっ！　このまま野や次じ馬うまが群れれば、黒ずくめたちはたぶん退却するはずっ！

　──が。

　ミリーナと斬り結んでいた黒ずくめの反応は違った。

　彼女と少し離れて間合いを取り──ここまでは同じだったのだが──

「邪じや魔まだ」

　無む造ぞう作さにそう言い放つと、左の手を一いつ閃せんさせた。

　とたん。

「がっ!?」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて倒れ伏したのは、その野次馬のおっちゃんだった。

　──なっ……!?

「何をする!?　ゾード！」

「見た奴ぶち殺しただけさぁ！」

　非ひ難なんの声を上げるザインに、むしろ、嬉き々きとした口く調ちようで、ゾードと呼ばれた黒ずくめは言った。

「オレたちの殺し合いのジャマする奴なんざ、片かたっ端ぱしからぶち殺しゃあいいんだよ！」

「正気か!?　騒ぎが大きくなりすぎた！　まだまだ人が集まって来るぞっ！」

「ならそのぶんだけ殺しゃあいいんだよっ！」

　言って左手を一閃させる。

　──あたしに向かって！

　!?

　言いようのない殺気を感じ取り、とっさに横に跳ぶあたし。

　なびいた髪かみのひとふさを、見えない刃やいばが、薙なぎ斬った。

　おにょれっ！　あたしの自じ慢まんの髪の毛をっ！

　などと言っている場合ではないっ！

　おそらくは、見物人のおっちゃんを殺したのと同じ技だろう。投げナイフか何かだろうと思ったのだが──

　こちらに向かう、影も、光も見えはせず、ただ、あたしの髪だけが斬り落とされた。

　不可視の衝しよう撃げき波は──

　ゾードは、おそらくナイフほどの大きさのそれを、左手のひとふりで生み出し、放っているのだろう。

　シャレにならんぞっ！　この攻撃はっ！

　ゾードの動きに注目し、相手がそれらしき動きをしたら、身をかわす。対処方法はそれしかない。

　しかし、ほかにも敵がまだいるこの状況で、ゾード一人だけに注目しているわけにもいかない。

　となると、こいつをまっ先にぶち倒すのみっ！

　唱えてる術は、相手の回かい避ひ能力も考えた上でまたまた黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！　巻き込まれないでねっ！　ミリーナっ！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　一撃を、ゾードの背をえぐるような狙いで放つ。

　あたしの狙いを読んでいたか、はたまた本能的にかんづいたか、ゾードは瞬間、前に疾はしった。

　そこに突っ込んでゆくルーク！

　ざぞんっ！

　もののみごとに──

　ルークの剣のひと薙なぎは、ゾードの脇腹を深々と切り裂さいていた。

　おしっ！　これで──

　喜んだのもつかの間のこと。

　脇腹を裂かれながらも、ゾードはルークに向かって斬撃をくり出す！

　それまでと、全く変わらぬ鋭さで。

「なにっ!?」

　ぎぃんっ！

　驚愕の声を上げながらも、なんとか一撃を受けるルーク。

「てめえっ!?」

「きははははっ！　無理だよっ！　これくれぇじゃあ俺は死なねぇよ！」

　おいおいおいっ!?

　こいつ……なんつー生命力！　なんとかとっとと倒しておかないと……

　だが、あたしたちが次のモーションを起こすより早く。

「退ひくぞっ！」

　ザインの声があたりに響いた。

　応こたえて即座に、戦線から身を遠ざける黒ずくめたち。

　──ただ一人の例外──ゾードを除のぞいては。

「ゾード！」

「退けよ！　勝手に！　オレはもっと、こいつらと、殺し合いをやりたいのさっ！」

　ザインの叱しつ責せきに、完全にイッてるセリフを吐く。

　……こんな性格の奴に、こんな能ちか力ら与えるなよ……

　それとも──デーモンとの同化が原因で、性格の方がこうなったのか。

「貴様の勝手な行動、あヽのヽかヽたヽはどう思われるかな!?」

　ぴくんっ！

　ザインの陳ちん腐ぷな脅おどし文もん句くに、しかしはじめてゾードは動揺の色を浮かべた。

　あわてて大きく跳ぶと、ルークたちとの距離を取り、

「……わ……わかったよ！　オレが悪かった！」

　焦あせった口調で、いきなり素す直なおなことを言う。

　……？……

「退くぞ」

　今度こそ。

　二度目のザインの命令に、黒ずくめたち全員が、闇に紛まぎれて消えてゆく。

　ザイン自身も退却し、あとに残るは、あたしたち四人と、ちらほらと集まりはじめたやじ馬たち。

「──とりあえず、あたしたちも退散した方がよさそうね」

「そうね」

　あたしのことばに、ミリーナは、言って小さくうなずいた。

「行き先は──落ち着いて話のできるところがいいわね」




「……なるほど……そーいうことかい……」

　あたしの説明が終わったそのあと。

　酒のカップをかたむけながら、ルークは面おも白しろくもなさそうな口調でつぶやいた。

　黒ずくめたちと一戦を交えたあのあと。

　とりあえずあたしとガウリイは、一旦宿に戻って荷物を取ると、塀で仕切られた、町の中央区ブロ画ツクを離れ、ルークたちとともに、町の端にある、開発途上の区ブロ画ツクの宿屋へとやって来ていた。

　町の整備などは行われておらず、とりあえず片っ端から家が建てられている、といった感のある、雑然としたところだった。

　治安などに関しても、いまいちの感があり、当然、荒あらっぽそうな奴、怪あやしい奴、なんぞがけっこーいたりする。

　しかしそれゆえにこそ、身をひそめるにはもってこい──だと思うのだが。

　そんな区ブロ画ツクの一角にある、さして古くもないくせに、みょーにうらさびれた感のある、宿屋兼酒場に、あたしたち四人は場所を移していた。

「じゃあこれで、代行と、黒ずくめ連中がグルだ、ってことは本決まりだな」

「ま、そうなるわね」

　あたしは、夜食メニューのサーモン・サンドイッチを口に運びつつうなずいた。

「……ちっ。まんまと俺たちだましやがって……」

　くやしそうに吐はき捨てるルークに、しかし、ミリーナは、横から冷静な声で、

「『俺たち』じゃないわ。あなただけよ」

「……へ……？」

　そのことばに、ルークは目を点にして、

「ひ……ひょっとして、代行のこと信用してなかったのか？　ミリーナ？」

「いつか言ったでしょ？　私、赤毛の人は好きじゃあないの」

「……い……いや……それは偏へん見けんじゃねーかなー、とか思ったりするけど……」

「けど、代行の護ご衛えいのしごと引き受けたのって、あなたじゃなかったの？」

　ルークとミリーナ、二人の会話に、あたしは横から口をはさむ。

　たしかルークは、そんなふうに言っていたはずだが……

「そうよ。ちょっとした事情があって」

　ミリーナは、いつもの冷静な口調で、淡たん々たんと、ことのいきさつを語りはじめた。




　しばらく前のとある夜──

　ここから少し離れた町での話だが、ルークからのしつこいらぶらぶ[image: ]攻撃にうんざりし、（当人談）一人、宿を出たミリーナが出会ったのは、とある男だった。

　いわく。自分はソラリアの、ロード・ラングマイヤーに仕つかえていた者だ。実は今、ロードの地位が、とある人物によって乗っ取られようとしている。このままではロード一族全員謀ぼう殺さつされるおそれがある。自分は今、ことの次第を伝えるために、国王のもとへと赴おもむく途中だ。道中の護衛を頼たのみたい、というのだ。

　ミリーナは、その話を断ことわった。

　むろん、どこぞのルークのように、そういう地じ味みなしごとはしたくない、なんぞというわがままな理由からではない。

　男のことばが噓うそだ、と思ったからである。

　無理もない話である。ふつー、通りすがりの旅の戦士に、しかも、依い頼らいを受けてくれるかどうかもわからない相手に、ロードの地位を乗っ取りかけられているだのなんだのと、ぺらぺらしゃべるわけはない。

　おそらくは、こちらを騙だまして何かに利用でもしようとしているのだろう──ミリーナは、そう判断したわけである。

　そして──

　翌日。

　その男の死体が、通りに転がっているのを見て、はじめて、彼女の心に疑ぎ念ねんが湧わいた。

　男の言ったことは、真実ではなかったか？　通りすがりの彼女に、いきなりすべてを話したのは、追いつめられた者の、ワラにもすがる思いと、自分が抹まつ殺さつされた時、真実を知る者を残しておきたかったからではないか？　と。

　そして──それを確かめるために、ミリーナは、この町へとやって来た。




「……けどよ。あの代行が、黒ずくめ連中の黒幕だったとしたら、よくあんたら雇やとったよなー」

　ミリーナの話をひと通り聞き終えて、ガウリイが、ぽつり、と疑問を漏もらす。

「利用できるものは利用する主義なんでしょ」

　ブランデーを垂らした香こう茶ちやをしずかに口に運びつつ、ミリーナは言った。

「もう少し城にいて、いろいろ調べてみたかったけど、これは仕方ないわね」

「あ。ひょっとして、城であたしたちと会った時って、あれも、何か調べてたの？」

　あたしの思いつきの問いに、ミリーナは、無言のままで、首を縦たてに振った。

「あたしたちが忍び込んだあの部屋──おじーさんが一人寝てたわ。薬を盛られて、ね」

　ぴくんっ。

　ミリーナの眉まゆが小さく跳ねる。

「あたしの想像じゃあ──たぶん、あれがロード・ラングマイヤーよ」

「乗っ取りの話は本当、ってことか……」

　ガウリイは、むずかしい顔でつぶやいて、

「けどよ、そうするとあのラーヴァス、って奴、一体何者なんだ？」

「間違いねーのは、敵だ、ってことさ」

　いともあっさり言い捨てるルーク。

「けどよ。何者、って言えば、それより気になるのが、あの覆面男だ。あいつ、何者なんだ？」

「……まあ……敵じゃあなさそうだけど……」

「わかんねーぞ。たとえばあれが、国王の密みつ偵ていとかだったら？　ラーヴァスのところをかき回すのに便利だから、俺たちを利用してるだけ、とかよ。

　となると、ここ一番じゃあ頼たよりにならねえ。

　あるいは──ロードの息むす子このベイサムとかが、生きてどっかへ逃げのびてて、あいつはその部下、ってことも考えられるわな。

　そうなると、いろいろ事情を知っててもおかしくないわな。

　けどよ、もしそうだったとしたら、俺たちのことは利用するだけ利用して、ラーヴァスぶち倒したあとは、ごたごたを表ざたにしねーために、俺たちの口を塞ふさぐ──なんてことにもなりかねねーんじゃねーのか？」

「なら……味方としては考えない方がいい、ってことね」

「……一番面倒のないやり方は……」

　ルークは、ぽりぽり頭を搔かきながら、ちらりっ、とミリーナの方に目をやり、

「こんな町、あっさりおさらばして、国王あたりに事情を知らせて、あとは任まかせる、って奴だな」

「なら行けば？　事情を知らせに。一人で」

「ミリーナぁぁぁぁぁぁぁ」

　つめたく言い放つミリーナに、泣いて取りすがるルーク。

「……一応聞くけどよ。こっちはどうするんだ？」

　あたしの答えは、むろん予想しているのだろう。苦笑で問いかけるガウリイに、あたしは笑えみを浮かべて答えた。

「決まってるじゃないっ！　あたしにケンカ売った奴は、猫ねこも杓しやく子しもロード代行もぺぺぺのぺぃっ！　よ！」

「──決まりね」

　変わらぬ口調で言うミリーナ。

　ルークも、ひらきなおったか、やはり苦笑を浮かべつつ、

「それじゃあ、ちょいとほとぼりが冷さめるのを待って反撃、だな」

「なぁぁに手ぬるいこと言ってんのよ」

　サンドイッチの最後のひと口を飲み込み、あたしは立ち上がった。

「突とつ入にゆうよ。今から」




　ソラリアの夜は、いつになくざわついていた。

　二夜続きのこの騒ぎである。当然と言えば当然だろうが。

　あたしたちが戦っていたあたりは、通りにやじ馬がひしめき、やじ馬整理と現場調査に、警備兵たちが、右往左往をこいている。

　そんな様子を眼下に眺ながめつつ、あたしたちは、夜空を舞っていた。

　目ざすは──あたしとガウリイが最初に忍び込んだ、神殿のようなあの施し設せつ。

　あの時と今とで違うのは、まず人数が違う、ということ。そして何より、今回は、調査ではなくケンカを売りに行くのだ、ということ。

　おそらくあそこの地下あたりには、かなり重要な施設があるはず。ひょっとしたら、ザインやゾードのような人じん魔まを造り出すための施設、という可能性もある。

　それを確かめ、叩たたきつぶす。

　もちろん、とっとと決け着りをつけたいのなら、このままいきなり城に行って、ラーヴァスを締しめ上げて全部白状させ、ぶち倒す、というテもある。

　正直な話、あたしは最初、そう提案したのだが、それにはミリーナが異を唱えたのだ。

　状況から考えて、ラーヴァスが怪しいことは間違いないが、決定的な証しよう拠こがあるわけではないこともまた事実。

　もし万が一にも、ラーヴァスが黒幕でなかった場合、取り返しがつかない、というのが彼女の意見。

　そうなった場合、『ごめーん。間違えちゃった[image: ]　てへっ[image: ]』とか言ってごまかす、というあたしの意見は、ミリーナにつめたく却きやつ下かされた。

　そこで襲しゆう撃げき目標が、各施設へと変更されたのだった。

　ラーヴァスが黒幕であろうとなかろうと、ここが黒ずくめたちの重要拠きよ点てんになっていることだけは間違いのない話である。

　敵の戦力に痛いた手でを与え、なおかつ、うまくいけば、黒幕の特定や、反乱の証拠を見つけることもできるかもしれない。

　それに、ザインたちも、ひょっとしたら今ごろは、「黒幕」のもとに赴おもむいて、ことの次し第だいを報告しに行って、るすかもしれない。

　さっきの今で、あたしたちが反撃してくるとは思っていないだろうし、いずれにしろ、多少なりとも、施設の警備は手て薄うすになっているはず。この機を逃のがす法はない。

「──見えたっ！」

　風の結けつ界かいのその中で、あたしは小さくつぶやいた。

　ドーム屋根の神殿ふうの建物。

　術をコントロールして、あたしはそちらへと向かう。

　夜の暗さと、まわりをとり巻く風の結果のゆらぎのせいで、はっきりとは見えないが、警備の数は、前に来た時より少なくなっているような気がする。

　あたしたち四人は、屋根の上へと降り立った。

「ミリーナ、ちょっと風の結界張って」

「何するの？」

「消音」

　そのひとことであたしの考えを察したか、彼女は呪文を唱え、あたしたち四人を包む風の結果を張った。

　そして──

「振ダム動・ブ弾ラス！」




　ごぐぁっ！




　あたしの放った一撃が、足下の屋根をぶち抜いた！

　かなり盛せい大だいな音がしたが、まわりに張った風の結界が、音をほとんど消してくれたはず。

　あたしたちは浮ふ遊ゆうの術を使い、開いた穴から、建物の中へと降り立った。

　以ま前え来た時と、やはり変わらず、あたりは一面の闇。しかし今回は、多少盛大にやってもかまわない。

　あたしが明かりの呪文を唱えようとした、まさにその時。

　ばだむっ！

「何事だっ!?」

「貴様ら一体!?　動くなっ！」

　外に面した扉とびらが開き、口々にわめきながら、なだれ込んでくる警備兵たち。

「な……なんで!?　音消したのにっ!?」

「ガレキがこの中に落っこった音聞いたんじゃねーか」

　あたしの叫びに、冷静につぶやくルーク。

　……あ……そーいえば確かに……

　あの結界の張りかたじゃあ、屋根の外へ漏もれる音は防げても、ガレキが建物の中に落ちて、反響しまくる音までは防げなかっただろーし……

　……けっこード派は手でな音したかもしんない……

　──いやいやっ！　しかし今は、過ぎ去ったことをくやんでいてもしかたないっ！

　あたしは急いで呪文を唱え、並んだ長いすをまわり込み、のたのたとこちらへ向かう兵士たちに向かって、

「眠スリーりピング！」

　ばたばたばたっ！　と、面白いように、その場に倒れ伏す兵士たち。

　あっさり寝込むところを見ると、この兵士たちの中には、ザインやゾードのような人魔は混じっていないようである。

　兵士たちはまだ突入して来るが、あたしの、あるいはミリーナの呪文が、片っ端から彼らを眠らせ、こちらの術をかいくぐって近づいてくる兵士たちは、ガウリイとルークの攻撃で、いともあっさり失しつ神しんさせる。

　やがてほどなく。

　礼拝堂の中に突入してくる兵士もいなくなり、あたりには、累るい々るいと、兵士たちがノビているだけになった。

　前は、ここにも黒ずくめが二人ほどいたが、さきほどの襲撃に狩かり出されて戻っていないのか、はたまた他の理由があるのか、姿を現す様子はない。

　どこかに──たぶん地下にある、本施設の方で、手ぐすね引いて待ちうけているだけなのかもしれないが。

　ともあれあたしは、あらためて呪文を唱え──

「明ライりテイよング！」

　ぱぁっ。

　天井に向けて放った明かりは、ゆらゆら虚そ空らに漂ただよって、建物の中を照らし出した。

　並んだ長いす。中央に通路。正面には、神像を背に、かなり立りつ派ぱなつくりの祭さい壇だん。

　これなら十分、本物の礼拝堂としても利用できる。へたに警備などしたりしなければ、あたしも、ここが何かのカムフラージュだなどとは思わなかったかもしれない。

　おそらくどこかに、隠し扉か何かがあるのだろうが、そんなものをわざわざ探すつもりはない。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「振ダム動・ブ弾ラス！」




　どがぁっ！




　増ブー幅ストをかけた一撃を、問答無用で、通路の床にたたきつける！

　床材の砕くだけたあとには──地面。

「……ちっ。ここじゃなかったのね」

　うまくいけば、一発で、下の施設への通り道ができると思ったのだが。

　あたしは続けて呪文を唱える。

「……おいおい……まさか、行き当たるまで、この調子で呪文ぶっ放し続けるのか？」

　あきれた口調で問うガウリイ。

　むろんあたしは、そんなまねをするつもりはない。

　むき出しになった地面に、たむっ、と手を当て、

「地ベフイ精ス・ブ道リング！」

　トンネル掘ほりの呪文で、大地に長細い穴あなを掘る。

　この呪文を何度か使って、あちこちにトンネルを伸のばせば、地下施設のある場所はすぐにわかる、という寸法である。

　しかし、二度目の呪文を唱えるまでもなく──

「見つけたわ」

　ま下に掘ったトンネルの先から光が漏れている。

　どうやら施設は、すこし深い部分に隠されていたようである。

　もう一度、呪文を唱え、穴をひろげて──

「……と……待てよ……」

　浮レビテー遊シヨンあたりを使って入ろうかとも考えたのだが、ふと、思いなおして、あたしは別の呪文を唱える。

　トンネルの奥へと向かって──

「火フア炎イアー・球ボール！」

　づごぅんっ！

　トンネルの奥からふき上がる炎がおさまったその瞬間を狙って、ルークとミリーナの二人が、浮レビテー遊シヨンの術で降りてゆく。しばし遅れて浮レビテー遊シヨンで、二人に続くあたしとガウリイ。

　降りたところは、なーんにもない、ひたすらまっすぐな通路だった。

　白い壁かべの一部が、今のあたしの火フア炎イアー・球ボールで、すすけて黒くなっていた。

　降りたとたんの待ち伏せもありうる、と、念のためで放った一撃だったが、どうやら近くに敵はいないようである。

　もっとも──今の音で、集まってくる可能性はあったが。

　ともあれ、こんな場所で敵が出て来て、飛び道具でも使ってくれば万事休すである。となれば、一刻も早く場所移動。

　あたしはまたまた呪文を唱え──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　だごがぁっ！

　とりあえずカンで、片方の壁へと術を放った。

　──大当たりっ！

　壁にはぽっかり穴があき、その向こうには、かなり広い空間があった。

　ロクに内な部かを確かめもせず飛び込んでみれば──

「──な……な……!?」

　かなり広い部屋の中には、魔道士姿が合計五人。うろたえたくった、おびえた視線を、こちらの方に向けている。

　魔道士──といっても、見た目と態たい度どからすると、攻撃呪文をびしばし操あやつる──というタイプの連中ではなく、研究一辺倒、といったタイプのようだが。

　部屋にいたのは、魔道士ばかりではなかった。

　いや──この場合、『いた』と言うより『あった』と言った方が適切だろうか？

　部屋の中には、数十本の、合キ成メ獣ラ製造用のクリスタル筒。

「生命の水』が満たされたその中には──

　おそらくは、人とデーモンの合成実験の『成果」なのだろう。半なかば人、半ばレッサー・デーモンのような姿のままで浮かんだ男。首から下が、異様な変形をとげている女性。

　そして、全身をいびつに変形させた──子供。

　そこに浮かんでいる、かつて人間だったものが、すくなくとも、自ら望んで実験台になったのでないことだけは確かだった。
















「──てめえらっ！」

　ルークは怒りの声を上げ、手近にいる魔道士のひとりのえり首をひっ摑つかむ。

「……わ……わわわわわっ！」

　あたしたちが入ってきたのとは反対がわ──ドアのそばにいる魔道士のひとりが、あわててドアノブに手を伸ばし──

　どがっ！

　その背中に、ルークの投げ放った剣がつき立った。

　……ず……

　魔道士の体は力を失くし、ドアにもたれてずり落ちる。

「動くな。殺すぞ」

　静かな声のその中に、ルークの本気を感じ取って、魔道士たちはその場に凍こおりつく。

　彼はふたたび、えり首を摑んだ魔道士に視線を戻し、

「全部話せ。いやなら、指を一本ずつねじり折る。それでも話さないなら、殺して、次の奴に聞く」

　目が完全にマジである。おそらく、ほうっておけば、ルークは本気でやるだろう。

　しかし、あたしたちとしても、このクリスタル筒の中を見せられては、ルークを止める気にはなれない。

「わ……！　わかった！　話すっ！」

　だんまりはムダと悟さとったか、はたまた単に根こん性じようがないだけか、魔道士はあっさりと音ねを上げた。

「我々は……！　ここで、実験をやらされていたんだっ！　人間に、アストラル・サイドから召しよう喚かんしたデーモンを憑ひよう依いさせる実験だっ！」

　……ん……？

　魔道士のことばに、何かがあたしの心に引っかかった。

「まだ自じ我がの確立していない子供に憑依させたらどうなるか、男と女、大人と子供では、能力、適性、外見の変化は……」

「研究の内なか容みはどうでもいい」

　恐きよう怖ふにせき立てられた、魔道士の、悲鳴に近いことばを、ルークの静かな声が遮さえぎった。

「命令したのは誰だれだ」

　その問いに魔道士は、一瞬だけ、ためらいの色を見せてから、

「……ラ……ラーヴァス様だ」

　──やっぱし──

「なるほど……で、お前たちは、ロード代行様の命令で、こんなくそくだらねー人体実験やってたってわけだ」

「め……命令だったんだっ！　私が……！　私が悪いわけじゃないっ！」

「……ほぉう……」

　全然反省のない魔道士のセリフに、ルークの表情に、一瞬、危険な色が浮かぶ。

「そこに浮かんでる女子供、自分で実験台を志願したわけじゃねーだろ？　命令なら、誰に何しても、おめーは悪くないわけだ？

　なら、もし俺が誰かの命令でお前ぶち殺しても、俺は悪くねーわけだ」

「……まっ……!?」

　どぐっ！

　にぶい音と同時に、魔道士の体が小さくふるえた。

「──！」

　思わず息を呑むあたしとガウリイ。

　一体どこに隠し持っていたのか──ルークが、空いているほうの手に、いつの間にか握にぎった短ダ剣ガーで、魔道士の胸を一撃に突いていた。

　……とさっ……

　摑まれていたえり首を離され、魔道士の体が床にくずれ落ちた。

「やりすぎよ。ルーク」

「これ見てなんとも思わねーのかよっ!?　ミリーナ！」

　しずかにたしなめるミリーナに、しかしルークは珍しく、強い調子で反論する。

「命令だ、とかって言ってよ！　こいつら……自分らのやったこと、悪いともなんとも思ってやがらねえっ！　こんな連中……！」

「そいつらをどうにかするより先に、なんとかしないといけない連中がいるでしょ」

「…………！」

　ミリーナのことばに、ルークは、ぎりっ、と奥歯をかみしめて、

「こーいうの見るとよ……人間キライになっちまいそーだぜ……」

「私も人間よ。そして、あなたも」

　彼女のことばに、すこしだけ、ルークの肩から力が抜ける。

「……そう……だな……

　なら……こいつらは……」

　ちらりっ、とルークが向けた視線に、魔道士たちは、おびえ、ひとところに集まる。

　そこへ──

「眠スリーりピング！」

　いきなり飛んだあたしの呪文に、ぱたぱた倒れて眠りこける。

「とりあえず……このまま転がしとく、ってことでどう？」

「……ああ……」

　苦い口調でうなずくルーク。

　どうやらまだ、腰の虫はおさまっていないようだが、眠っている相手を腹いせに殺すような真ま似ねは、さすがにやらないだろう。

「ンな小者連中にかまってないで。倒す相手が決まった以上、今から城に乗り込んで、ラーヴァスぶち倒すわよっ！

　この連中、煮にるなり焼くなりしたいなら、そのあとでやればいーでしょ」

「……けどよ……ここを出る前にもうひとしごとありそうだぜ」

　あたしが壁に開けた穴から、通路の方を眺ながめつつ、ガウリイが言う。

「──敵!?」

「ああ。おいでなすったぜ」

　通路の方を眺めたまま、彼は剣を引き抜いて、

「まだ姿は見えねーし、気配も殺してるみてーだけどな。

　囲まれてるぜ。たぶん、この部屋」

「わかるか？」

　ガウリイのことばに、いぶかしげな視線を向けるルーク。

　たしかにあたしたちでは、その気配──いや、気配以下の、微び弱じやくな、存在感とでもいうべきものを感じ取ることはできないが、ガウリイの野性のカンは、すくなくともあたしの知るかぎり、今まで外れたことはない。

　しかし、この部屋が囲まれているならば、相手の取る戦法は──

　──そうかっ!?

　あたしはあわてて、口の中で呪文を唱えはじめる。

「いーさ。やってやろうじゃねーか！　ちょうどくさくさしてたところだっ！」

　むしろ陽気な口調で言い放ち、ルークは扉に近づくと、倒れた魔道士に刺さった剣を引き抜く。

　その瞬間。




　がぉんっ！




　ド派手な音とともに、扉が外から内むきに吹き飛んだ！

　おそらくは外から振ダム動・ブ弾ラスあたりをぶちかまされたのだろう。

　やっぱりそう来たかっ！

　同時にあたしは唱えた呪文で、扉に風の結界を張る。

　[image: ]おっ！

　ほとんど同時に。

　風の結界がゆらぎ、ふくらみ、火か炎えんの色に赤く染そまった。

　扉の向こうにいる敵の放った、火フア炎イアー・球ボールの炎によって。

　つまり。連中は、扉を破ると同時に、部屋に火フア炎イアー・球ボールをたたき込み、あたしたちを一いつ掃そうしようとしたのだろう。

　むろん中にいる、仲間のはずの魔道士たちもろとも。

　もしあたしたちが、飛び込んでくる火フア炎イアー・球ボールから逃れるために、壁の穴から通路に飛び出せば、おそらく通路の両端に待機している連中から、飛び道具の連打が浴あびせられる、とかいった段取りにでもなっているのだろう。

　連中が、すぐさま攻撃をしかけてはこなかったのも、この包ほう囲い網もうを完成させるためだったのだろう。

　しかし──ガウリイのカンを甘く見たのが失敗のもとっ！

　扉のむこうの炎がおさまり、あたしが風の結界を消したその瞬間。

　だっ！

　ふり向き、地を蹴けり、ガウリイは、扉の外へと飛び出した。

　顔を見合わせ、うなずいて、ルークとミリーナがそのあとに続く。

　あたしもそのあとを追おうとして──ふとあることを思いつき、呪文をとなえ、ちょいとした小こ細ざい工くをしかけておく。

　三人のあとを追ってみれば、扉の向こうは、ここよりさらに広い部屋。やはり実験室なのか、なんだかよくわからない装置や、例のクリスタル・ケースなどが、あちらこちらに並んでいた。

　部屋の中には、やはり十人ほどの黒ずくめ姿。

　こちらを仕し留とめたと思って油断していたのか、はたまた単に腕の差か、あたしが扉のところにたどり着いた時には、すでにそのうち二人ほどが、床に倒れ伏していた。

　ガウリイのくり出す剣に圧されて、黒ずくめの一人が後ろに退り──

　だっ！

　いきなり、ガウリイの横──何も入っていないクリスタル筒の影から、別の一人が飛び出し、剣をふりかぶる！

　──が──甘いっ！

　ぞんっ！

　半歩退って、正面の相手から、ほんのわずかに間合いを開き、左足を軸じくに半回転。その動きと勢いを利用したガウリイの一撃が、その黒ずくめの腹を薙ないでいた。

　よろりっ、と前のめりに倒れるその黒ずくめの体を、ガウリイは、前の黒ずくめ目がけて蹴り飛ばす！

「!?」

　正面の黒ずくめは、反射的に、仲間の体を受け止めて──

　ざずっ！

　その瞬間。ガウリイの剣が、二つの体を同時に薙ぎ斬っていた。

　この間にも、ルークとミリーナの連携が、黒ずくめの一人を倒し、あたしは呪文を唱え終え──

　ごがらっ！

「うわっ!?」

　盛大な音と悲鳴は後ろから聞こえた。

　──ふっ。かかった。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　ふり向きざまに、落とし穴にかかってもがく黒ずくめたちに、唱えた呪文をぶっ放す！

　ごがぁっ！

　むろんよけられるわけがない。一撃をまともに受けて、コゲて吹っ飛ぶ黒ずくめ一同。

　これもひとえに、あたしがさっきしかけておいた小細工のおかげである。通路の奥に待機している連中が、突っ込んで来た時のことを考えて、廊ろう下かへ続く壁の穴の下に、地ベフイ精ス・ブ道リングでトンネルを掘っておいたのだ。

　誰かが上に乗れば、崩くずれるほどの厚みだけを残して。

　通路の端にいた黒ずくめたちは、いつまで待っても部屋で火フア炎イアー・球ボールがはじける様子もない上に、奥に戦いの気配が生まれたのを感じ、あわてて突っ込んできたのだろう。

　しかし、今あたしが吹っ飛ばしたのは一部のはず。まだ何人かは、こっちからやって来るだろう。

　ならば、部屋の方は三人にまかせて、あたしはこちらの相手をへち倒すっ！

　幸い、今出てきている敵の戦力の中には、例の人魔たちはいないようだが、いつあいつらがやって来るかはわからない。今のうちに、敵の数をできるだけ減らしておく必要はある。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　ずぅむっ！

　あたしの放った一撃が、通路に姿を現した、次の黒ずくめ数人を消しよう滅めつさせる。

　……と、これだけやれば、次はおそらく、相手はこの部屋の中に、火フア炎イアー・球ボールあたりの飛び道具をぶち込もうとするんじゃないだろーか。

　となれば……

　あたしは呪文を唱え──

　それが完成するのを待っていたかのようなタイミングで、破れた壁の向こうに姿を現す黒ずくめ一人。

　その手の中には、すでに、オレンジ色の光球が生み出されていた。

　やっぱしそう来たかっ！　けどバレバレっ！

「火フア炎イアー・球ボール！」

「魔デイム風・ウイン！」

　二つの呪文は、ほとんど同時に放たれた。

　アレンジを加えられていないふつうの火フア炎イアー・球ボールは、解き放たれた光球が、何かに接触したその瞬間、炸さく裂れつし、あたりに炎をまき散らす。

　しかし──火フア炎イアー・球ボールの光球自体には、魔デイム風・ウインの生み出す烈風に逆らって飛ぶほどの力はない。

　黒ずくめの方も、まさか、思ってはいなかっただろう。

　自分の放った火フア炎イアー・球ボールが、自分のところに戻ってくるなどとは。

「──!?」

　事態を理解し、逃げようとしても、魔デイム風・ウインの生んだ風の中、そうそう、自由に動けるわけもない。

　──結果。




　ごわあぁぁぁぁんっ！




　黒ずくめの放った火フア炎イアー・球ボールは、その黒ずくめ自身を灼やきつくした。

　おーし。これで、通路の方にいる連中は、うかつには仕掛けてこられなくなったはず。

　この間に……

　あたしが次の呪文を唱えようとしたその矢先。

　ま近に殺気が生まれ出る。

　そして、まさしく突然に。

　部屋の片隅に出現する黒い影ひとつ！

　この、空間を渡る技──

「ザイン!?」

「待たせたな」

　人と魔と。

　両方の能力を持った黒い姿が、あたしの前に立ちふさがった。











　　　四、亡ぼう国こくの　野望今こそついえ去る









　……ざわりっ……

　背中に、かすかな悪お寒かんが走る。

　状じよう況きようは、かなりあたしに不利だった。

　距きよ離りが近い。呪じゆ文もんを唱となえている時間はない。呪文を唱える気け配はいなど見せようもんなら、術が完成する前に、剣けんの間合いに飛び込まれ、斬きりつけられる。

　剣で戦って勝てるとも思わないし……

　むろん、逃げるというのは問題外。背中を向けたそのとたん、剣かナイフが飛んでくる。

　ガウリイたちが、こっちに気がついて、援えん護ごにでもまわってくれればいいのだが……

　この状況で、あたしにできることはただひとつ。

　すなわち──時間をかせぐこと。

「なるほど……空間を渡わたる能ちか力らを持ったのは、あなた一人だけ、ってわけね」

「好きに解かい釈しやくするがいい」

　あたしのことばに、つっけんどんに答えるザイン。

　……ま……この場面で、あいそよくされても、それはそれでブキミだが……

「ほかに同じ能ちか力ら持った奴やつがぽこぽこいるなら、全員で押し寄せてくるはずよ。それをしない、ってことは、できない、ってことね。

　ひょっとしてあんたたち、並の呪文が効きかない、ってのと、かんたんな魔ま力りよく攻撃なら、呪文なしで出せる、って基本能力に、一人ひとつずつ、なんか特とく殊しゆな芸持ってんじゃないの？

　あんたは呪文を使っての空間渡り。あのゾードとかいう奴は、呪文なしでの、衝しよう撃げき波はの刃やいばを撃うち放つ……ってなふうに」

「……………………」

　あたしのかまかけにも、ザインは無言のままである。

「けどあんた……本当に印象変わったわねー。デーモンと合成されたせい？」

「いいや……」

　ぽつり、と彼はつぶやいた。

　怒りと殺意をふくんだ声で。

「知ったせいさ。我々が国を失う原因になった者の名を」

　……国を失う？

　思わず眉まゆをひそめそうになったのを、あたしはかろうじてこらえた。

　話の流れからすると、『その名はリナ＝インバース』とかいう展開のよーだが……いくらあたしでも、攻撃呪文で国を吹ふっ飛ばしたおぼえはない。

　しかし、あたしがここで『なんのこと？　あたしわかんなーい[image: ]』なんぞと言おうもんならば、問答無用で襲おそいかかって来そうな雰ふん囲い気きである。

「ベゼルドの一件が終わってからそれを知り……そして、俺は志願した。人間をやめることを、な」

　ゆっくりと、ザインの殺意がふくれ上がってゆく。

　……いーかげん、こっちの状況に気づけよ。ガウリイでもルークでもミリーナでもいーから。

「……さて、と……」

　息をつくようにつぶやいて、ゆらりっ、と、ザインが小さく動く。

　──来るっ！

　身がまえたその時。

「リナっ！」

　扉とびらから、あたしのそばへとやって来たのはガウリイだった。

　……とはいえ……向こうを片づけて救きゆう援えんに来てくれた、という雰囲気ではないが……

「……こっちも取り込み中か……！」

「こっちもヽ……って……？」

　ガウリイがその問いに答えるより早く。

　ルークとミリーナの二人も、背を向けたまま、圧おされるように、この部へ屋やの中へと入ってくる。

　ちらりっ、と、こちらの部屋の様よう子すを見て、

「……こっちも来やがったか!?」

　吐はき捨てるように言うルーク。

　……ということは……

「来たようだな。こちらの援軍が」

　ザインのことばとほとんど同時に。

　彼の後ろ、破れた壁かべの向こうから、姿を見せる黒ずくめ。その数ざっと五、六人。

　ザインは、つめたいまなざしをあたしに向けて、

「長話で時間かせぎをして、仲間の援護を待っていたようだが……援軍欲しさに時間かせぎがしたかったのは、こちらも同じでね……」

　……くっ……！

　どうやら完全にはさまれたようである。

「ガルザード」

「はっ」

　ザインの呼びかけに、破れた壁の向こうに佇たたずむ黒ずくめの一人が応こたえる。

「この部屋に火フア炎イアー・球ボールをたたき込め。俺おれを巻き込んでもかまわん」

「はっ」

『──なっ……!?』

　思わず声を上げるあたしたち四人。

「カーマイン。貴き様さまは氷フリーのズ・矢アロー。ヅァイク、地ダグ撃・衝ハウ雷ト。俺の合あい同ずで同時にしかけろ」

　壁のところの別の一人と、扉の方の一人が応え、呪文を唱えはじめる。

　まずいっ！　それだけの術をひといきに放たれれば、呪文防御することも、この部屋の中で身をかわすことも不可能！　人じん魔まと化したザインには、全く効果がないことを利用しての戦法である。

　しかし──あたしたちがンな術を食らったら……！

「させるかっ！」

　扉の方の一団に向かってガウリイが地を蹴る。しかし！

「魔デイム風・ウイン」

「くっ!?」

　黒ずくめの一人の呪文で、動きを封じられる。

　そして、呪文が完成し──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ」

　どうむっ！

　壁がわにいた黒ずくめたち全員が、一撃で消しよう滅めつしたのはその時だった。

「──なにっ!?」

　あわてて後ろをふり向くザイン。

「お邪じや魔まするぞ。……そろそろ、決着のつけ時かと思ってな」

　黒ずくめたちのいた場所に、ゆらり、と姿を現したのは──

　例の、覆ふく面めん男おとこだった。




「貴様っ!?」

「そうかりかりするな。そう短気では、もと王室近衛このえ兵へい団だんの名が泣くぞ」

「!?」

　王室近衛兵団──

　覆面のそのひとことに、黒ずくめたちの間に動どう揺ようが走る。

　瞬間──

「地アー霊ク咆・ブ雷ラ陣ス！」

　ばぢばぢばぢいっ！

『──!?』

　ふり向きざまにミリーナの放った呪文が、扉の方にかたまっていた、黒ずくめの一団を捕とらえた！

　広こう範はん囲いの雷らい撃げき呪文で、一撃必殺の威い力りよくはないが、相手の体をしびれさせ、一時行動不能にさせるには十分。

　そこに──

　だっ！

　床を蹴けり、ルークが向かう。

　ひとたまりもなく、次々に倒されてゆく黒ずくめたち。

「……どうやら、形勢逆転、といったところかな？」

　覆面男は、ひとごとのようにつぶやいた。

　これで少なくとも、この場にいる敵はザイン一人。決してナメてかかれる相手ではないが、数の上では五対一。彼にほとんど勝ち目がないことは事実である。

「……何者だ……？　貴様……？」

　扉がわの仲間が倒されたことよりも、素す性じようを言い当てられたことの方が、動揺が大きかったのか、覆面から目を離はなさずにつぶやくザイン。

「お前たちとは同郷──と言えばわかってくれるかな？」

　そのことばに、ザインは、ふっ、と、小さく笑って、

「なるほど……そういうことか……」

「どーゆーことなのよ」

　あたしの問いに、覆面はむぞうさに、

「ルヴィナガルド、という名の国はおぼえているな」

　……あ……！

　──ルヴィナガルド──

　その名に、ようやくあたしの頭の中で、すべての話がつながった。

　ルヴィナガルド共和国。

　沿えん岸がん諸しよ国こく連合の一いつ端たんに位置するその国が、何年か前までは王国だった、ということを知っているひとも多いだろうが、ここの王室が解体された、ほんとうのいきさつを知る者はそう多くないはず。

　かつてこの国では、とある研究が、秘ひ密みつ裡りに進められていた。

　すなわち──人間を素材にしたデーモンの作製が。

　目的は──召しよう喚かん魔道士以外の人間にもコントロール可能なデーモンの量産による、軍備増強。

　その実験台として、アストラル・サイドから召喚したデーモンを憑ひよう依いさせやすい、未いまだ自じ我がの確立していない人間──つまり子供を、あちこちからさらいまくって、実験をしようとしていたのだ。

　その外げ道どうな計画を、ぷちっ、とあっさり叩たたきつぶしたのが、ほかでもない、ガウリイと出会う以前のこのあたしと、その他数名だったりするのだ。

　かくて、王室が進めていたその計画は表ざたになり──

　そのあと、どういったいきさつがあったのか、あたしはくわしくは知らないのだが、風の噂うわさに聞くところによれば、事件は他国の知るところとなり、結局、ルヴィナガルドの王室は解体。国は共和国として再出発することになったのだ。

　──しかし──

　もし、その計画を画かく策さくした、王族の連中が、ちっともこりてなかったら？

　国を逃げ延びて、どこかに身をひそめていたとしたら？

　町のひとたちは言っていた。ラーヴァスは、いきなりこの町に出現した、と。

　そして──この地でふたたび、かつて抱いたその野望を、以前以上に燃やしていたとしたら？

　そう考えれば、ザインの言った、国を失ううんぬんのセリフの意味もわかる。

　ラーヴァスがあたしを恨うらむのも。

　むろん立派な逆さか恨み、自じ業ごう自じ得とくではあるのだが、それがわかるような連中なら、最初から、人間のデーモン化、なんぞということを画策したりはしないだろう。

　あたしとガウリイに手配をかけて、町から締しめ出す、という、いちばん安全確実な手段を取らなかったのも、あたしたちを雇やとう、などと言い出したのも、あたしをこの町から逃がさず、抹まつ殺さつするためだったのではないだろうか。

　ルークとミリーナを雇ったのが、単なるきまぐれなのか、それともやはり、ベゼルドの事件で敵対したのを根に持って、やはり報復しようとしたからなのか、そこまではわからないが。

「ようやくわかったらしいな」

　あたしの表情に、覆面は、笑えみを含ふくんだ声で言った。

「……大体……ね……

　わかんないのは、どうやってここのロードに取り入ったか、よね」

「ラーヴァスと名乗っている彼と、ここのロード・ラングマイヤーとは、遠い親しん戚せきすじでな。

　それでかくまってもらっていた、といったところだろうな」

「……なかなか……よく調べたな……」

　ザインのつぶやきが、覆面のことばを肯こう定ていする。

「こう見えても私は、並みいる特イン別ス捜ペ査ク官ターの中でも随ずい一いちの切れ者、と、ご近所の奥様方にも大評判でな」

「なるほどな……それで物好きにも、こんなところまで我々を追って来たわけだ。顔を隠かくして」

「同郷の出が多いからな。私の顔を知っている者もいるだろう。

　素性を知られては、おそらく、彼ら以上にマークされたろうからな」

　言ってあたしたちを目で指さして、

「……実は正直なところ、証しよう拠こが摑つかめず苦労していたのだがな。彼らが首を突つっ込んでくれたおかげで、いろいろとぼろを出してくれた」

　かませ犬か。あたしは。

　しかし──

「……ふっ……」

　覆面のことばに、ザインは小さな笑みを漏もらし、

「となれば……たしかにお前の言うとおり、決着のつけ時かもしれんな」

　言っていきなり呪文を唱えはじめる。

　そうはさせるかっ！

　あたしは、ザインと覆面が話し込んでいる間に唱えておいた呪文を解き放つ！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　だが。

「空ヴオイド！」

　一瞬早く、ザインの体が虚こ空くうに溶とけて消え去った。

　誰もいなくなったその場所を、あたしの術が虚むなしく包む。

　空間を渡ったか!?

「あいつ！　どこ行きやがった！」

「たぶん──城だな」

　あたりに視線を走らせて、声を上げるルークに答えたのは、覆面男だった。

「ラーヴァスに報告しに帰ったのだろう。我々のことを」

　言いながら、顔の覆面を取る。

「すっかり挨あい拶さつが遅おくれたな」

　覆面の下に隠されていたのは、としの頃ころなら四十過ぎ、ブラウンの短たん髪ぱつをした、シブいおっちゃんの顔だった。

　むろん、あたしの知った顔である。

　おっちゃんは、ふところからごそごそと、紋もん章しよう入りのペンダントを取り出し、

「私は、ルヴィナガルド共和国特別捜そう査さ官かん、ワイザー＝フレイオンだ。

　不法な魔道実験を行い、逃走中の、ベルギス前国王と、王室近衛兵団を追つい跡せきしている。

　──そういうことだ。リナ＝インバース」

「なるほど。それがラーヴァスの本名ね。

　──おひさしぶり。おっちゃん。あんた、けっこー強かったのね」

「……知り合いか？　リナ」

「ま、ちょっとした、ね」

　ガウリイの問いに、ウインクで答えるあたし。

　ほかでもない──以前、あたしがルヴィナガルドの陰いん謀ぼうをぷち潰つぶした時、あたしといっしょにいた、その他数名のうち一人である。
















「くわしいいきさつは、いつか、落ち着いた時にでもゆっくり話すとして……

　ともあれ今はっ！

　乗り込むわよっ！　城へっ！」




　夜の町には、ただ静せい寂じやくだけがあった。

　人通りのない道を、あたしたち五人は静かに歩み進む。

　行く手には、佇たたずむ城の影かげひとつ。

　あのあと──

　ごたごたをものともせずに、部屋の片かた隅すみで眠りこけてた魔道士一同（生きてた）をしばり倒して、あたしたちは、城へと向かっていた。

　ゆく道々で、黒ずくめたちからの妨ぼう害がいがあるか、とも思ったが、実際のところ、そういった気配は全くない。

　なかなか……やっかいな話である。

　ザインはまず間違いなく、ことの次第をラーヴァスに報告しただろう。その上でなお、途中での襲しゆう撃げきがないということは、とりもなおさず、相手は、城に戦力を集結させている、ということである。

　むろんその中には、例の人魔たちもいるだろう。

「……うーみゅ……」

　歩みは止めぬそのままで、あたしはぽつりとつぶやいた。

「けどこれって……ここから竜ドラグ破・ス斬レイブかなんかぶちかまして、城ごとぺち飛ばしたら楽なんだろーけど……だめ[image: ]」

「いーわけないだろーがっ！」

　本気でやりかねないとでも思ったのか、真顔でストップをかけるガウリイ。

「あの城の中には、ほんとうのロードだっているんだぞっ！　それに、事情を知らずに、ラーヴァスの言うこと聞いてるだけの兵士とかもいるだろうしっ！」

「いや……ンなムキになって言わなくっても……

　じょーだんよ。じよーだん。

　誰かがオッケー出してくれたらラッキーかなー、くらいのつもりで言っただけよ」

「……誰かがオッケー出したら竜ドラグ破・ス斬レイブぶちかましたのか……？」

「……いや……まあそれは……

　けどそういえば、ロードには、ベイサム、って本当の子供がいたはずだけど……結局そっちの方って……？」

「殺されてる──と考えるのが妥だ当とうね」

　あいもかわらず抑よく揚ようのない口く調ちようで言ったのはミリーナだった。

「ロード自身には、まだ利用価値がある。何かトラブルがあった時の、責せき任にん転てん嫁かのための道具としてね。対してベイサムは、ラーヴァスにとって、邪じや魔まになりこそすれ、生かしておく理由はない。

　おそらく、まっ先に暗殺されているでしょうね」

「──いずれにしても──だ」

　言ってルークは足を止める。

　そして、あたしたちもまた。

「俺たちが今からやることは変わらねーんだろ。

　つまり──

　ラーヴァスの野や郎ろうをぶっ潰つぶす、ってことはよ」

　あたしたち五人は、城の正門前へとたどり着いていた。




　ごぐぁぁぁぁんっ！




　見み境さかいなしのド派は手でな音が、夜の静しじ寂まをぶち破る。

　樫かし板いたを張り合わせただけの城門なんぞ、あたしの増ブー幅スト・振ダム動・ブ弾ラスの前ではほとんど紙きれ同然っ！

　さして幅広くもない堀ほりを、浮レビテー遊シヨンで乗り越えて、破れた城門から、城の敷しき地ちの中へと降り立った。

　──浮レビテー遊シヨンを使うなら、何も城門ぶち破んなくても、と思ったそこのきみ。まだまだ人生経験浅いぞ。

　今回は、ケンカを売りに来たのである。ケンカの基本は先手必勝。相手がよほど冷静か、よほど実力がこちらより上でもない限り、先に相手をビビらせた方が勝ちである。

「……な……！　なんだ!?　きさまらっ」

「何者だっ!?」

　まだ事情を知らされていないのか、および腰ながらも、わらわらと、集まってくる兵士たち。その数ざっと十人前後。

　その中に、見なれた黒ずくめ姿はない。

　……ま、メイン・ディッシュの前の前ぜん菜さいといったところか。

　おーし。それなら、ウォーミング・アップにひと暴れ……

『眠スリーりピング！』

　あたしの呪文が完成するよりも早く。

　いきなり飛んだルークとミリーナ、二人の呪文が、いともあっさりその兵士たちを眠らせる。

　……………………

　たあいないぞ……あんたら……いくらなんでも……

　せっかく唱えたあたしの呪文……

「上だっ！」

　いきなり響いたのはガウリイの声だった。

　──上？

　見上げたそこには──

　思わず声を上げそうになるのを、あたしはかろうじてこらえた。

　城じよう壁へきの、そして城の屋や根ねの上に。

　ずらり並んだ黒ずくめ、その数ざっと数十人！

　全員のかざしたその手に、赤い光の球が生まれる。

　火フア炎イアー・球ボール！

　なるほどっ！　中庭にふつうの兵士を配置して、自分たちの気配をそれでカムフラージュ。あたしたちが、庭のまん中あたりに来た時点で、全員で攻撃呪文をぶちかます。

　倒れた兵士たちを巻ぞえにして。

『火フア炎イアー・球ボール！』

　オレンジ色の光球が、一いつ斉せいに解とき放たれた！

　あたりにまんべんなく火球をふりまくつもりかっ！　走って逃げられるものではないっ！

　しかし──

　運はこっちに味方している！　あたしが唱えていた呪文は──

「風ボム魔・咆デイ裂・弾ウイン！」




　ごばぁぁぁぁぁぁんっ！




『力あることば』に応えて風が炸さく裂れつした。

　かなり広範囲にわたって、爆発的に風をはじけさせる術である。これで兵士たちを一気になぎ払うつもりだったのだが──あたしはこれを、頭上に向かってぶっ放した。




　どごどごごどぅおぉぉぉぉんっ！




　風に巻かれて火球がゆらぎ、はじけて炎ほのおをまき散らす！

　黒ずくめたちの放った火フア炎イアー・球ボールは、あたしの術に巻かれ、衝しよう突とつ・炸さく裂れつする。

　そして、誘ゆう爆ばく。

　風と炎にあおられて、黒ずくめたちの数人が、逆に吹っ飛ばされてゆく。

　それに対してこちらの方は、熱さで一瞬、肌はだがちりちりした、といった程てい度どのものだった。

　炎えん風ぷうがおさまりきるその前に、城の本館正面口へと、ダッシュで向かうあたしたち五人。

「はっ！」

　気合い一いつ閃せん。ガウリイの剣が、樫かしの扉をいともあっさり斬り裂いた。

「──逃がすなっ！」

「追うぞっ！」

　城壁の上の黒ずくめたちは、あたしたちを追うべく、中庭へと飛び降り、正面口に向かって殺さつ到とうした。

　──必殺のはずの罠わなを破られて焦あせっているのはわかるが、いくらなんでも考えが浅すぎる。

　ぼっ！　ばしゅっ！　ぶわっ！

　あたしとミリーナ、そしてワイザーのおっちゃんが放つ、時間差三連黒ブラス妖ト・ア陣ツシユが、入り口に殺到した黒ずくめたちのことごとくを、いともあっさり葬ほうむった。

　とはいえここでひと息ついているヒマはない。屋根の上にいた連中は、すぐに内側からまわり込んでくるはず。

　できれば、めんどい戦いは避さけて、ラーヴァスだけをとっととぶち倒したいところだが、問題は、そのラーヴァスがどこにいるか、である。

「ルーク！　ミリーナ！　この城の、謁えつ見けんの間まってどこにあるか知ってるでしょっ!?　案内してっ！」

「謁見の間？　なんでだよ？」

　いぶかしげな顔で問うルーク。

　ふっ。こいつもまだまだ人間ってもんがわかってないわねー。

「決まってるでしょっ！　たぶんそこに、ラーヴァスがいるからよっ！」




　だむっ！

　音を立て、開け放たれた扉のその向こうには、細長い広間と並ぶ石柱。まっすぐ伸のびた赤じゅうたん。

　そして──

　じゅうたんの伸びるその先に。

　悠ゆう然ぜんと腰を下ろした男が一人。

　まわりをとり巻く黒ずくめ、その数ざっと二十人。

　まさかこの期ごにおよんで、出し惜おしみはしないはず。おそらくここにいる黒ずくめたちが、この町にいる、ラーヴァスたちの全戦力なのだろう。

「……ほう……」

　玉ぎよく座ざの男──ラーヴァスは、面おも白しろそうにつぶやいた。

「案外早かったな。正面口から、ここまで来るのに。

　寄り道はしなかったようだな」

「まーね。あんたがここにいる、ってことは、わかってたから」

　言ってあたしは、ずいっ、と一歩、前に出る。

「ほう……教えてもらいたいね。

　なぜ私がここにいるとわかったのか」

「決まってるじゃない」

　あたしは、ラーヴァスを、びしぃっ！　と指さして、

「あんたみたいな小悪党って、こーゆー演出が大好きだからよっ！」

　ざわっ！

　あたしの挑ちよう発はつに、黒ずくめたちの殺さつ気きがふくれ上がる。

　しかし、当のラーヴァスは、怒るどころか、冷笑さえも浮かべつつ、

「……小悪党……か。

　まあ、どう呼んでくれてもいいだろう。

　何をどう言ったところで、お前たちに、私のことは理解できんだろうからな」

「理解なんてしたくもないわね」

「いずれにしろ、話は時間の無む駄だ、ということだね」

　言って玉座から立ち上がり、ぱちんっ、と指を鳴らす。

　ざあっ！

　左右に大きく展開し、あたしたちと、ラーヴァスとの間を遮さえぎる黒ずくめたち。

「きみたちの顔も拝おかんだことだし。これ以上、私がここで無む駄だな時間を潰つぶす理由はないな。

　私は地下で研究の続きをする。あとは頼たのむぞ」

　言って、くるり、ときびすを返す。

「逃がすかっ！」

　言って床を蹴けるワイザー。

　それが、戦闘開始の合図になった。




「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ワイザーに一歩遅れてダッシュをかけたミリーナが、唱えた呪文を解き放つ。

　あわてて身をかわす黒ずくめたち。そこに、わずかな戦線のほころびが生まれた。

　そのわずかなほころびに向かって、ワイザーが突っ込んでゆく！

　ざずっ！

　いつの間にか抜きはなった剣で、すれ違いざま、うろたえる黒ずくめの一人を薙なぎ裂さいて、そのままラーヴァスのあとを追う。

　──強いぞ！　中年おっちゃんのくせにっ！

　しかし──一いち抹まつの不安はある。

　ラーヴァスが、なぜこの謁見の間にいたか。

　冷静に考えれば答えは出る。

　あたしたちに対して、戦力の小出しは単なるムダ。となると黒ずくめたちを、一か所に集中させた方がいい。

　城内で、ン十人単位の黒ずくめたち全員が十分に動き回れる場所といえば──中庭か玄げん関かんホール、そうでなければこの謁見の間しかない。

　そして、実際戦いがはじまるまでは、ラーヴァスは、へたな所に隠れたりするより、その場にいた方が安全である。

　ラーヴァスがここにいたのも、あたしがそれを言い当てたのも、本当の理由はこっちである。あたしがさっき、ああいう言い方をしたのは、単に相手を挑発するため。そしてラーヴァスは、それが挑発だと見抜いていた。

　つまり──性格的には、かなり問題もあるだろうが、少なくともあいつは馬ば鹿かではない、ということである。奥の手のひとつやふたつ、持っていてもおかしくない。

　本当は援えん護ごに向かいたいところなのだが──立ちふさがった黒ずくめたちは、それを許してくれるほど甘くはなかった。




　ガウリイは、黒ずくめのうち二人と同時に斬きり結んでいた。

　わずかな時間差を置いてくり出される、黒ずくめ二人の斬ざん撃げきを、スピードではるかに上回る、ガウリイの剣が受け、はじく。

　二度、三度。剣をうち合わせるそのうちに、ガウリイの剣にはじかれて、黒ずくめのうち片方が、わずかにバランスを崩くずした。

　それを見逃すガウリイではない。下からの、すくい上げるような一撃が、その黒ずくめの体を──

　薙ないだ、と見えたその瞬間。

　しかしガウリイは、大きく後ろに跳び退がり、剣をま横に薙いでいた。

　ばしゅっ！

　刃やいばの薙いだ虚こ空くうが、小さな音を立てた。

「ほう!?　あヽれヽを斬るとはねぇ！」

　みょうに嬉うれしそうなその声は、剣の間合いが届とどく外、横手にいた黒ずくめの一人──ゾードが上げたものだった。




　ぎんっ！

　上段からの一撃を、ルークの剣が受け止める。

　同時に。

　ざんっ！

　その下をかいくぐるように、ミリーナの剣が、動きの止まったその黒ずくめの腹を薙いだ。

　ミリーナは、その勢いを利用して、別の一人に斬りつける。

　剣と剣とがぶつかり合ったその瞬間。

「青ブラ魔ム・烈ブレ弾イ波ザー」

　彼女の呪文が黒ずくめをなぎ倒した。

　同時に横手から、彼女に向かって伸びる銀ぎん光こう。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　びぎいっ！

　間かん一いつ髪ぱつ。ルークの放った振ダム動・ブ弾ラスが、伸びる銀の針はりをうち砕くだく。

「てめえ……」

　ルークが視線を送った先には、やはり一人の黒ずくめ。

　その両手の指先からは、合計十本、銀色の爪つめが長く伸びている。

　きんっ！　ばぢっ！

　爪と爪とをうち合わせたとたん、その間に蒼あお白じろいきらめきが散ちる。

　──雷らい撃げきの術を這はわせた金きん属ぞくの爪──

「……てめぇも人間やめてるクチか？」

　つぶやくルークのその口もとには、不敵な笑みが浮うかんでいた。




　そして──

　ショート・ソードを抜ぬき放ち、身み構がまえたままで、あたしは呪文を唱えはじめた。

　しかし、それが完成するより早く。

　あたしの目の前に、黒い姿が出現する！

　ザイン！

　ぎぅんっ！

　右手の剣の一撃を、あたしの剣は、かろうじて受け止めていた。

　だが、ザインは空あいている方の左手を、あたしに向かってくり出す。

　ただのパンチなどではない。手のひらには、魔力の光が輝かがやいている。

　──やばいっ！

　思った瞬間、あたしはそのまま後ろ向きに倒れ込んでいた。

　まさかそう来るとは思っていなかったらしく、バランスを崩し、たたらを踏ふむザイン。

　集中が乱れたか、宙に泳いだ左手から、魔力の光の色が消える。

　倒れ込みながら、足でザインの腹をまともに蹴けり飛ばす！

「──ぐっ!?」

　たとえ人間やめてても、やっぱし痛いことは痛いのか、小さな呻うめき声を上げるザイン。

　あたしはそのまま、床で後方一回転。

　起きあがりざま、唱えた呪文を解き放つ！

　ザインではなく、別の黒ずくめたちに向かって。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

「うぐをっ!?」

　まさか、いきなり自分が攻撃されるとは思ってもいなかったのだろう。黒ずくめのうち一人が、術をまともに受け、倒れ伏す。

　そこに、ダッシュで間を詰めてくるザイン。

　あたしは、ちゃきっ！　と剣を構え──

　──やっぱしやめた。

　ザインの目の前で、片足を軸にくるりと半回転。別の黒ずくめの方へと向かう。

　いくらなんでも、ガウリイとそこそこいい勝負をするような奴相手に、まともに斬り合うつもりはない。

　いきなりあたしが逃げるとは思っていなかったか、一瞬ザインの対応が遅れた。

　そしてその時には、あたしは黒ずくめの一団のまっただ中に飛び込んでいた。




　ざっ！　ばしゅっ！

　ガウリイの剣が空を切るそのたびに、炸さく裂れつ音おんがあたりに響く。

　ゾードの放つ見えない刃やいばのことごとくを、その剣が断たち切っているのだ。

　ガウリイの剣で切れるところを見ると、この刃、魔力の衝しよう撃げき波はではなく、物理的なもののようである。

「ほぉう！　たいしたもんじゃねえか！」

　なおも見えない刃を放ちつつ、ゾードは嬉うれしそうに言う。

「最初の一発、まぐれかとも思ったけど、どうしてどうして！　たいしたもんだ！」

　ぶしゅっ！

　またまた小さな炸裂音。そして──

　ざすっ！

　ガウリイの脇腹に、かすめた程度の浅い切り傷が生まれる。

「けどさすがに、完全に見切る、ってわけにはいかねえみてぇだな！」

　──そう。

　ガウリイの剣は、ことごとく、ゾードの放つ見えない刃を断っていた。

　しかし、いくらガウリイのカンとウデでも、見えないものを完全に見切ることはやはり不可能なのか、半はん端ぱに断たれた不可視の刃は、威い力りよくの小さな刃のかけらと化し、ガウリイの手に、足に、無数の小さな傷を生んでいた。

　致命傷にはほど遠い、ほうっておいても勝手に治なおる程度の傷である。

　しかし──これは、今のガウリイにとってはかなりのマイナスとなる。

　傷は当然痛みを伴ともない、痛みは集中力を奪うばう。

　集中力が失われ、見えない刃を一つでも見切りそこなえばどうなるか──

　答えは言わずともわかる。

　傷だらけのガウリイを見て、攻撃の好機と見て取ったか、黒ずくめの一人が間合いを詰め──

「ぐがっ!?」

　ガウリイに届く前に、いきなりのけぞり、倒れ伏す。

　ゾードの不可視の刃に胸を貫つらぬかれ。

「あはははははは！　馬ば鹿かかてめえ!?　自分から死にに来てどうする!?」

　仲間の最さい期ごに、ゾードは爆笑を送った。

　ガウリイが、身をかわしもせず、その場に足を止めたまま、剣をふるっていた理由がそれだった。

　ゾードは、ガウリイに向かってだけでなく、そのまわりに向かっても、見えない刃を放ち続けていたのだ。へたに動けばどうなるか、むろん、言うまでもない。

「くはははははは！　どこまで保もつかねぇ!?」

　ゾードのヒステリックな哄こう笑しようがあたりにこだました。




　ばぎぃんっ！

　ミリーナの放った呪文が、雷らい撃げきの爪つめをうち砕くだく。

　これで相手の武器の間合いは、素す手でと同じ。

　そこに、剣をたずさえ、まっすぐ突っ込むルーク。

　だが──

　瞬間、黒ずくめの爪が、ふたたび剣ほどの長さに伸びる！

　ぎっ！

　ばぢばぢばぢばぢっ！

　ルークの剣と爪とがふれあい、雷撃が、嵐となって荒れ狂う。

　こんなものを食らったら、剣を持っている人間は、ひとたまりもなく即死である。

　そう。剣を持っていれば。

　ルークは、剣と爪とが触れあうその一瞬前に、剣を両手からほうり出していた。

　そして──

「海ダル王フ・槍スト破ラツ撃シユ！」

　放った呪文が、目の前の黒ずくめの頭を砕いていた。

「そう来ると思ってたぜ。見え見えなんだよ」

　落ちた剣を拾い上げ、ルークは吐はき捨てた。

　そして一方、ミリーナは、唱え終えた呪文を解き放つ。

「幻スア霧イト招フラ散ング」

　ぶわぅっ。

　彼女を中心に、室内に霧きりが立ちこめる。

　──ただ、それだけの術である。

　敵味方の視界をある程度遮さえぎる効果はあり、本来は、逃走用などに使うのだが……

「何の真ま似ねだっ!?」

　黒ずくめの一人が、吼ほえて彼女に斬りかかる。




　ざんっ！

　あたしのショート・ソードの一撃が、黒ずくめの一人を切り倒した。

　どうやらあたしの剣の腕を、甘く見ていたようである。

　あわてて間合いを取り、剣を構える黒ずくめたち。

　そこに後ろから追いすがるザイン。

　これであたしは、ほとんど囲まれた形になった。

　おしっ！

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　いきなり高速飛行の呪文を唱えると、風の結けつ界かいをまとったまま、あたりの黒ずくめたちに、片かたっ端ぱしからぶちかましをかける！

　途中で方向を変えて──狙ねらう相手は、ガウリイいびりに気を取られているゾード！

　だが、ゾードに届とどくはるか以前に、またまたザインがあたしのゆく手に出現する。

　まっすぐに構えた剣をこちらに向けて。

　──げっげぇぇぇぇっ！

　瞬間、あたしの脳のう裏りに、これとそっくしな状況で、二枚におろされた魚ぎよ人じんのことが浮かんで消えた。

　必死に術をコントロールして、ふたたび進む方向を変える。

　──と。待てよ。

　あたしはふと思いつき、風の結界から、手にした剣をつき出した。

　この状態で、相手にぶちかましをかければ、もぉ面おも白しろいよーにすぱすぱすぱすぱ──とか思ったのだが……

「うやっ!?」

　風の結界から剣をつき出したそのとたん。

　風圧に、剣の刃が流される！

　あたしはまともにバランスを崩し──

　がっ！

　術のコントロールを失い、近くにいた黒ずくめの一人に激突する！

　その拍ひよう子しに術が解け、あたしはころころ転がって、それでもなんとかまたまた身を起こす。

　……やるんじゃなかった……

　ともあれ、今のあたしの連続ぶちかましで、当たりどころが悪かったか、ノビている黒ずくめたちが三、四人。

　なんとか体勢をたてなおしたあたしに向かって、ザインが床を蹴り──

　ミリーナが、霧を生んだのはこの時だった。




「くっ!?」

　不可視の刃のかけらのひとつが、ガウリイの、左の腕を裂さいていた。

　それほど深い傷でもないが、無視できるほど浅くもない。

「きははははははっ！　そろそろ限界か!?」

　響くゾードの笑い声。

　瞬間。視界が白はく濁だくした。

　ミリーナの生んだ霧である。

「なんだ？」

　ゾードがつぶやいたその瞬間。

　だっ！

　それまで足を止めていたガウリイが地を蹴った！

「馬鹿めぃっ！」

　言って衝撃波を放つゾード。

　しかし──

「はぁっ！」

　ばっ！　ぶしゅっ！

　ガウリイのふるう剣が、そのことごとくを、完全に薙なぎ斬り、四散させる！

「なにぃっ!?」

　あわててたてつづけに、ゾードは衝撃波を放つ。

　しかし放った片端から、かけらも残さずガウリイの剣にうち砕くだかれる。

　もはや完全に、技が見切られている。

「──霧ヽかヽ!?」

　そう。

　衝撃波を放つそのたびに、それは霧を裂き、軌き跡せきを生む。

　ガウリイは、その軌跡で衝撃波を見切っているのだ。

　なるほどっ！　ミリーナの霧は、こっちのフォローのためかっ！

「くそぉぉぉぉぉぉっ！」

　焦あせりの悲鳴を上げながら、なおも衝撃波を放つゾード。

　しかし、ガウリイは、いともあっさり間合いを詰めて──

「──くっ！」

　ガウリイをむかえうつべく、ゾードの手が、腰の剣へと伸びたその瞬間。




　ぞんっ！




　ゾードの予想を超えた速度で踏み込んだガウリイの剣が、ゾードの体を、上下二つに断っていた。




「なにっ!?」

　ミリーナに向かって剣をくり出した黒ずくめは、驚きよう愕がくの声を上げていた。

　おそらく、ミリーナの姿が、いきなり消えたようにでも見えたのだろう。

　実際は、単に彼女はその場にしゃがみ込んだだけ。霧が黒ずくめの視界を惑まどわせたのだろう。

　そして──

　ざすっ！

　伸び上がるようなミリーナの一撃が、黒ずくめの腹を薙いでいた。

　ルークも、ひるむ黒ずくめの一人を倒し、次の一人と斬り結んでいる。

　黒ずくめたちも、決して弱いわけではないのだが、ルークとミリーナの二人に、目の前で人魔を倒されたせいで、がたがたに士気が落ちていた。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごがっ！

　また一人。

　やる気のない牽けん制せい攻撃をかける黒ずくめの一人を、ミリーナの術がぶち倒した。




　あたしは走った。

　口の中で呪文を唱えつつ、ザインから遠ざかる方向に。

「逃がすかっ！」

　肩ごしに後ろをふり向けば、よほどあたしへの恨うらみが深いか、なおも追いかけてくるザイン。

　呪文詠えい唱しようなしで手のひらに魔力を生み出し、それをあたしの方に向かって解き放つ！

　しかしあいにく、当てるには距きよ離りがありすぎる。ひょいっ、とあっさり身をかわすあたし。

　魔力弾は、横をかすめてあたしを追い越し、霧の中へと吸い込まれ──

　ごがぁっ！

　そして、何かの砕ける音。

　おそらく壁かべか柱にでも当たったのだろう。

　あたしはそのまま走って、並ぶ石柱の一本の陰かげに走り込む。

　しつこくついて来るザイン。走る速さは向こうが上。ザインはあたしのすぐ後ろにまで迫せまっていた。

　その左手に、ふたたび魔力の光が宿り──

　──今だっ！

　左手を首もとに持ってゆき、小さな金具をかちゃりっ、と外す。

　ぶわっ！

　マントが外れ、風にひろがり──

「!?」

　そこに、まともにザインが突っ込んだ！

　同時にあたしはきびすを返し、手にした剣でマントを突く！

　手ごたえは──なかった。

　そして、後ろに生まれ出る気け配はいがひとつ！

　空間を渡ったか！

　あたしの予想した通りにっ！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　ばしゅっ！

　術は、後ろで発動した。

　この呪文、別に視界内で発動させる必要はない。狙ねらいはカンが頼たよりになるが、こういう真ま似ねもじゅうぶんできる。

　そして──

　──ぢんっ！

　硬かたい音を立て、あたしの足もとに、一本の剣が転がった。

　ザインがその手にしていた剣が。

　ふり向けばそこには、黒い塵ちりが、白い霧の中に散りゆくのみ。

　それが──

　悲鳴一つすら残さぬ、人魔ザインの最さい期ごだった。




　だむっ！

　蹴けり開けた扉のその向こうには、武装兵士が五、六人。

　壁ぎわにもたれている者、座っている者。小さなテーブルをはさんで、何やらカードゲームをやっている者までいたりする。

　その全員が、動きを止めて、こちらに注目していた。

　──人魔三人を倒したあとは早かった。

　完全に士気をなくした黒ずくめたちを、あたしたち四人の剣が、呪文が、片っ端からぶち倒した。

　うち何人かは逃げて行ったが、とりあえず、ンなものを追いかけ回している場合ではない。

　一刻も早く、ラーヴァスと、ワイザーのおっちゃんのあとを追うっ！

　──と、やるべきことは決まっているのだが、問題は、二人がどこへ行ったかわからない、ということだった。

　最初に二人が走って行った方はわかっているのだが──しばらく進んで、分かれ道に来ると、もうわからない。

　かくて。

　あたしたち一同四人の、あてもない探たん索さくがはじまった。

　ラーヴァスは『研究』のため『地下』に行くと言っていた。道々ルークに尋たずねてみたが、研究施し設せつがあるような地下室に、心あたりはないとのこと。

　しかし、こういった城などには、秘ひ密みつの抜け穴・地下室など、あっても当たり前である。

　となれば二人が向かったのも、そういった場所なのだろう。

　──しかし──

　ルークとミリーナが、そんな場所を教えられているわけはない。

　そこで結局あたしたちは、目についた部屋を片っ端から捜索する、という、とことん効率の悪い手段を取らざるをえなくなったのだ。

「──ちっ。ここも違うか」

　吐き捨てて、ルークは背を向け──

「──おい！　ちょっと待ってくれ！」

　声をかけたのは、カードをやっていた兵士の一人だった。

「何がどうなってるんだ!?　いつになったら部屋から出ていいんだよ!?」

　困こまった顔で問いかける。

　──ひょっとしてこいつら、あれこれの状況、ぜんぜん知らされてないのだろーか？

　兵士達の表情を見るかぎり、ルークやミリーナのことは、いまだに味方だと思っているみたいだし……

　と、いうことは、ラーヴァスの野望を知って協力しているのではなく、単にだまされてるだけなのだろうか？

　どちらなのかは知らないが、あたしたちを味方と思っているならば、悪いがそれを利用させてもらう。

「知らねーのか？　事情を」

「知るわけないぞ。いきなり『別命あるまで控ひかえの間で待機。部屋から絶対出るな』で、それっきり。さっきから、どこかで変な音がしているし……」

　ルークの問いに、別の兵士が困った顔で答えた。

「説明はあとよ」

　声を上げたのはあたしだった。

「あんたたしか、この前ラーヴァス様に食事を……」

「世せ間けん話ばなしも置いといて。

　それより、この中で、地下の隠し部屋への抜け道、知ってるひとがいたら教えて！　ラーヴァス代行が危ないの！」

　代行が危ない、の、ひとことに、顔を見合わせる兵士一同。

　とりあえず、あたしは噓うそをついてはいない。ただ、ラーヴァスを野放しにしておくのは危ない、という意味だが。

「──わかった！　わしらも行く！」

　隊長格の中年兵士が一人、言って、剣を取り、立ち上がる。

　それにならう他の兵士たち。

　むろんあたしたちとしては、ついてきてほしくなどないのだが、ここでそう言ったところで聞いてくれるわけはない。

　あたしたち四人と十人ほどの兵士たちは、隊長さんを先頭に、右に、左に、廊ろう下かを駆かける。

　そしてほどなく。

　隊長さんが足を止めたのは、とある道路の行き当たり。

　あたしは、ガウリイと、ルーク、ミリーナに目で合図して、そうっと四人で、兵士たちの輪から抜けて離れる。

　隊長さんは、壁の燭しよく台だいをひねり、どこかのレンガの一つを押して──

　──ごんっ。

　音を立て、行き止まりにしか見えなかった壁が口を開いたのは、そのとたんだった。

　人一人が、なんとか立って入れるほどの入り口である。

「──ここだ」

　ふり向いて言う隊長さん。

　はい。ご苦労さん。

「眠スリーりピング！」

　あたしの術に、あっさりばたばた倒れて眠る兵士たち。

「明ライテりイング」

　ミリーナの放った魔法の明りを先頭に、あたしたち四人は、壁に開いた入り口の奥へと入って行った。




　そこは、地下へと続く階段だった。

「大ビ当たンりゴっ！」

　言ってかけ降りるルーク。そのあとに、ミリーナ、あたし、ガウリイと続く。

　すぐに、一枚の扉の前にたどり着いた。

　ルークはドアノブに手を伸ばし──

「ちっ！　カギかかってやがるっ！　待ってろ、今──」

　呪文を唱えかけるのを制し、ガウリイがドアの前に立つ。

　そして。

「はあっ！」

　ぎざんっ！

　気合い一いつ閃せん。ドアはあっさり斬られて床に転がった。

　さすがガウリイ！　カギ要いらずっ！

　あたしたち四人は部屋に踏み込んで──

『!?』

　思わず一瞬、ことばを失なくして立ちつくす。

　ドアの上のほうに漂ただよう、魔法の明かりに照らし出されたのは、部屋を埋うめ尽つくす黄こ金がねと銀しろがねとの輝かがやき。

　かなり広い部屋に、ところ狭せましと並んだのは、宝石をあしらった鎧よろいに剣に装そう飾しよく品ひん。

　しかも、ただのおたからではない。

　魔道の知識があるものが見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　この部屋にあるものすべて、魔マジ法ツクの・道アイ具テムなのである。

「すげーっ！　すげえぞっ！　これっ！

　みんな魔マジ法ツクの・道アイ具テムだ！

　くくぅっ！　このネックレスなんぞ、ミリーナがつけたらきれーだろーなー[image: ]」

「すごひっ！　とことんすごすぎるっ！

　くくぅっ！　このネックレスなんて、売り飛ばしたら高いでしょーねー[image: ]」

「そういうことやってる場合なの？」

　──はっ！

　ミリーナの冷さめたツッコミに、ふと我に返るあたしとルーク。

　そー言えば、本来の目的って、ラーヴァスの追撃だったよーな気が……

　むろんこの部屋には、ラーヴァスの姿も、ワイザーのおっちゃんの姿もない。

　ま、あたしがここに来たもともとの目的は、魔力剣ぶん取ることだったし、この部屋の中には、それこそひと山いくらで売れるほど、魔力剣がごろごろしているが……

　かといってここで、ラーヴァスとワイザーのおっちゃんほったらかしにして、おたからを物ぶつ色しよくするわけにもいかない。

「わかったわ！」

　手にしたおたからをふところにしまい、決然と言い放つあたし。

「ここの物色はあとまわしよっ！」

「……あとでやるわけ……？」

　困ったようにつぶやくミリーナ。

　しかし……ここがその地下室でない、ということは、ラーヴァスがいるのは、別の隠し地下室、ということになる。

　……そーするとやっぱし、またまた上に戻って走り回りながら、『隠し地下室はどこだぁぁぁぁぁっ!?』とかやらにゃあならんのか……

　……めんどーくさいぞ……とことん……

　思ったその矢先。




　とがごぁっ！




　轟ごう音おんとともに、部屋の壁かべの一部が爆ばく裂れつする！

　なんだぁぁぁぁぁっ!?

　やがて、土つち煙けむりがおさまったその向こうには──

「……よぉ……お揃そろいだな……」

「おっちゃん!?」

　そう。

　ぶち破れた壁の向こうから、土煙にまぎれてよろよろ姿を現したのは、ラーヴァスを追って、一人先行したワイザーのおっちゃんだった。

　ラーヴァスをぶちのめしての凱がい旋せん──というわけではなさそうである。全身ぼろぼろの傷だらけ。致命傷には遠いものの、かなり深そうな傷もある。

「……来るぞ……」

　おっちゃんのことばに、一同が、破れた壁の向こうに目をやれば──

　ゆらり、とゆらめく大きな影が、ゆっくりと、こちらに歩み寄ってくる。

　デーモン!?

　見た目の印象はたしかにデーモンなのだが、レッサー・デーモンとも、ブラス・デーモンとも違う。

　水死人のような、異様に蒼あお白じろい肌はだに、左右非対称に頭に生えた、三本のねじくれた角。いびつに歪ゆがんだその全身。

　そして、全身から放たれる、むせかえるような障しよう気き。

　しかし……

　どういうわけか魔族というのは、基本的に、高位の奴やつほど、人間に近い姿を取りたがる。

　とすればこいつ、見た目はグロいが、それほど圧倒的な力は持っていないはず。おっちゃんが苦戦するほどの相手とは思えないのだが……

「ほう……みなさん、こんなところに。どうやら下りる部屋を間違えたようだな」

　ラーヴァスの声は、そのデーモンの後ろから聞こえた。

　ゆっくりとした足取りで、デーモンの陰から姿を現す。

「てめえっ！　この期ごにおよんで悪あがきしやがって！」

　ルークは、言って剣を抜き放つ。

「そんなデーモン一匹出してきたところで、今さらどうなるもんでもねーだろうがっ!?」

「……ふむ……」

　言われて、ラーヴァスは思案顔で、かたわらのデーモンをまじまじと見上げ、

「こいっは、今の今まで培ばい養よう液えきの中で眠らせていたんだ。

　いつだったか、ザインがリナさんたち二人をご招待した施設の、地下に眠っていたのと同じ、実験の失敗作、という奴だ」

　実験の失敗作!?

「……ってことは何!?　あの時あそこに並んでたキメラ全部、もともとは、あんたらがどっかからさらってきた人間──ってこと!?」

「そんなところだ」

　あたしの問いに、ラーヴァスは、デーモンの顔を見上げたまま、こともなげに答えた。

　……こいつ……

「このデーモンも、ちょっと特とく殊しゆなケースの実験体でね。いろいろな能力を、見み境さかいなしに付加してみたんだが……肉体に負ふ担たんがかかりすぎてね。ごらんの通りの姿になった。

　不安定でバランスが悪いが──そのぶん、いろいろな能力があるんだよ」

　彼はそこでことばを切ると、あたしたちの方を向きなおり、

「紹介しよう。ハーフ・デーモン実験体一号、ベイサム＝フリッツ＝ラングマイヤー。

　本来なら、次のロードとなるべき人物だ」

　…………!?

　あたしたち四人は、小さく息を呑のんでいた。

　──そうか──

　ワイザーのおっちゃんも、そう聞かされたからこそ、このデーモンを相手に手を出すことができなかったのか……

「ここは本来、ロード・ラングマイヤーの城と領りよう地ち。私が活動するためには、障しよう害がいとなる人間も多い。

　──邪じや魔ま者ものは消せ──という言葉がある。

　たしかに邪魔な相手を抹まつ殺さつすることはたやすい。しかし、抹殺の証しよう拠こを隠し通すことは難むずかしい。

　ならば──

　邪魔な相手を、実験台に使っては？

　邪魔者も消え、研究も進む。

　人でなくなった者たちが、私を糾きゆう弾だんすることもない。

　なかなか合理的だろう？」

「……そういうのはね……『合理的』じゃなくて『非道』って言うのよ」

　怒りにつぶやくあたしのことばに、しかしラーヴァスは平然と、

「いつの時代も、先せん鋭えい的てきな合理主義は、えてして理解されないものだ」

「オレにはむずかしいことはわかんねーけど……」

　剣を抜き、一歩前に歩み出たのはガウリイだった。

「とにかく、あんたをほうっておくわけにはいかないな」

「同感ね」

　あたしも剣を抜き放つ。

　ラーヴァスは、小さく笑えみを浮うかべて、

「なるほど。

　しかしまあいい。いずれにしろ、私も、あなたたちを生かしておくつもりはない。

　行け。ベイサム」

　ぐろぅああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　ラーヴァスの声に、半デーモンと化したベイサムが吼ほえた！

　完全に、ラーヴァスにコントロールされている。

「氷アイシのクル・槍ランス！」

　ラーヴァスに向かって、いきなり術を放ったのはミリーナだった。

　一撃は、ベイサムの脇わきを縫ぬって、ラーヴァスに──

　ぶぁしゅぅっ！

　だが、それがラーヴァスに届とどくより一瞬早く。

　ベイサムのさし出した右手のひらが、ミリーナの術を四し散さんさせた。

　同時にベイサムは、こちらに向かって突っ込んで来る！

　あわててよけるあたしたち。しかしガウリイだけはただ一人、その場に踏ふみとどまった。

　ベイサムに向かって剣を構え──

　──おいっ!?　まさか斬きるつもりかっ!?

「はあっ！」

　ざんっ！

　ベイサムの腕をくぐって剣を一いつ閃せん！

「足の腱けんを斬らせてもらった」

　ベイサムとラーヴァス、双方に油断なく視線を送りながら言う。

「これでしばらくは動け──」

　みなまで言い終わるより早く。

　ぎおおおっ！

　雄お叫たけびとともにベイサムが床を蹴ける！

「──なっ!?」

　だがしゃぁぁぁっ！

　ガウリイはあわてて大きく横に跳とび、おたからの山に盛せい大だいに突っ込んだ。

「おいおい。あまり部屋を荒あらさんでくれよ」

　笑みをふくんだラーヴァスの声。

「言ったろ。いろいろな能力を付加した、と。

　多少の傷ならすぐ治る。

　一撃で首や手足を切り落とさない限り、動き続けるはずだぞ。ベイサムは」

　たしかに──

　獲え物ものを品定めするかのように、立ち止まり、あたしたちを見回しているベイサムの足首やひざの後ろに、一部だけ、赤く染そまった部分がある。

　あれが、ガウリイが斬って、瞬時に治った部分だろうか。

「ベイサム。迷まよってないで適当に片づけろ」

　うおぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！

　ラーヴァスの命めいに応こたえて吼ほえるベイサム。その目の前に、十数本の炎の矢が現れる。

　狙ねらいは、ルークとミリーナ。そしてワイザーのおっちゃんのいる方！

　まずいっ！　二人はともかく、ワイザーのおっちゃんはロクに動けないっ！

　ごあっ！

　炎の矢は一斉に、三人の方に降りそそぎ──

「魔ま風ふう撃げき！」

　ルークの剣が風を薙なぐ！

　剣は虚こ空くうに烈れつ風ぷうを生み、降ふり来る炎の矢を薙ぎ散らす！

「魔力剣か!?」

　後ろで感かん嘆たんの声を漏もらすラーヴァス。

　そう。ルークの持つ、無む銘めいの魔力剣は、意志の力とひと振りだけで、魔デイム風・ウインと同等の烈風を生む。

　そして、ルークが地を蹴った！

　ベイサムに向かって！

「悪く思うなっ！」

　ざんっ！

　剣のひと薙ぎでベイサムの右腕を斬り飛ばし、そのままのいきおいで、後ろのラーヴァスに向かって突っ込む！

　たしかにラーヴァスを倒せば、ベイサムをコントロールする者はいなくなる。……それでベイサムがおとなしくなるとは思えないが。

　ルークは、ラーヴァスに向かって剣をくり出し──

　ぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃんっ！

　瞬間。

　耳に刺さるような金属音とともに、ルークの剣が砕け散る！

　──なっ……!?

　ラーヴァスは、武器を持っている様子はない。ただ、ルークの剣を、片手で軽く払はらっただけである。

　……まさか……！

「くっ!?」

　あわてて後ろに跳ぶルーク。

　ばぐっ！

　その右肩の肩かた鎧よろいがはじけて飛んだ。

「なるほど。私を先に狙って来たか。妥だ当とうな戦法だ。

　だが……」

　ぐあぁぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁぁっ！

　ラーヴァスの言葉をさえぎったのは、ベイサムの上げた悲鳴だった。

　ルークに斬り落とされた腕の部分から全身へと。

　肌が黒く変色し、徐々に崩ほう壊かいしつつある。

「……ふむ……思った以上にバランスが悪かったか」

　ベイサムの絶ぜつ叫きようが響く中、落ち着いた口く調ちようで一人ごちるラーヴァス。

「ある程度のダメージを受けると、自己治ち癒ゆ能力がおかしな風に暴走するか……」

　絶叫は、やがて、弱々しい苦く鳴めいへと変わり──

　それが途と切ぎれたそのあとには、完全に崩壊したベイサムの肉体が、くろぐろと、部屋のまん中に崩れてわだかまるばかり。

「意外と役に立たなかったな。まあ、これで処分の手間は省はぶけたが」

「……きさま……!?」

　剣を構えてつぶやくガウリイ。

　おそらくガウリイも気づいたのだろう。

　そして、何もしかけようとしないところを見ると、ミリーナもまた。

　凍こおりつくあたしたちに、ラーヴァスは、ゆるりっ、と視線を向けて、

「……一軍の支配者たる者が直接戦う──などというのは下策中の下策だが……

　とりあえずこの場は、そうも言ってはいられんか」

　瞳ひとみの奥に輝かがやくのは、狂きよう気きの色か、それとも──

「全員この場で死んでもらう」

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ラーヴァスのことばを合図に、あたしは唱えた術を解き放っ！

　しかし！

　ぶぉうっ！

　ラーヴァスの、素す手での右手のひと振ふりが、あたしの術をはじき散らす！

　──むろん、ただの人間にできることではない。

　これで──はっきりした。

「……ラーヴァス……」

　手て駒ごまのほとんどを失ってなお、余よ裕ゆうの笑みを浮かべる男に、あたしは言った。

「あんたも……人じん魔まだったのね……」



















「──人魔──か。

　なかなか面白い呼こ称しようだ」

　ゆっくりと。

　こちらへ歩み寄りながら言うラーヴァス。

　その生み出す敵意に圧おされるように、あわてて退るルーク。

「人間の姿を保ったまま──というのが、結構むずかしくてね。

　技術としては、つい最近完成したばかりだ。

　しかし、部下たちに力を与えたはいいが、それでのぼせ上がって逆さからわれでもしたら困る。

　それを防ふせぐ方法は──

　私自身が、彼らより強くなること。単純な答えだ」

　……こいつ……しょせん部下使いの荒い、三流悪役かと思っていたら……！

　あの見境なしのゾードが、ラーヴァスのことを言われて萎い縮しゆくしていたのも、部下ゆえではなく、ラーヴァスの力そのものを恐れていたからだとしたら……

「武道に関しても、魔道に関しても素しろ人うとの私が、どこまで強くなったのか……

　実際に試すのははじめてだよっ！」

　ことばと同時に、ラーヴァスの両手が閃ひらめいた！

　生まれた二条の魔力刃が、あたしと、ガウリイ目がけてつき進む！

『くっ!?』

　あわてて飛び退のくあたしとガウリイ。

　ぎがぁぁぁんっ！

　魔力刃は、部屋にところ狭せましと並べられた、魔マジ法ツクの・道アイ具テムを薙なぎ散らす！

　ぞくりっ。

　恐きよう怖ふが一瞬、背中を走る。

　目の前に転がってきた、魔力の兜かぶとは、まるでやわらかなバターか何かのように、さっくりと両断されていた。

「我ながらたいしたものだ！　しかし少々強すぎたかな!?　くはははは！」

　言って、次の一撃を、今度はルークに向かって放つ。

　からくもなんとか身をかわし、部屋に置いてある剣の一本を拾い上げ、ルークは鞘さやから抜き放つ。

「勝手に使ってもらっては困るな！」

　指先をはじいて小さな衝撃波。

　びぎぃんっ！

　受けたルークの剣がまたへし折れた。

「ミリーナ！　おっちゃん連れて上行って！」

　こいつ相手にケガ人がいては不利である。あたしのことばにミリーナはうなずき、おっちゃんを連れて階段を上る。

「困るんだよ！　逃げてもらっては！」

　ラーヴァスは、言って両手で印を切り──

「空ヴオイド！」

　──なにっ!?

　瞬間、ラーヴァスの姿がかき消える！

　そして！

「ぅあうっ!?」

　ミリーナの悲鳴とともに、ミリーナとワイザー、二人が階段から転がり落ちて来る。

「ミリーナ!?」

　悲鳴を上げてかけ寄るルーク。

「……だい……じょうぶ……」

　なんとか彼女は身を起こし、ルーク、ワイザーとともに、階段から遠ざかる。

「……ふむ……今度は弱すぎたか？」

　つぶやきながらゆっくりと、階段を下りて来たのは──

　言うまでもない。

　虚こ空くうを渡ったラーヴァスだった。




「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

「無む駄だだっ！」

　あたしの放った一撃を、ラーヴァスの放った魔ま力りよく塊かいがうち砕く。

　同時に、剣を携たずさえ、疾はしるガウリイ。

「無駄だと言うのが……」

　しかし。

　ラーヴァスの予想を越こえたスピードで、ガウリイは相手のふところに飛び込み、右手の剣をくり出す！

「くっ!?」

　ぱぎぃっ！

　あと一歩。惜おしいところで、ラーヴァスの右腕が剣をへし折った。

　が──

　ざんっ！

　ラーヴァスの体が小さくゆれる。

　部屋に転がっているのを拾ったのだろう──ガウリイの左手には、もうひと振りの剣があった。

　右の剣をラーヴァスが砕いたその瞬間、彼からは死角になる位置で携たずさえていた左の剣で、ガウリイは、相手の腹を薙ないだのだ。

　──やった!?

　思った瞬間、ガウリイは、剣を離して大きく後ろに跳とび退すさる。

　じゃぎゅっ！

　放たれた魔力の刃が、ガウリイのショルダー・ガードの端をたやすく切り飛ばした。

「なかなかたいしたものだ！」

　ガウリイに一撃を受けてなお、ラーヴァスは、変わらぬ口く調ちようで、

「私を倒したと思って油断してくれれば楽だったのだがな！」

　言って、ずるりっ、と、自分の腹に刺ささったままの剣を引き抜く。

　その傷口からは、一いつ滴てきの血すら流れてはいない。

　効きいてない!?

「まあいい！　まずは……」

　ラーヴァスは、ゆっくりと、ミリーナとワイザーの方に向き──

「魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　吼ほえて床を蹴ったのはルーク！

　またまたそこらで拾った剣の刀身を、赤い光が包み込む。

　ラーヴァスは肩越しにふり向いて──

　ぞんっ！

「──っがあっ!?」

　悲鳴を上げて転がったのはルークの方だった。

　ラーヴァスの背中から伸びた、数本の、槍やりとも触しよく手しゆともつかぬものに、肩口と、左の腿ももとを貫つらぬかれ。

　こいつっ！　完全に人間やめてるぞっ！

　その瞬間を狙いすまし──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　ミリーナが、唱えた術を解き放つ！

　しかし！

「空ヴオイド！」

　ふたたび空を渡ったラーヴァスは、ミリーナのすぐま横に出現した！

「見え見えだねっ！」

　がっ！

「あぐっ!?」

　脇わき腹ばらを蹴り飛ばされて、呻うめくミリーナ。

　ラーヴァスは、ミリーナに向かって右手をふりかぶり──

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぅむっ！

　その瞬間。

　あたしの生んだ『黒』が、ラーヴァスの上半身を包み込んでいた。




　なぜかは自分でもわからない。

　わからないが──その瞬間、あたしはとっさに横に跳んでいた。

　そして。

　ざずっ！

　飛び来た魔力の刃やいばが、たった今まであたしのいた空間を縦たてに薙ぎゆく。

　ぶあしゅぅぅぅぅぅぅぅっ！

　袋から空気の漏もれ出すような音を立て、あたしの放った黒ブラス妖ト・ア陣ツシユの『黒』が渦うず巻まき、消えてゆく。

「くおおおおおおおおおっ！」

　そして、その中から、苦鳴とともに姿を現すラーヴァス。

　ブラス・デーモンさえ一撃で葬ほうむるこの技を、魔力の力押しで破った!?

　顔がどす黒く変色し、声を上げているところから見て、多少は効きいたようだが──こいつ、へたな純魔族よりよっぽど強いぞ！

　ラーヴァスの放った魔力の刃が通ったあとは、石造りの床はもちろん、置いてある魔マジ法ツクの・道アイ具テムのことごとくが、さっくりと裂け──

　──いや。

　ほとんどすべてが裂かれた中に、ただ一条、銀しろがねのきらめきが残っていた。

　鞘さやを裂かれた魔力剣の刀身!?

「ガウリイ！　その剣！」

「おうっ！」

　応こたえて床を蹴るガウリイ。

　そのガウリイに向かって、ラーヴァスが魔力の刃を放つ！

　よけられないっ!?

　思ったその瞬間。

　ざんっ！

　ラーヴァスの放った魔ま力りよく刃じんは、あっさりと斬り散らされた！

　──ガウリイが手にした剣のひとふりで。




「──ちっ！」

　ラーヴァスの顔に、かすかな焦あせりの色が浮かんだ。

　壁ぎわに跳んで、魔力剣のひとふりを摑み、抜き放つ。

　そこにまっすぐ突っ込んでゆくガウリイ。

　ラーヴァスは、剣を右手に持ち、左手で魔力刃を放つ。

　しかし、ガウリイが手にした剣が閃ひらめくそのたび、そのことごとくが薙ぎ散らされる！

「くっ!?」

　あわてて右手の剣を構えるラーヴァス。彼が手にしているのもおそらく、ガウリイが持っている以上の力を持つ魔力剣のはず。ガウリイの一撃を止め、動きを封じて、左手で生んだ魔力刃で、至し近きん距きよ離りからの攻撃をしかけるつもりだろう。

　しかしっ！

　剣の威力が同じでも、使い手の腕が違えばどうなるかっ!?

　ざぎんっ！

　ガウリイの剣のひと薙ぎは、ラーヴァスが手にした剣の刃ごと、その胴を、上下二つに薙いでいた。

　だが──

「くっ!?」

　薙いですれ違うと同時に、ガウリイは、あわてて身をひねる。

　そのすぐ脇を、ラーヴァスの背から伸びる槍やりが薙ぎ過ぎた。

「──こいつっ……！」

　あわてて間合いを取り、ラーヴァスに向かってふたたび剣を構えるガウリイ。

　そう。

　体を上下に断たれてなお、ラーヴァスは倒れなかった。

　──いや、この場合、『倒れる』という言い方が正しいかどうか。

　一体どういうしかけになっているのか。腹から下を失ったラーヴァスの上半身だけが、ふぅわりと虚こ空くうに漂ただよっていた。

「……きさま……よくも私の体を……！」

　剣といっしょに斬り飛ばされた右手の傷口から、ずるりっ、と、触手のようなものが数本、生えてくる。

　……こいつ……！　この状態で、まだ生きて、動きまわれるとは！　力を手に入れたいばかりに、かなり強力な魔族と無理に同化したなっ!?

　ラーヴァスは、ふり向きざまに、右手の触手をガウリイにふるう。

　ガウリイの剣が閃ひらめく。

　触手を断たったか、と見えたその瞬間。

　ガウリイの剣をかわして触手が蠢うごめき──




　ばぢばぢばぢばぢぢぃっ！




　触手の放った雷撃が、ガウリイの全身を直撃した！

「………………っ！」

　声もなく倒れ伏すガウリイ。

　あわてて身を起こそうとするが、今ので体がしびれたか、わずかにもがくだけである。

　攻撃呪文で援えん護ごをしたいところだが、あたしはまだ呪文を唱え終わっていない。

　ラーヴァスは、ガウリイに視線を向けて──

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣ス！」

　ばぢばぢばぢばぢっ！

　虚空に生まれた雷撃が、ラーヴァスの全身をからめ取ったのは、その瞬間だった！

　放ったのは、それまで沈ちん黙もくを続けていたワイザーのおっちゃん！

「………………………っ!?」

　ラーヴァスの顔が苦痛にひきゆがみ、開いた口から、無音の絶叫がほとばしる！

　やった！

　並の純魔族さえ、あっさり葬る術である。これを食らえば──

「ごああああっ！」

　ラーヴァスが吠ほえた！

　雷撃がはじき散らされる！

　──ばかなっ！

「鬱うつ陶とうしいっ！」

　ごぅっ！

『ぐぅあっ!?』

　ラーヴァスの左手のひと薙ぎが衝撃波を生み、ガウリイが、ルークが、ミリーナが、そしてワイザーのおっちゃんが、吹っ飛ばされて、積み上げられたおたからの中に突っ込んだ。

「ちっ！　思ったほどの力が……！」

　自分の左手を眺ながめて吐き捨てるラーヴァス。

　そして。

　──ゆっくりと。

　彼はこちらをふり向いた。

　あたしは、唱えかけていた呪文を思わず中断し、その場に佇たたずんでいた。

　唱えていた呪文──

　それは、たった今、ラーヴァスがはじき散らしたのと同じ術だった。




　冗じよう談だんではない。

　いくら、魔族との憑ひよう依いだか同化だかで強化されている、とはいっても、ラーヴァスのこのしぶとさは異常である。

　攻撃力そのものは、下級の純魔族とそれほど変わりがあるわけではない。しかし、下級の純魔族ならば、覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スなどをまともに食らおうものなら、一発で四散、消しよう滅めつする。

　にもかかわらず──

「……あ……」

　ある可能性を思いつき、あたしは思わず声を漏もらしていた。

　ラーヴァスを、ひた、とにらみつけ、

「……なるほど……ね。

　よーやくわかったわ。

　なんであんたがそんなにしぶといか……」

「ほぅ……」

　あたしのことばに、ラーヴァスが、面おも白しろそうに、すいっ、と目を細める。

「あんたの身につけてる服も、アクセサリーも。

　何から何まで魔マジ法ツクの・道アイ具テムなんでしょ？　全部、防ぼう御ぎよ・回復専用の」

　考えてみれば、である。

　これだけ魔マジ法ツクの・道アイ具テムがここに転がっているというのに、それらをラーヴァスが一つも身につけていない、という方がおかしい。

　こいつのよーな、我わが身だけはとことんかわいい自己中タイプの人間（もう人間やめてるけど）なら、防御だけは、がちがちにかためているはずである。

「そういうことだ。やっと気づいたか？」

　あたしのことばに、いともあっさりうなずくラーヴァス。

　黒ブラス妖ト・ア陣ツシユを吹き散らし、覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スの雷さえもはねのけたのは、ラーヴァス自身の魔力ではなく、身にまとった数々の魔マジ法ツクの・防ガー具ダーの力によるものだったのだ。

「で……？　それに気づいてどうだというのだ？」

　……うくっ……

　言われてあたしはことばを失った。

「だからといって、有効な対策があるわけでなし。仲間は倒れて、動けるのはお前一人だけ。それで一体どうするつもりだ？」

　たしかに、それで状況が変わるわけではない。

　竜ドラグ破・ス斬レイブあたりを使えば、いくらなんでも倒せるだろうが、こんなところでンなものを使うわけにはいかない。

　なら、残るテは、覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スとかの、魔族にも効く単体用呪文を、増幅をかけてぶちかます、くらいしかないが……

　……あっさりよけられそうな気がするなー……

　ともかくっ！　今はやってみるっきゃないっ！

　あたしは呪文を唱えはじめた。

「無駄だっ！」

　それに反応して、ラーヴァスが左手で魔力の刃を放つ。

　狙ねらいが甘い。あっさり見切り、横に跳んで身をかわすあたし。

　威力の方も、最初の頃より落ちてきている。やはりさすがに体を半分にぶち斬られ、魔マジ法ツクの・防ガー具ダーに保護されているとはいえ、呪文攻撃をまともに受けて、多少ガタは来ているようである。

　ラーヴァスは、右腕の触手をこちらに向ける。

　雷撃か！

　あたしは、足もとに転がっている剣の一本を、鞘さやごと、向かい来る触手に向かって蹴り飛ばす。

　同時に。

　ばぢっ！

　触手から伸びた雷撃が、蹴り放った剣に収束する！

　つづいてあたしはまたまた、足もとの宝オ珠ーブをラーヴァスに向かって蹴り飛ばす。

　ほとんど子供のケンカのよーな、とことん低レベルの攻撃だが、ほかに時間かせぎの方法がない以上しかたがない。いくらなんでも、体のあちこちから触手が飛び出すよーな奴に、剣での近距離牽けん制せいは危なすぎる。

「……くっ！」

　さすがにこれはうっとうしかったのか、あたしが次々蹴り飛ばすものを、ラーヴァスは、触手をふるって、片っ端からはたき落とす。

「やめんかっ！」

　ラーヴァスは、左手をひと振り。広こう範はん囲いの魔力衝撃波を放つ。

　威い力りよくは低いが範囲はひろい。身をかわすのは無理。ならば──

　あたしは大きく後ろに跳とんだ。

　床を蹴ったとほぼ同時に。

　どんっ！

　衝撃が来た。

　後ろに跳んで威力を殺したとはいえ多少キツいが──なんとか耐えて、散らばったおたからを蹴散らし、そのまま着地！

　そして、呪文が完成した！

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣ス！」

「空ヴオイド！」

　二つの声が、ほとんど同時に生まれ出る。

　かすんで消えるラーヴァスの体。

　ああっ！　やっぱしよけられたっ！

　あたしの放った雷撃は、無意味に虚空を灼やいただけ。

　そして背後に生まれる気配。

　しかし、そう来ることはあたしも予想ずみ。

　横へと跳んだその脇を、魔力の刃がゆき過ぎる。

　ふり向いて、後ろへ跳んで。あたしはまたまたラーヴァスと対たい時じした。

　……くっそー。やっぱしこうなったか。

　おそらくは、あたしの呪文が完成し、『力あることば』を放つそのタイミングで空間を渡ったのだろう。

　いっそ、見境なしに空間を渡ってくれたなら、呪文を唱えつつ逃げ回り、出現したところを一撃、というテが使えるのだが……

　ラーヴァス自身は気づいているのか、いないのか、セコい性格だけあって、相手の後ろへと出現するクセがある。なんとかそのあたりを利用できればいいのだが……

　意表を突いて、あたし自身の後ろの空間に覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣スあたりをかける、というのはむろんボツ。はっきし言ってあたしも巻きぞえになる。

　ラーヴァスが消えてから出現するまでの、一瞬のタイム・ラグを利用して、死角にまわり込む……いやいや、ラーヴァスも、それへの対策くらいは考えているだろうし……

　……と……待てよ……

　いや、このテは──使えるっ！

　ラーヴァスから間合いを取って、あたしは呪文を唱えはじめた。

　使う術は──神ラグナ滅・ブ斬レード。

　虚う無つろを剣と化す術で、威力は絶大。竜ドラグ破・ス斬レイブに耐え抜くような魔族でさえ、さくさく切り裂く凶悪無比な黒魔術。

　これが当たれば、いかに魔法の防具で身を固めていようとも、ひとたまりもないはずである。

　しかし欠点は、間合いの短さ、そして持続時間の短さ。

　ともあれ、決着をつける方法はこれっきゃないっ！

「くそっ！」

　呪文を唱えはじめたあたしに向かって、次々と、魔力の刃を放つラーヴァス。さきほどと同じ展開になるのがイヤなのか、雷撃や、広範囲衝撃波は放ってこない。

　一撃ごとに、部屋に置かれた魔法の道具が散らされて、銀しろがねに、黄こ金がねにきらめき、宙に舞う。

　いくどめかの衝撃波から身をかわし──あたしの呪文は完成した！

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

「空ヴオイド！」

　予想通り、あたしの『力あることば』に反応し、ラーヴァスが空間を渡る。

　その時すでにあたしは、闇やみの刃を両手の中に生みだし、動いていた。

　ラーヴァスが出現する。

　あたしが立っていた場所のすぐ後ろに。

　出現と同時に、前に向かって魔力刃を放ち、肩口と背中から伸びた触手が、左右を、後ろを貫いた。

　しかし──あたしはそのどこにもいない。

「!?」

　あたしの位置を見失い、ラーヴァスは思わず動きを止める。

　その瞬間。

　音もなく。

　あたしの闇の刃は、ラーヴァスを左右二つに断ち割っていた。




　どっ。どざっ。

　床へと落ちる音は二度。

　闇の刃を消し、肩ごしにふり向けば、そこには、二つに断たれて転がるラーヴァスの上半身。

　あたしの見ている目の前で、その肉体は、崩くずれて白い砂と化す。

　それが、自らを人魔と化した狂王ラーヴァスの最さい期ごだった。

　その消しよう滅めつを見届けて、あたしはその場に立ヽちヽ上ヽがヽるヽ。

　──おそらくラーヴァスにはわからなかっただろう。自分がどうやって倒されたのか。

　タネを明かせばいたって単純。

　ラーヴァスが、空間を渡るその瞬間。

　あたしはただ、両手を上に伸ばして、あおむけに倒れ込んだだけなのだ。

　そして、倒れたあたしのま上にラーヴァスは出現した。

　彼は気づかなかったのだ。下半身を失ったことによって、自分のま下、という死し角かくが生まれ出たことに。

　あとは──腹筋運動の要領で、上体を起こすだけだった。

「……なんとか……終わったわね」

「……もうちょっと残ってる……」

　つぶやいたあたしに、返ってきたのはガウリイの声だった。

　全員、倒れ込んでいる中、一人、なんとかこちらに顔を向け、

「……こっちの傷の手当て……頼たのむ……」




「──とりあえず、礼は言っとくぞ」

　ひとつテーブルを囲みながら、ルークが、ややてれくさそうに言ったのは、城での戦いの翌日──全員の傷と体力がなんとか回復したあとのことだった。

　幸い、それほど手のつけられない傷を負った者はいなかった。治リカ癒バリイ程度の簡単な回復呪文とたっぷりの睡すい眠みん、それで十分だった。

　……ま、その『たっぷりの睡眠』のせいで、みんなが目を覚さましてテーブルについたのは昼になったけど……

　その、朝ごはんとも昼ごはんともつかない食事をとりながらのことである。

「礼？」

　パンを口もとに運ぶ手を止めて、おうむ返しに問うあたし。

「ああ。あんたがあいつをぶち倒してくれなきゃ、俺たちもやられてただろうからな。

　とりあえず──礼くらいは言っとこう、と思ってな」

「そんな、お礼なんて──金貨一千枚」

　ぶぴ。

　あたしが本気で言ってることを察したか、ルークの横で、無表情のまま、口にしたスープを吹き出すミリーナ。

「──ま、冗談は置いといて、だ」

「勝手に置いとかないで」

　話題を変えようとするルークに、れーせーにツッコミを入れるあたし。

「結局そうすると、ここのロードって、どうなっちまうんだろうな……？」

「いっせんまい。」

　遠い目をして、強ごう引いんに話題を変えようとするルークに、強引に話題を戻そうとするあたし。

「やっぱりよ、別のロードとか任命されることになっちまうんだろーな……」

「ンじゃ九百九十九枚」

　つぅいっ、と、ルークの頰ほおに流れる汗ひとすじ。

　おしっ！　もうひと押しっ！

「……けど、あの黒ずくめ連中って、あちこちの町に散らばってたみてーだけど、そいつら、ボスがおっ死ちんだことも知らねーで、せっせと働いてんだろーな」

「まけて九百九十……」

「うだぁぁぁぁぁぁっ！　しつこいっ！」

　先に根こん負まけしたのはルークの方だった。

　ふっ。未み熟じゆく者もの。

「大体っ！　かっこうからすりゃあ、俺たちがあんたらを手つだった、ってことだろーがっ！

　それにっ！　あのおたから部屋から、あんた、じゅーぶんいろいろモノ持ち出してただろーがっ！

　その剣だってっ！」

　言って、手にしたフォークで、ガウリイの腰の剣を指す。

　そう。それは、ラーヴァスの魔力刃に耐え、彼を上下に断った、あの剣である。

　一体どーいう素性の剣なのかは知らないが、かなりのレベルの魔力剣だということだけは事実。

　……しかし……あたしがどこぞの町で買った正体不明のショルダー・ガードといい、この正体不明の剣といい……なんか最近、えたいの知れない持ち物増えてるよーな気も……

　ま、それはそれとして。

「──たしかに。あの部屋にあった小物、ふと気がつくと、いくつかは、あたしのふところに入ってたわ」

　ルークの指し摘てきに、あたしはすなおにこくこくうなずき、

「けどね、ルーク。

　それはそれ。これはこれ。人間の欲にはかぎりがないのよ」

「あのなぁぁぁぁっ！

　そんなに金が欲しけりゃ、今からもう一回城に行って、あの部屋から好きなもん取ってこいっ！」

「ををっ！　そのテがあったわねっ！」

「……どうでもかまわんが……

　お前ら……特別わ捜た査官しの前で犯罪の話、堂々とするなよ……」

　ホットサンドイッチを片手に、横あいから、困った顔で突っ込むワイザーのおっちゃん。

「ま、それはさておいて、よ。

　あんたたち、これからどうすんの？」

　あたしの問いに、ルークとミリーナは、一瞬顔を見合わせて、

「──これまでと同じ、ね」

　答えたのはミリーナだった。

「そういうこと。宝を探して西東。俺とミリーナ、二人っきりの、らぶらぶな旅は続くのさっ！」

「ラブラブかどうかは別として──そういうこと」

「おいおい。『そういうこと』じゃないだろうが」

　ミリーナのことばに待ったをかけたのは、ワイザーのおっちゃんだった。

「まだ事後処理が残っているぞ。

　考えてみろ。事情を知らない人間から見れば、『きのう城で何かがあって、ラーヴァス代行が消えた』だ。

　このままほうっておけば、まっ先に怪しまれるのはお前たちだぞ」

『……あ……』

　思わず同時に声を上げるあたしたち。

　そーいえば……地下室の入り口探す時、あたしたちは、城の兵士に顔を見られている。

　名前も知られているだろうし……

「とりあえずそのあたりのことは、私がなんとかするが──

　いずれにしてもお前たちには、いろいろ証言してもらわなければならんからな。

　まずは魔道士協会を通してあちこちに連れん絡らくして──

　事情聴取に現場検証。

　たぶん──ひと月くらいはかかるだろうな。

　ま、悪いとは思うが、乗りかかった舟ふねだ。つき合ってもらうぞ」

　言って、にまりっ、と、ひとの悪い笑みを浮かべた。

　……あう……

　──かくてあたしたちは、ソラリアの町をあとにした──

　このフレーズが使えるのは、どうやらまだまだ先のことになりそうである……
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作：またまた来ました新しん装そう版ばんっ！

　　第十巻、ソラリアの謀ぼう略りやくをお送りしますっ！

Ｌ：たしかこのソラリアって、タイトルを決める時に作あん者たが泊とまってたホテルの名前か何かなんだっけ？

作：うむっ！　前にどこかで言った気もするけど、当時イベントの出先のホテルで、担たん当とうさんに、発表の関係があるのでタイトルを決めてもらわないと、と言われて、ホテルの名前をそのまんま。

　　あ。そのまんま、っていっても『ソラリアの謀略ホテル』とかって名前じゃないから。

Ｌ：そんな名前のホテルがあるかぁぁぁっ！

　　けど、まんまってのはどーなの。多少ひねるとか。

作：もちろんネーミングとかで、ひねる場合もあるんだけどな。

　　ひねった結果、前に何かで出したキャラの名前とかぶったり、ひねりすぎてわけがわかんなくなることもあるしなぁ。

Ｌ：そーいえば短たん編ぺん集しゆうで、九きゆう尾びの狐きつねの話をひねってたらバカップルの話が完成した、なんてこともあったわねー。

作：他にも、短編の方では時々ガ○ダムパロディネタを飛ばす時もあるんだが。

　　ある時それで、『北ほく宋そうの壺つぼ』を出そうとして、ひねったあげく、

　　ホクソウ→フォックス・オウル→キツネとフクロウの紋もん章しようが入ったツボ

　　とやったことがあるんだけど……

Ｌ：それは……さすがに誰だれも気づかないんじゃあ……？

作：うん。俺おれもそう思ったんで、ヒントとして依い頼らい人にんに、あれはいいものだ、なんて言わせたんだが……

　　それでも本体であるはずの壺のネタに気づく人は誰一人としていなかったとゆー。

Ｌ：それはもぉちょっと……なんとゆーか、ストレートにやってもいーんじゃないか、という気がするんだけど。

作：うーん。プライベートでゲームをやる時は、わかりやすさ優ゆう先せんで、キャラクターにまんまな名前も結けつ構こう使ったりするんだが。

　　さすがに今はこの名前を使わないけど、デビュー前にやったゲームには、魔ま術じゆつ師しのリナとかいたし。

　　何年か前にやったシミュレーションＲＰＧでは、キャラの職しよく種しゆが多すぎてネーミングに困こまり、結局は職種から名前をつけたりしてたし。男戦士ならバトラ、女戦士ならばファイターから取ってファイ、とか。

　　で、女の子だから可か愛わいく、名前の末まつ尾びに『りん』をつけて、星ほし魔法使いのスターりんとかができあがるわけですよ。

Ｌ：だめだからソレ！　女の子っぽくもかわいくもないから！　仲間とかガンガン粛しゆく正せいしそうだから！

　　まんまなんだかひねってるのかよくわかんないし！

作：それに比くらべたらっ！

　　ソラリアがホテルの名前だということなどささいな話っ！

Ｌ：……なんだろう……すごくだまされてるってわかっているのに、今の壊かい滅めつ的てきにだめな例れいを出されたあとだと、まだマシな気がする……

　　そーいえばこの前後で出てくるシェーラのネーミングも、心おきなくアレな気がするけど。

作：最初は単なるネタだったんだけどな。

　　そのあと、とあるファンの集いでこんな質しつ疑ぎ応おう答とうがあって。




質問者：『覇は王おう配はい下かの四人の名前って、ひょっとしてダイとナストとグラウとシェーラですか？』

俺：『それだぁぁぁぁっ！　採さい用よう。』




　　といういきさつが！

Ｌ：採用すなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　　覇王配下のみなさんがかわいそーでしょーがっ！　いじめかっこ悪い！

作：ふっ！　心配するな！

　　ちゃんと、ちょっとひねって、ディーとノーストとグルーと……

Ｌ：ちょっとひねればいいって話ぢゃないっ！

　　………………はっ！

　　まさかとは思うけど……

　　あたしまで実はてきとーなネーミングだったりするんじゃあっ!?

作：そうだったらネタ的に面おも白しろいんだが、残念ながらそーいうことはないなぁ。

Ｌ：残念とか言ったッ！

　　──ところで聞きたいんだけど。

　　あたしが新装版発売キャンペーンとして、あとがきでの惨さん劇げき自じ粛しゆくしてるのを何かカン違いして、調子づいてたりしない？

作：えっ!?　それキャンペーンだったんだっ!?

Ｌ：うん。

　　それじゃあ、そろそろキャンペーン期間も終わり、ってことで。

　　幸い今、あたしのポッケには、カラオケルームのおねーさんが開店記念に駅前で配くばっていた作者破は壊かい光こう線せん銃じゆうがあります。

作：……ちょっ……!?　待てっ！　何そのピンポイントな武……！




　　ぴぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃむ。　ぢゅっ。




Ｌ：かくて作者は原子に還かえった──

　　けど人の心に闇やみある限り、安直なネーミングと、逆ぎやくに、凝こってひねって変になっちゃうネーミングが、この世から消えることはない。

　　けどそんな名前をつけられる方はたまったもんじゃないんで、みんなも自分に子供ができたときに、変なネーミングをしちゃあダメだゾ♪

　　と、人じん類るいの未来に警けい鐘しようを鳴ならしたところで。

　　それではみなさん、また次巻でお会いしましょ～
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